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日本シーリング工業会大阪支部施工部会

事務局・大阪市東成区東小橋 1- 18- 1( 松下ビル)

接着工業新聞社内

電 話 06 (976)  2  0  7  1番

昭和2 6年 シ ー リ ン グ 材 が 我 国 建 築 業 に 採 用 さ れ 、 年 々 需 要 は 増 大 し 、 近 年 カ ー テ ン ・ウ オ ー ル 工 法 の 発 達 、 大板 ガ ラ

ス の 開 発 、 超 高 層 ビ ル の 出 現 に 伴 い 従 来 補 助 材 料 と し て 使 用 さ れ て き た シ ー リ ン グ 材 は 、 ま す ま す 性 能 及 び 施 工 の 高 度

化 を 要 求 さ れ る よ う に な っ て き ま し た 。 こ の 要 求 を 満 た す 為 め 、 日 本 シ ー リ ン グ 工 業 会 に 於 て は 施 工 技 術 の 向 上 と 責 任

施 工 体 制 の 教 育 指 導 を 行 う シ ー リ ン グ 管 理 士 と 呼 称 す る 資 格 認 定 制 度 を 設 け ま し た 。 今 後 施 工 業 社 の 指 定 に あ た っ て は

何 卒 日 本 シ ー リ ン グ 工 業 会 の 認 定 し た シ ー リ ン グ 管 理 士 を 有 す る 下 記 業 者 を 御 選 び 下 さ る よ う 御 願 申 上 げ ま す。
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住 所

大 阪 市 住 吉 区 安 立 町 6 - 11

徳 島 市 包 囲 楠 3 - 3 5 - 2  

守 口 市 長 池 町16

大 阪 市 住 吉 区 杉 本 町 2 - 10 9  

大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島4 - 5 0 チ サ ン 第5 ビノレ303

大 阪 市 北 区 滝川 町 6 9

大 阪 市 北 区 西 扇 町17 ( 扇 町 ピ ル )

大 阪 市 福 島 区 也 市 町1 ー 71 ー 2 ユニロンピノレ

姫 路 市 大 津 区 天 神 田 T l - 15

姫 路 市 西 夢 前 台 1 ー 71

大 阪 市 東 区 本 町 5 - 4  ( 広和ピノレ )

大 阪 市 西 区 北 細 江 上 通 3 - 8 5 - 2  

大 阪 市 西 区 北 幼 ! 江 上 過 3 - 8 5 - 2  

大 阪 市 西 区l阪 本 i町4 - 8 0 ( 第5 奥内ピノレ )

高 松 市 浜 の 町 丁 目 ー 27

伊 丹 市 荒 牧 字 桑 田 6 0

大阪市西区" f ，1 : 1I汀 掘4- 7 8 ( 同 盟 通 信 第2 ピノレ )

大 阪 市 大 正 区 北 恩 加 島 町6 2

大 阪 市 住 吉 区 万 代 西 2 - 3 4

大 阪 市 北 区 立 仏 中 2 - 4 4  

' j _ ; j 国林市楠J ! l i l 台 1 2 1 0 - 17

京 都 市 伏 見 区 桃 山 丹 下3 8 ー 2 4

大 阪 市 西 区 制 本 町2 - 8 0 ( 飾 大 ピ ル )

大 東 市 寺 川 2 ー 7 2 - 5

大 阪 市 城 東 区 今 福 西 4 - 6  - 2 2  

神 戸 市 長 田 区 萩 乃 町 1 ー 7 3 4

神 戸 市 生 田 区 相 生 町 5 ー 3 6 - 3  

大 阪 市 阿 倍 野 区 総 崎 町T 3  - 6  - 10  

大 阪 市 浪 速 区 東 関 谷 町 2 - 3 0 - 3  

大 阪 市 住 吉 区 山 之 内 町 2 - 3 4  

吹 国 市 南金 田 1 - 4  - 4 6  

大 阪 市 西 区 道 頓 楯1通 り 3 - 2 4 ( 山 田ピノレ)

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 2 - 1 4 - 18 

尼 崎 市 今 北 字 池 上 町13

東 大 阪 市 六TJ 寺 町 3 - 6  - 31  

神 戸 市 北 区 鈴 蘭 台 西 国T 4 - 2 - 2 6

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北1 ー 7 8 ( 北ーピノレ)

伊 丹 市 南 野 字 南 ノ ロ 4 0 2 - 1 0

大 阪 市 城 東 区 野 江 3 - 2  - 2  

大 阪 府 南 河 内 郡 美 原 町 太 井5 4 9 - 5  

大 阪 市 東 淀 川 区 立 里 町914

門其市大倉町丁目 - 1 4

守 口 市 八 雲 西 町4 - 6 9

奈 良 県 桜 井 市 西 の 宮2 21

八 尾 市 東 久 宝 寺2 - 5  - 2  

門 真ー市上島町3 0 - 2 5

大 阪 市 西 区 制 l町 4 - 1  
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施 工 は 下 書 己 組 合 員 が責 任 を も っ て 致 し ま す

社 名 代 表 者
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嗣 大 阪 防 水 工 業 所 イ左

大 阪 ユ ニ ロ ン 掛 金
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‘ 通常総会議決報告

H付利49年 6 J:I 28 1: : 1開催のi温治総会におきましてド記議案/J 5. それぞれ

l泉案のとおり承認されましたので ，乙乙 IC会告r!J しあげます。

記

1. 1113和48年度事業報告 ( 7 月 号 術 劇

2.  昭和48年度決算報告 (  グ 〉

3.  昭和49年度収支予算 ( 5 月号術総) 以上

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛 次

4 寄 附 金 の 受 領

近畿ｾ築会館建設資金借入金の内，下記各社より借入金を会館法金と

してど寄附蛾きました。乙とに誌上を借りて以くお礼申しあげます。

東洋リノリューム株式会社殿

株式会社矢橋大理石商庖般

東 海 興 業 株 式 会 社 殿

記

3∞，α)() 円

150. α) ( ) 円

20. αxl 円

司 会 員 の 受 賞 ( 建 設 大 臣 表 彰 )

乙のたび下記会員諸氏は建設界における多年の功紛によって表彰会受

けられました。乙乙』ζ 誌してその栄径をお皮び巾しあげます。

記

上 1& 圭 治 氏 ( 1 州 大 % 社 代 ぷ 取 締 役 )

小 川 正氏( { 同竹中工 Z首脳常勝取締役)

ｾＱＱ，＠ 10， 消四郎氏Ｈ附ニ三晃ｾ関取締役会長〉

川 岸 繁 夫 氏 ( 側 川 岸 窯 業 商1. 5 代必取締役)

麟 木 厚 氏 ( 附 議 木 工 勝 広 副 社 長 〉

山 本 末 男 氏 ( 大 末 建 設 隊 式 会 社 社 長 )

昭和49年 度 第 5回若い会員の集い

ｾｉ 中国の建築事情を聞く」
… 発 展 す る 中 華 人 民 共 和 国 の

若 い 建築 技 術 者 は 何を 考え て い るか ・.. . ........

欽々の苦難の道を経て，近年. qJ 凶はも主席の革命オリエンテーショ

ンlζ 導かれて大きく発展してまいりました。社会変革の過程は長期にわ

たる絞み長ねの繰り返しであったとあーえられますが，その下地とはるし

のは何なのでしょうか。必然的に発生する問題の解決にあたっては如何

なる忠忽，価値観をもって対処してきたのでしょうか。さらに労働省大

衆社会とせの建築的要求会満たよための建築生産システムはとのように

なってきているのでしょうか。

昨年ぷ . 1 カ月程中国へ視察研究 iζ 行かれた LI 処設計の黄進輿氏 IC乙

の皮質重な情報を聞く機会を得ました。氏の: 与されたスライド，懇談を

も含めまして l時間の許す|浪り語っていただく乙とになっておりますの

で，多数ど参加下さいませ。

日 時 9月 7 日( 土) 14. ∞→ 17.∞ 

場 所 大阪科学技術センタ - 4 階 405号室

( 大阪市西区靭 1 - 118 ・靭公園東端北側 ・電話06- 443- 5321)

定 員 50名

. 会 費 5∞円( 資料代，会湯貨の補助)

講 師 日悠設計計画主管 業 進 輿 氏

時間割 14  : ∞→ 15:  30 ・中凶近代史について ・中国社会の締成と現況

・中凶の社会機械における建築設計および施工

組 織

15:  30→ 15:  40 休銀

15 ・40→ 16: 30 スライド℃の紹介

視察行艇に従って. . t I ! 築，人民公社，風俗，鋭

光地などを. i f f i して. 11' 闘の現況の紹介

16 ・30→17 : ∞ 懇 談

申 込 往復はがきに| 浪ります。はがきは l 枚に 1: 名| 製りで「中凶の鎗

築事情を聞く会」と明記し，氏名，勤務先名および所在地述絡

怒号，返信用宛名，郵便怒号を記入の上 . 8 月31日( 上) まで

にが業課へ。ただし定日を担. i I ! ! J したH寺は拙せん lζ て決定しど通

知いたします。

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一 一

大阪で施工中の超高層ビル見学会 シ リーズ( 第11回)

4 中之島センターピル新築工事の見学会

( 第 1 回)

共 催 日本建築 協 会 ・ 大 阪 府 建 築 士 会 ・ 日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部

7 月のデータ通信局舎の見学会に引続き ，超高層ビノレ見学シリーズの

& 後として中之島センターピルの見学会を 2 固にわたり開催致します。

乙の中之島センターピJ レは ，近畿電気通信局の跡地利用計画として，

大阪市の参画を得て関西財界 ICよって設立された大阪地区開発附の最初

の事業で， 日本fむ{言fG話公社が一部所有されるほかは ，一般貸事務室

と，大小会議室 ・結婚式場 ・レストランおよびビジネスホテルを備えた

多目的ビ J レです。

建物は地下階および地上 2

階を平面的に広くとった低層

古ｾに，北側 ｉｃ 8 階のホテ J レ似

を，南側 tζ 地上32階高さ 12 9 m

の凶 H本ーの趨高層ビ J レを配

した安定感のある設計で. 1児

春完成のあかつきには，絡z制

と威容を誇る悠物とオープン

スペースの緑の広場は111之島

に近代都市美として新しいjii

鋭をそえる乙とになります。

今回の見学には大林組およ

び竹中工務庖殿のど協j J をい

ただきました。多数ど参加下さい。

日 時 9月28日( 土) ; m介14 : ∞→解散16
・

30

集合場所 大阪市北区中之島 5 丁目 34 同ピル現場 3 号門前 (J じ西隅)

[ 参与) ，' ，パス' W: l l l . tli. 1肥後tli より (88) ICて「土佐堀 4 丁目」下車，徒歩 4 分

( 必絡也ぷ 413 9391- 5)  

定 員 80名( 本会

a

剖当 30名)

申 込 往復はがさに |綴りまサ。はかきは 1枚に 1名限りとし. i 中

工事概要

之島センターピJ レ見学会J と明記の上，氏名 ・勤務先名 ・所

在地 ・役職 ・. i ! l ! 絡む話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の

上 9 月14日( 上〉までに悠築協会事業課へ。ただし定員を超過

した場合は抽せん lζ て決定し，参加証をお送りいたします。

( なお Jt{也のi品合は! l i t ! ! し江いように 3 会のうち，いずれか l つの会にお申込み

願います。)

所 在 地 大阪市北区中之島 6 丁目 6 番地

地域地区 商 業 地 域 第 6 覆容積地区( 約% ) ・第 8 種容積地区( 約¥! a )

建 築 主 大阪地区開発株式会社

設計監理 基本設計 日本電信包括公社建築局

実 施 投 計 建 築 ・株式会社日本総合建築事窃所

設備 ・妹式会社日悠設計

施 工 中之島センタービル新築工事共同企業体

株式会社 λ 林組 ・株式会社 竹中工碕庖

面 積 延面積 73. 930111'. ＮＡＡｾＮ階面積 ＱＮＶＷＶ ，，Ｂ
高 さ 軒 両 123. 050m. 般向 129. 525m 

l再 造 地 F 3  F  
• 

1也上 32F
. 11¥昆 1 F . ホテル棟地上 8 F

地下 ・ 低層部 ・ 小ァル ｉｾｬ R C およひ S R C

高局部 5治

基 礎 ピァ』正礎 φ2. 000およひ OWS 慢の WA L L F OUN DA T l ON  

外 義 高層隙プレ+ ャストコンクリート 〆ラタック C 仕上

ガスケ γ トiζ カラス! 既設し

その他 コンクリート打主主し エポタイル吹付

工 期 昭 和47年 6月15日〈ピ7 若手) →昭和50年 4 月来( 完成予定)

見学時の状況 外装 P Cカーテン ウオール取付工事中 (80%終了)

各階 内築工事中。

建築と社会/ 1974年 8 月号 1  



「一一一

青年技術者のみなさまヘ

「建築 と社会J 昭和49年11 月号の

「第21 回青年技術者特集号」の応募 について一一一

日本建築協会誌「娃築と社会」は毎年 i t f 年総築家特集号」もしくは

「青年技術者特集号」を企画し ，すで1ζ 20固にわたって優秀な背年技術

者を紹介してきました。今回も . i 青年技術者選衡委員会」を設けて ，

選衡の上掲載すると とにしております。

その選ぶ分野も ，設計だけにかぎらず，都市計画 ，構 造，施工，設備

な どを含み ，それぞれの分野から ，優秀な背年技術者を選んで，その不

断 の研究努 力と すぐれた業総を ￭ ｾ 築と社会」に掲載して顕彰する乙と

に しております。

ついては， 下記応募規定を参照の上 ，ふるって応募されん乙とを/

応 募 提 出 規 定

1. 応募される人は満35才までの青年技術省であって，本会会員 lζ 限る

ζ と。

2. 原則 として ，. 4 ; : 会会員であるすいせん醤を通じて応募の乙と 。すい

せん者は被すいせん者( 青年技術者) の勤務する組織の上司なり上長

である乙と。すいせん者が学校教官である場合は乙の| 絞りでない。ま

た本人が組織の代表者である場合は白せんとする。( すいせん用紙は

事務局にありますので，ご請求ください)

3  応募者は， 設計，計画 ( 都市 計画など) ，施工，構造，設備 ，その

他の分野にあって ，な しとげたすぐれた笑納について，すいせんをう

け，下記の所要の資料を本会に期日までに提出する乙と。

4.  提出された資料は「青年技術者選衡委員会」にかけて選衡する。

5.  i 青年技術者選衡委員会」において選衡をれたものは「第21回青年

技術者特集号J ( 昭和49年 11月号) IC掲載するとともに ，記念品を贈

呈する。

6. 提出資料

(1 ) 略 歴

本人の氏名 ，生年月 EI ，1設終学歴，業歴，作品略歴なと

後 新しいデータシート 『 ファイ ｽｫｾ が出来

ましたグ

2  

(2)  選衡資料

(  i  ) 建築設計の場合

鮮 明 なる Ｒ 手 ｴｲ ， 主主ｾ ｾ ｪｌ ｦ 副凶 ， 概ｾ ， 設計要旨 ， その 他 必袋な資

料

( ii ) 計画の場合 ( 都市 ・地域の ii l闘など)

計画図 ，計画製旨 ，その他必褒な資料

( iii ) 施工， 構造，設備の場合 ( それぞれの設計計画なども含む)

上 に準じた資料

( i v) その他 ( 新材料開発 ，著作などを志味する)

それぞれにふさわしい資料

(3)  青年技術者としてのことば

青年技術者と しての抱負 ，考え方，信念，建築鋭等々 (400 字てい

ど〉。

(4)  すいせんの ことば

原則として，すいせん者による甘いせんの乙とば ( 120 字ていと)

を添付の乙と。自せんの場合は不要。

7. 提出期間 附和49年 8 )j 2611 

8. 提 出 先 大阪di 東区北浜 3 37 ｾ＠ 54 1  

1:1本建築協会「均年技術省選衡委員会」

9. 青年妓術者選衡委員会 (49年度)

委員長 松 村 俊 三( 品fi 辺住則峨 i3i取締役設計道具・縮決袋員k )

委員( 投計部門) 川 崎 消( 大阪大学教授 ・環境二[ 学)

11 11 
片倉健雄( 近畿大学助教授)

11 ( 計画部門) 中 村 司( 日本住宅公団関西文位計画郎k )

11 11  富 安 秀 雄(可iilli 邸 rfi 開発建築コンサルタン γ 代み取締役〕

11 ( 情造郎門) 五十嵐 定 義( 大阪大学教侵 ・建築工学〉

11 11 前 川 陽 一 ( 村 野 議i皇 制I 積層i)

11 ( 設備郎門) 中 村 .j fj ( 日J . l l 設計段i暗部長)

11 11 島 111  拘l 治( 竹中工碕庖設備部副郎長〕

11 ( 抱工部門) 叫f U  'JJ:. 見 ( 11処投 JI 監座部長)

11 11 金 子 敏 見 ( 船 島 雄 & 神 戸 営H j 次長〕

在庫品切れのた め，大変ど迷惑をかけていましたか，指定のファイ J レを

取繍えましたので精々ど利用下さい。

なお，従来のファイ J レはデータシー ト専用の特製でしたが，昨今の物

価高騰のため ，今迄の価格での販売が困難となりま した。そ乙で，会員

各位の と負担を少 しでも軽減すべく ，今回のものは既製品を一括購入 し

て体裁を整えま した。( ファ イJ レの穴は 2 穴ですが . C使用上では支障

をきたさないはずですので ，その点ど了承下さい。)

- 申込方法

事務局 lζ 備付けてありますので ，1直接ど来会下さい。郵送希望

の方は ，必ず「はがきJ fC氏名 ，勤務先，送付住所 ，i 主絡む活

喜子号， I冊数をど記入の上お時 I. I るみ下さい。

定価 1セッ ト ( 4 附) 2，8∞!l J  (  1  II ltのl ド込みも 11]， 7∞I.LJ。

せの湯合背表紙が各」ー: 長別とな っているので，ファイノレナン

ノイーを明E己の乙と。 No.1 <A - F )  ， No.2 <G - L )  ， Nu3  <M- R )  

Nu4 <s - X )  )  送料: 実践と負担いただきます。

特典 ; セット でど購入の湯合は ，各工事別目次会進斗いたし

ます。



. 床点検口も魅力い っぱいです.

* アルミニウム床点検口はハードアルミ

ニウムを使用、ピス ・アンカーなども

5主力なメァキをほどこしていますから、

強度、耐腐触性はバッグンです。

また、モルタルなどの接触 面には、高

度なア ル マ イト 匁 ｾ ｾ盟をほどこしていま

す。

* J工銭・ステン レス強り床点検口は銭出

官II 分の強度も高〈、いつまでも美しさ

を{ 呆ちます 。

* A . B 兼 用型床点検口は、 1 台 で P タ

イ J レとモ ルタル塗それぞれに使い分け

ることが出来ます。

* 粉度の高い押出機の組合せであるため、

ｾ 密性が高〈、臭気のもれる心配があ

りません。

・ 規 格 寸 法.

- ワンタ ッチ開閉操作です.

弊社独特のワンタ ッチ l問問機構 ( P A T. P)

をセ ッ トしているため、内枠を押し上げ

る操作だけで、 簡 単 に Iml 羽 します。

. 施工が簡単です.

ｉｬ ｾ ｊ 問機構が内蔵されているため、 ＱＱ 月間ツ

マミの穴をあける必要がなく、更に従来

品 と 奨 な り 点 検 口 を 天 井 に セ ッ ト し た 状

態のまま、1 ! i i 単に内枠ボードを取付ける

こ と が出来ま す。

・丈夫で美しい外観です.

アルマイ ト処 理 を 完 全 に施 しているため、

いつまでも美しく 、丈 夫 で す。 しかも l制

限j ツマミなど附属品が外部に 出 ていませ

んので、 外 観 が シンプルでスッキリして

います。

・種類が豊富です.

規 格 寸 法 ( m/m)

ご注文により 、規格寸法 以外 も 製 作 いた

します 。 また、オールステンレス、オー

J レ呉鎗製も別注製作いた します。

ご注文により、規格寸法以外 も 製 作 いた

します。

m/m 

住 宅 産 業 の 総 合 メ ー カ ー で あ る 弊 社 で は 、天

井 点 検 ロ ・床 点 検口 の ほ か 、 ガ ー デ ン ・フ ェ

ン ス 、 ガ ー デ ン 門 扉 、 ガ ー デ ン ハ ウ ス 、 カ -

J 、ウス 、 カ ー ロビー 、 ベ ラ ン ダ、 テ ラ ス 、 ク ー

ル ト イ レ 、 そ の 他 住 宅 関 連 資 材 を 各 種 製 作 ・

販 売 し て お り ま す 。

サ一

O

一
O

一
O

お一

4

一
4

一
4

一

×

一

×

一

×

L

3

一O

一6

1

一O

一6

一
o

ミ
u

一4

三

O

一

×

一

×

一

×

-ド

ー
一
O

一
6

一
O

E
3

一4

一6

サ一

5

一
5

一
5

廿同一

4

一
4

一
4

一

×

一

×

一

×

1

一
3

一
4

一
6

じ

O

一5

一O

J

一
3

一
4

一
6

一

×

一

×

一

×

テ
一

3

一

4

一

6

ド

一
O

一
5

一
O

-

3

一4

一6

カ タ ロ グ を ご 請 求 下 さ い
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j山がはずむおしゃれなスペース

- 用途| こ応じて選べる 0. 4坪から 2 坪までの

豊富な 8 機 種

・素材は錆びを知らない特殊カラー鋼板

・色はクリームとローズのツートンカラー

本 社 大阪市東区南ふ町4 丁目お番地 〒 541 宮 ( 国 12時 - I I IJ

恒 I ｾ思 ＱＱ 財 閥宜祉 制邸中央区八丁堀 Ｔｔ ……ビルＩ … ＳＱ 日 Ｑ 1171 

ｨ 司Ｍ］ＮＮＮｊ・ｾ・ 官製所札悦ＨＲＱ Ｑ Ｉ ＴＷＷＷ 仙台 ＨＲＵＩＷＮ 田 ｬ 新，ｉｬ ＨＲＸＩＳＩ 割 ー 千草 ＴＳＱ 四 ＲＵ 東軍 ＨＵＵｉｈＱＩＱ

・・・町週間 切"，'; ・ 償 揖 仰1) 9123 高崎 (61 11281 ・帥問( 日} ∞19 富山 ( 321お 刷 。名 古 唐 山 )2421

大 版 印 刷 初i ・広J ， (48) 2431 ・高知 132ほ即幅向( 1 1 1 ，曲35

匂愈ゆ

ヨト: 増加置目

. 73cm( 間口 ) X 60cm( 奥行) X 177 .5cm

( 高さ) のスペースさえあれば十分忽

のです。見かけは小さいくせに収納

にかけては決してひけをとりません。

その」二明るいツートンカラー〈クリ

ームと若草色〉ですから、おしゃれ

感覚も銭群。

ｾーー、、

【 ヨド物置の看板のお后、または全国有名百鯖でお求めください。 】
) ・

・・ ・・ . . . .  .  

4  

町

， 
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質疑などの投稿をお待ちしております。

83 

建築基準法の一部改正について

昭和49年 6 月1 日付で建築基準法の一部が改正 1 項に傑lする部分、首m条、第38粂、第40条、

されました。骨子はつぎの通りです。 前条、第89粂並びに努190粂の規定を、昇降機等

1 、工業専用地域内の建ペイ率の強化

2 、特定の工作物についての用途規制

3 、世I j 則の強化

なお、改正条文は 、ゴシ ンクにして示しました

ので、参考にしてください。

( 大阪市主I t 築局建築指線部指導第 l ;i:!l 平 林 孝)

|建築基準法の一部改正 |

(第 1 粂 略)

第 2 粂 (第 1 号から第 11号まで 略)

Ｈ ＱＲ Ｉ 設計図占 、 建築物、その敷地又は自 ｾ ＸＸ 条第 Ｑ

なi第 2 項若しくは第 4 項 に規定する工作物に関

する工事用の図面 ( 現寸図 その他 これにま!Ji する

ものを除< 0) 及び仕様舎をいう 。

( 第13号から第22号まで 略)

(第 3 条から第52条まで 略)

( 建築面積の敷地面積に対する割合)

首 ｾ ＵＳ 粂建築物の建築面積Ｈ同一敷地内に Ｒ 以上

の建築物がある場合においては、そのｾ築而秘

の合計。第59条第 1 項を除き、以下この節にお

いて同じ 。) の敷地面積に対する割合は、次の各

号に掲げる区分に従い、当該各号にぬげる数値

をこえてはならない。

(1)第 1 経住居専用地域又は工業専用地域内の建

築物

10分の 3 、10分の 4 、10分の 5 又は 10分の 6 の

うち当該地域に関する都市計画において定めら

れたもの

(2)第 2 種住居専用地娘、住居地域、準工業地域、

又は工業地域内の建築物

10分の 6

( 第 3 号及び第 4 号 略 )

(第 2 項から第 4 項まで 略)

( 第54条から第87条まで 略 )

( 工作物への準用)

第88条煙突、広告浴、高架水槽、擁壁その他こ

れらに ｾｩ する工作物で政令で指定するもの及び

昇降機、ウォーターシュート、飛行塔その他こ

れらに類する工作物で政令で指定するもの ( 以

下ノド項において「昇降機等」という 。) について

は、W; 3 条、第 6 条( 第 2 項、費; 6 項及び第 7

ヰi を除くものとし、第 1 項及び第 3 項は、昇降

機等については第 1 項第 l 号から第 3 号までの

建築物に係る部分、その他のものについては同

tJ'i 第 4 サの建築物に係る部分とする 。) 、第 7 粂

(第 4 攻を除< 0) 、第 8 粂から第 11条まで、第

12粂tr; 3 項及び第 4 J買、 21日粂、釘¥18条 ( m 8

Ｑ 買を除く 。Ｉ 、第 ＲＰ 条、舞 ｜ ＳＲ 条、第 ＳＳ 条、 ｾ［Ｓ Ｔ 条

muJ'i 、第36条中第20条、第33粂及び第34条第

については、第 7 条第 4 J賞、第 12条第 1 項及び

第 2 項並びに第18条第 8 J貨の規定を準用する 。

2 製造施設、貯蔵施設、遊戯施設等の工作物で

政令で指定するものについては 、第 3 条、第 6

条 ( 第 2 項 、第 6 項及び第 7 項を除くものとし 、

第 1 項及び第 3 項は 、第 1項第 l 号から第 3 号

までの建築物に係る部分とする 。) 、第 7 条から

第 9 条の 3 まで、第 11条、 第12条第 3 項及び第

4 項 、第 13条、 第 18条、第48条から第51条まで、

第86条の 2 中第48条第 1項から第 8項までに関

する部分、第87条第 2 項及び第 3項中第48条第

1項から第 8 項まで及び第49条から第51条まで

に関する部分 、前条、第89条、第91 条並びに第

93条の 2 の規定を準用する 。 ニの場合において 、

第 6 条第 1 1賓ただし 害及び別表第 2 中「床面積

の合計」とあるのは 、 「築造面積 」と読み替え

るものとする 。

3 前条第 2 項の;規定は、 前 2 項 において準用す

る第 6 条第 1 J'j' iの規定による硲認の申請につい

て準用する 。

4  (闘各 )

5  (田骨)

( 第89条から第91条まで 略 )

(面積、 l旬さ及び階数の算定 )

第92条縫築物の敷地図鎖、必i築面税、延べ面積、

床面積及び高さ、，建築物の柄、天井及び床の苅

さ、 建築物の階数並びに工作物の築造面積の算

定} j 法は、政令で定める。

( 第93条から第97条まで 略)

第98条第 9 条第 1 項又は第 10項前段 ( 第88条第

1 項、 第 2 項若しくは第 4 項 又は第90条第 3 項

においてこれらの規定を準用する場合を含む。)

の規定による特定行政庁又は建築i 1 r a : r . 見員の命令

に述反した者は、 1年以下の懲役又は 20万円 以

下の知金に処する 。

第99条次の各号のーに該当する者は、 10万円以

下の罰金に処する 。

( 第 1号 略)

(2)第 6 条第 1 項 ( 第87条第 l 項、第87条の 2 第

1 項又は第88粂W; 1項若しくは第 2 項 において

準用する場合を含む。) 又は第90条第 1 項 ( 第87

粂の 2 第 l 項又は第88条第 1 項において準用す

る場合を含む。) の規定に違反した者

(3)第 9 条第 10J筑後段 ( 第88条第 1 項、第 2 項若

し く は第 Ｔ 項 又は第 Ｙ Ｐ 粂 ｾ Ｓ 項において準用す

る場合を含む。) 、第 10条第 1項( 第88条第 1項

又は第 4 項 において 準用する場合を含む。) 又は

第11条第 1項 ( 第88条第 1 J賞、第 2 項又は第 4

項において 規定を準用する場令を含む。) の規定

による特定行政庁又は建築監視員の命令に違反

した者

Ｈ Ｔ Ｉ 第 Ｖ 条第 Ｕ 項 Ｈ第 ＸＷ 条の Ｒ 第 ｬ 項又は買 ｾ ＸＸ 条

第 1 項若しくは第 2 項 において準用する場合を

含む。) の規定に違反した場合における当該建築

物又は工作物の工事施工者

( 第 5 号及び買i 6 号 略)

(7)第48条第 1 項から第 8 項まで又は第51条 ( 第

88条第 2項においてこれらの規定を準用する場

合を含む。) の規定に途反した場合における当該

建築物又は工作物の建築主文は 築造主

( 第 8 号から 11 号ま で 目的

ＨＱｾ 第 ＸＸ 条第 Ｒ 項において準用する第 ＸＷ 条 第 Ｒ 項

又は第 3 項中第48条第 1r頁から第 8項まで又は

第51条に関する部分の規定に違反した場合にお

ける当該工作物の所有者、管理者又は占有者

(13)  ( 略)

Ｈ ｾ Ｒ 項略 Ｉ

第 100粂次の各号のーに該当する者は、 3 万円

以下の間金に処する 。

Ｈ Ｑ Ｉ 第 Ｗ 条第 ｬ 項Ｈ第 ＸＷ 条第 ｕｴｾ 、第 ＸＷ 粂の Ｒ 第

1 項又は第88条第 l 項若しくは第 2 項 において

準用する場合を含む。) 文は第 15条第 1 墳の規定

による届出をせず、又は虚偽の届出をした者

(2)第 7 条第 4 項又は第89条 ( 第87条の 2 第 1 項

又は費; 88条第 1 項若しくは第 2 項 においてこれ

らの規定を準用する場合を含む。) の規定に i主反

した者

(3)第12条第 1 項から第 3 項まで若しくは第 2 項

( 第88条第1項又は第 4 項においてニれらの規定

を準用する場合を含む。) 又は第 12条第 3 項 ( 第

88条第 1 項、第 2 項又は第 4 項において 準用す

る場合を含む。) の規定による報告をせず、又は

虚偽の報告をした者

(4)第12粂第 4 項 ( 第88条第 I lJi、 第 2 項又は第

4 項 において準用する場令を含む。) の規定によ

る立入、検査又は試験を矩み、妨げ、又は忌避

した者

(5)第12条第 4 項( 第88条第 l l Jl 、第 2 項文は第

4 項 において準用する場合を含む。) の規定によ

る質問に対して答弁せず、又は虚偽の答弁をし

た者

( 第 101粂 略)

第 102条第39条第 2 項、第40条、若し くは第43

条第 2 項( 第87条第 2 項においてニれらの規定

を準用する場合を含む。) 、第49条第 1項 ( 第87

条第 2 項又は第88条第 2項において準用する場

合を含む。) 、第50条 ( 第87条第 2 項、又は第88

条第 2項において準用する場合を含む。) 又は第

68条の規定に基づく条例には、これに巡反した

者に対し、 10万円 以下の約金に処する旨の規定

を設けることができる

附 則

( 施行期日)

1 この法律は 、公布の日から起算 して 1:年を越

えない範囲内において政令で定める日から施行

する 。

( 工業専用地域内の建築物の建築面積の敷地面

積に対する割合に関する経過措置)

2 この法律の施行の際現に存するエ業専用地域

については 、当該ヱ業専用地域 内の建築物の建

築面積の敷地面積に対する 割合は 、10分の 6 と

定められているものとみなす。

挫 築 と 社 会 1974 '1' 8  H ザ 5  



十室十色

Y  

「十人十色」という言葉があるように、部屋

にも住む人の個性が現われるもの 。 卜ータル

インテリアの松山が創造する部屋の趣きは、

一部屋一部屋異っても、優美さ、快適さは総

てに共通しています 。
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Y  

1  

読者の頁

大阪商工徒弟問題研究会の思い出昭和12年 - 15年頃 の こと

鈴 木忠五 郎

q良速の夕涼み」再現を望 む

ぬ庇IJ 主将

古い思い出を 15 きますが、当時市内 の交通は人

力 111が主でした。 ところが突然巡航船と称して

肥 後 橋 南 詰 か ら 西 横 堀 川 を 通 り 淡 町 駅 前 ま で1m

通 し た の で 早 4 から人気は上々でした 。一 万、大

阪 駅 前 の 人 力 車 の 方 で は 生 活 を 脅 か す と て 巡 航

船 を 目 が け て 石 を 投 付 け る な ど の 綴 ぎ で 大 変 な

気勢をあげたという時代の司王です。

さて夕涼みの場所は中の島東端から毛馬の| 品1で、

当 時、従 弟 ・丁 稚 問 題 に つ い て 、 庖 主 ・従 弟 両 時 計 庖 の 大 阪 支 底 長 、 機 械 工 方 面 で は 後 に 社 会 一 番 の 盛 り 坊 は 天 満 続 よ り し も で 当 時 埋 立 の 公

方 面 よ り 行 き 諮 り が 生 じ て き た 。 こ れ は 技 能 面 大 衆 党 の 代 議 士 に な ら れ た 阪 本 氏 、建 築 技 能 界 図 は 無 〈 、 寝 屋 川 合 流 点 や 堂b: J 川と土佐堀川、

にもあったが、主として徒弟の処遇の問題であ では、私だけであった。 そ し て 東 横 堀 川 の 分 岐 点 の た め 川 偏 の一 番広い

った。 そ し て 、 研 究 会 は 解 放 し た 。 だ が 、 流 石 は 大 阪 所 で 、 天 神 祭 り 前 か ら 始 ま り 八 月 末 頃 ま で 'b
f

般

商 后 界の 了 稚問題 は 、 大番 頭 の 処 置 に つ い て で 商人だと、犯は今になって思う。商業庖主は、 崎 新 地 か ら 曽 線 崎 川 を 上 っ て く る 。 築 地 新 地

あ っ た 。 従 来 の 丁 稚 の 目 的 は 、 大番 頭になるこ 問 題 を 解 決 し て し ま っ た 。 す な わ ち 、 個 人 商l苫 ( 北浜の東北の角 ) は j{f < - 地下室へ舟を横付けに

と で あ っ た 。 そ の 後 は “ ノ レ ン " を 分 け て 、 新 を会社化することに活路を発見したからである。 す る 、 そ の 他 堂 島 、 天 満 、 平 野 町 か ら集って、

しく庖主となる こ とであったが、この時代にな 会 社 化 す る こ と に よ り 、 大 番 頭 は 専 務 に 、 中 小 料 理 や す き 焼 き な ど を 桜 み 込 ん で く る 舟 、 新 内

ると、従らに競争庖を形成する結柴となり、そ 番 頭 は 常 務 ま た は 部 長 に 、手 代 は 社 員 に 、 丁 稚 の流し舟、ビール、正宗、サンドイ ソチ、突出

れは不可能となってきた。 は 単 社 員 と し て 処 遇 し 、 各 4 を満足せしめて、 し、氷など売る舟、各々も提灯をぶら下げたり

一 方 、 大 工 左 官 な ど の 建 築 技 術 界 に お い て 、 かつ、 “ ノレン. 分けさえその必要をなくしてし 行灯( あんどん) を付けた舟で河いっぱい、誠に

商庖 界の‘ ・ノレン " 分 け に 匹 敵 す る も の は 、 出 まったからである。 七夕のさE を 見 る よ う で 、 多 種 多 織 の 而 々 がf申告千

入先の分様であった。ところが、昔背負制度が新 と こ ろ が 、 私 一 人 だ っ た 建 築 業 界 は 、 未 だ に 何 せ て な か な か 盛 ん な も の で す。 さらに、中のぬ

しく誕生し、出入先が根本的に変質し、徒弟の 等 手 を 付 け て は お ら な い。 まったく、メチャな 東 端 の 剣 先 で は 貸 舟 の 来 場 や 無 料 得 席 小 屋 、 ビ

魅 力 を 消 失 さ せ て し ま っ た。 さらに、技能的に 制 度 そ の ま ま 。 戦 後 、 徒 弟 制 度 は 崩 壊 し 、 当 局 ーノレ庖、氷庖、涼み小屋、雑物商の復J苫など色

大 革 命 が 進 ん で 、 従 来 の 親 方 ・棟 梁 の 技 能 が 次 の発売Eで技能養成所から、戦業司l練 校 と 名 称 は 色 の 出 し 広 が 列 ぴ 、 臨 時 の 盛 り 場 が 出 現 し 、 花

第 に そ の 社 会 的 信 用 を 消 失 し 、 従 弟 教 育 に 資 任 変 化 し ま し た が 、 大 工 左 官 徒 弟 の 社 会 的 処 遇 火 を 打 揚 げ 大 阪 城 跡 を も 照 し て 気 勢 を 添 え て い

を 持 で な く な っ た こ と 、 さ ら に 、 社 会 的 に 職 工 生 活 に 対 し て 、 ど れ だ け 考 え 直 し て く れ た で あ ました 。 時刻j が 過 ぎ る と 毛 馬 の 鮎 の 茶 民 や 各 新

技能 軽視 の 気j孔が次第にきざし始めたこと 、 日

廠 い 風 が 若 者 の 希 望 に 障 害 を も ち 始 め た こ と な

どに原因があったと、私は信ずる。

こ の よ う な 社 会 的 状 況 の な か 、 朝 日 新 聞 社 の 企

画 て ¥ 倉 敷 労 研 の 桐 原 先 生 を 招 い て の 徒 弟 問 題

の講演会が開催された。講演後の座談会で、こ

の 問 題 に つ い て 熱 心 に 討 議 さ れ た が 、 議 論 は 沸

騰 して、早急には解決されそうになかったので、

聴 集 者 の 協 議 に よ り 、 当 時 の 大 阪 市 の 職 業 所 長

の 斡 旋 て ¥ 即 時 に 、 定 期 的 に 会 合 し て こ の 問 題

を 協 議 す る こ と に な っ た の が 、 大 阪 商 工 従 弟 問

題研究会の発足になったのである。

研 究 会 は 商 業 関 係 の 方 が 大 部 分 を 占 め 、 総 只 は

30名位だったと思う。それも大阪を代表するよ

うな大商庖主が多かった。技術関係では、服部

面図圃EZfL: コン 設 す〉

ろ う 。 さ ら に 、 徒 弟 に は 固 定 の 技 能 テ ス ト ま で

謀 さ れ て 、 負 担 だ け 大 き く な っ た だ け で 、 そ の

内容はどうであろうか. 徒弟の身になっての、

制 度 ・ 組 織 は ま っ た く 省 り み ら れ て い な い 。 そ

それで職業訓練の国民的尊重運動と呼ぶ勲章を

与 え る だ け で は 、 徒 弟 は 乗 っ て く る ま い 。 技 能

工 の 魅 力 に も な る ま い と ね は 信 ず る 。 も っ と 充

分 な る 研 究 、 新 し い 長 い 基 礎 作 り の う え に 、 も

う一度、徒弟問題を検討されることを希望した

、、'

おわりに、技能教育も、若者の一生の基礎たる

ものだけに、使用者側1I の 考 え 方 と 同 様 に 、 徒 弟

!日1I のあり方も同時に検討して、楽しい希望のも

てるよう企画され、実施されることをお願いし

た い 。 ( 鈴 木 建 築 事 務 所 長 、 建 築 技 能 研 究 家 )

企 業 へ の 再 要 請 と い う 皮 肉 な 現 象 が 自 に っ し

C : た ま た ま 、 あ る 再 開 発 計 函 を 担 当 し て の 感

想 だ が 、 諸 々 の 情 勢 悪 化 を 含 め て 、 与 条 件 が 複

地 な ど へ 二 次 会 に 流 れ る 。

r iJf: 1lI くだり 』再 現 を 望 む

天 神 橋 南 3吉から京都の伏見を往復する) ¥1 で両 fltll

に 太 銭 形 の 水 車 の 付 い た 通 い 汽 船 の 有 っ た 頃 の

ZJ: i . です。

京 都 府 八 憾 の 四 川 合 流 点 で 屋 台 舟 に 采 っ て 鰹 網

を見物するのから始り、捕った角、であら煮 ・造

り 鯉 こ く な ど の 料 理 を 食べ ながら ( 改修工' ] : ' ; .

のできるまでは堤防は無〈桃畑が多く 一 望 千 里

といった花見ができたそうでした ) 枚 万 を 通 っ

て モ 馬 ま で 淀 川 を 下 る と い う 舟 遊 び で し た。

ｚ ↑ ＧｾＱ は以前と大分迎いますが、河蘭美しく水も

きれいにし沿線に工夫を施せば大阪の :r，物 や 淀

川下りが以前に勝るすばらしい物に再現すると

思いますが、いかがでしょう 。 ( ぬl TI ill 築事務所)

と の 間 の 、 環 境 整 備 な る 名 の 概 念 的 な 協 調 が 具

体 的 に は ど の 様 な 形 で 結 び つ くのだろう 。 社 会

的 資 任 と い う 方 便 で は な い 権 利 主 媛 者 お よ び 生

雑 化 し て き て い る 。 各 職 能 が 集 ま っ て プ ロ ジ ェ 活 者 の 聞 で 合 意 さ れ る ピ ジ ョ ア ル な 理 念 の 形 成

職場について
七字佑介 ク ト チ ー ム が 編 成 さ れ た が 、 計 画 を す す め る 上 一 一それは恐らく、利 ilMI の 交 換 と い う 資 本 原 理

で組 織 の 計 画 方 法 が 先 ず 問題 と な る 。 組 織 へ の にのみ支えられるものではないだろう 一一ーが 必

某 月 某 日 、 と あ る デ パ ー ト の ビ ア ガ ー デ ン に て 要 請 と い う 意 味 で 、 計 画 の 質 と 表 裏 一 体 を な す

A: 石 油 危 機 以 来 、 資 材 の 高 騰 、 金 融 匹 迫 で 仕 か ら だ 。 構 想 か ら 企 画 ・実施に至るフローの中

事がガタッと i成 っ た 。 昨 年 の 秋 頃 迄 の 残 業 残 業 で 、 各 節 の 職 能 一 一 計 画 、 生 産 系 な ど の ザ プ シ

の 明 け 暮 れ が 夢 の よ う だ 。 厳 脱 状 態 だ 。 良 い 機 ステム一一がわ ｾｩ じされてＨたとえば従来の設計

会だから次機に備えて学習をすれば良いのだが、 施 工 と い う 股 l味な生産方式の中で語られた「良

そ こ は 競 争 の な い サ ラ リ ー マ ン 、 い さ さ か 弛 緩

気味だ。

B : 敢 近 、 従 来 の 無 秩 序 な 建 設 ラ y シュに因っ

ておこった一一一企業の負うところ大だが一- { t

民 主 張 が 、 環 境 整 備 と い う 約 束 を 生 み 、 周 辺 生

活者の利 害をも含めた再開発計画に変性してき

て い る 。 行 政 、 経 済 、 社 会 動 向 の 中 で充全の調

査 分 析 を 踏 ま え ね ば な ら な い 大 規 模 計 画 が 、 多

角的な視野を持ちうる組織への依頼、つまり、

心 的 設 計 」 と い う 個 々 の 遠 慮 勝 ち な 信 条 も 主 体

化されるだろう) 、作業のネントワークが編ま

れ 、- t t した理念の袈付のもとでトータライズ

されていくという方法と、組織であるがために

困 難 な 「 決 定 の あ り 方 」 を 含 め て 組 織 内 部 で 具

体的に検討されるべきだろう。

D: 今 一 つ の 疑 問 は 、 発 注 者 が 主 張 す る 財 産 権

と、依頼を受けた組織の多角的な利潤追求と、一

方 、 周 辺 生 活 者 も し く は 代 弁 者 と し て の 自 治 体

本となるだろう 。 そして他の計j i I i j グル ー プとの

積 極 的 な 交 流 の 中 で 陶 汰 さ れ て ゆ く こ と が 思 想

だろう 。

きしくもメンバーは四人。 t笠卓を囲むべ くl市を

退った。 ( 大成建設大阪支庖・建築1 l 1¥，没，iJ-ぷ)

挫築と 社全 1974年 H 月号 7  



ブ レ ー ス を 有 す る ラ ー メ ン の 実 用 解 法

1 、はしカぜき

プレースを有するラーメンの一般解法は衆知 Ａ のように、製 ｭ のＷＯ＼ ｾ ｐＺカに

よる水平携み8r とプレースの変形による水平後み ぬ とが等しいとするこ

とによ って得られる 。 しかし解析は厄介なもので、 - . J 複雑なものにな

ると大型電算機の助けをかりないと笑用的でない 。以下に紹介するのは

通常手計t ) : でもできる近似解法である 。

2 、解 j去の概略

イ) まず最初に各! 習について 「プレース」に水平力の何% を負担させるか

を仮定する 。

ロ) その残りは 「ラーメン 」が負但すべきであるから、この水平カによ っ

て「ラーメン 」め近似解法を行う 。

ハ) j!i 似解法は武雄博士の Df l直法による 。 この際、材の悶IJ 比 k の線維剛

度Koの単位をハ ッキリさせておくこと 。

ニ) 各層の撲み8 r を分布係数 D を痢いて算出する 。すなわち、

_ L_ Qr (  h'  ｾ＠
支百.:_ l12E，'KoJ ・ ・ 。…ーー ( 1  )  

(  ) 内は笑用単位。

8r その層の水平後み。

L Qr  : その層のラーメンにかかる会明断力 。

L D その層の柱全部の分布係数の利。

h その! 替の高さ 。

Er  ・ラーメン材のヤング係数。

Ko 標 準i明度。

ホ) プレースを含む骨組には、この8 r が必flill 変{ 立を起すものとしてプレ

ース材の変形を計算する 。すなわち、プレースの変形 ( 仰び ) ll S は8rが

小 さい時は ( 図 1 参!! ¥¥)

ll S = cos 8 .  8r  

図 - 1

n  

8r  

=>-
/  

/  

h  

/  

プレースの断面般を A とすれば、ひ ず み ( c: ) によるブレース 材の応力

( N )は次の如く表わせる 。

N =σ ・A =  c: ， A  .  Eb 

σ . プレース材の応力度。

Eb ・プレース材のヤング係数。

その水平分カ Hb= cos 8 ・Nは 1 ヵ所のプレースに起る水平力である 。

へ) プレースの例所がnfl Q j あればプレースの負担する総水平力 L Hbは、

L Hb=π . Hb=π ・cos 8・N=η cos 8・c: A' Eb. . .… 一( 3  )  

ト) ( 3 ) 式中c: Eb =σ はプレース材の応力皮であって、 σ <fa (許答応力

度) のときは、( 3  ) 式中の L Hbをイ ) で仮定したプレースに負担さす L Qb

におきかえてプレース断面 ( A ) を定めることができる。この場合はプレ

ースに余裕がある 。

8  

チ) もし σ >faのときはプレース材は |降伏点を超へて変形することになり、

この場合はラーメンの変形を少なくする為に断面積 ( A )に余絡をもたせ

定める 。

リ) こうして定めた断面粉 ( A ) を用い L Hbを計算する 。 その結J誌は当然

ラーメンの変形が小となり、それだけプレースの負担殉断力L Qbが.tr' 1大

する 。

ヌ) このとき両者の負担努断力は次のように計算できる。

ラ ー メ ン LQ'r = L Q一一三盆L 一一

芝Qr + 三Hb

プ L Hb
レース L Q'b= L Qーー一一一一一一

L Q" + LHb 

この新しい LQ'bに対しブレース材をチェ y クして安全なれば0 ・K である 。

この場合はラーメ ン材に余裕がある 。

ル) ラーメンとプレースがともに鉄fi i主であればEb= Er 、もしラーメンが

R C 造 7'  レースが鉄骨の場合はヤンク係数比日告 = 川 用いる 。

ヲ) 以上で安全性の検討は完了するが、尚経済性を追求するには断面を

変えて再計算すればよい 。 この繰返しは 一般 ｪ ｬ ｪｾ 法による場合にも起る 問

題である 。以下例題を妨げて紹介を宇H i 足する 。 Y  

例題。図 2 に示す 4 層 、 5 スパンの鉄骨造 'rl. 紺lの Y 万戸lについて解法す

る。フレースは図中点線で示す筒所にある 。総切断ブJ は図 2 - bに示す虫u

〈上層より 250t. . .. "700t とする 。

図 - 2 - a

G  G ， G ， G  G 叫、ー ー. ー.‘
'  

G ， G ， G ， G ， G ， 

G ， G ， G， G ， G ， 

G ， G ， G ， G ， G ， 

ー

G  

ー

①

9.00 叫 9.00

① ①  

ー

①

9.00 

① 

9.00 

破線はプレース位置を示す

図 - 2 - b

「R  

向 G ， RG ， 肉 G， RG ， RG ， 

C口3  

的
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，G ， ，G ， ，G ， 

，G ， ，G  I  ，G ， 

叫

(
ψ

F

l

十

①

|

十

①

同

①
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解 法

a ) まずプレースに負 jT[ さす切断力を上層より 30，40， 40， 40% と似定。

紡来は炎 l のj泊り。

袋 一 1

守E色，包

総勢断力 フレース ラー メン プレース勢断力 ラーメン勇断力

L Q  ( t)  ( %)  ( %)  L Qb( t )  L Qr  ( t)  

4  2 5 0  3  0  7  0  7  5  1 7 5  

3  4  0  0  4  0  6  0  1 6 0  2 4 0  

2  5 5 0  4  0  6  0  2 2 0  3  3  0  

7 0 0  4  0  6  0  2 8 0  4 2 0  

b ) ラーメン材の仮定断簡及剛比は第 2 表の通り、標準剛度Ko= 100cm
3  

とする。

表 - 2

符号 仮 定 部 材 J  ( c m‘) l orti( Cm K  ( c m' )  k  

ｾ＠ G， H  - 450 X 200X  9  X  14 33，500 900 37 0. 37 

ｾ＠ G2  H  - 400 X 200X  8  X  12 23，700 350 68 0. 68 

3  G， H  - 496 X  199X  9  X  14 41 ，900 900 47 0.47 

梁

3  G2 H  - 450 X 200X  9  X  14 33，500 350 96 0. 96 

2  G， H  - 596 X  199X  10 X  15 68，700 900 77 0. 77 

2  G2  H  - 496 X  199X  9  X  14 41 ，900 350 120 1. 20 

ｾ＠ C  
口 - 500 X 12 54，700 300 182 1. 82 

柱 2C  口 - 500 X 18 79，200 300 264 2. 64 

I C  ロー550 X  18 106，000 450 235 2.35 

c ) ラーメンの 1111げモーメントと分布係数及各府の鏡みal ・の計算。解法

はハ ) で述べたように武総同上の D 似近以法による 。

ここでは rs 日 K O- 500J によ り計算。結果は図 3 に示す。手キ層の後角 ψ

(尖m単 位 - 6 EIくo R) は表 3 の通 1). ( 同上計算機による)

o' ，'cm=  R  X  h  = ψ X  ｨ ｾ ご τ 出 ｾ ... E  = 2100t /cm'  

I"t JMの8r は表 3 のi必リ。下計算の場合は( 1  ) 式より計算すればよい。

袋 一 3

階 ψ  &  X (I /E)  

4  - 37. 17 1，858. 5 

3  - 45. 37 2，268. 5 

2  - 43. 50 2，175 .0  

- 39. 87 2，990. 0 

d ) ラーメンの後みによっておこるプレースの変形の計算。各、J'i 去は表 4

に ， ｲｾ す。

表 - 4

階 t  ( c m)  h  ( c m)  5  (c m)  c05 8  

4  350 300 460 0.76  

3  350 300 460 0.76 

2  350 300 460 0. 76 

350 450 570 0.615 I  

41滑について計算する。

ε S  cos 8・o' r 0. 76 X 1858 .5  

= す = - s一一=一一寸 百一一= 3.07 X  (  1  / 巳〕

プレースに 5 5 41を用いるとすれば、 σ = E.  E = 3.  07t / cm' で降伏点を超過

レ ポ ー ト

小 泉 昇

酒井秀和

しているから、 ヌ) で説明したようにプレースの断 l前総 ( A ) に余祁を見

て決定する。ここでは H - 125 X 125X 5  X  7  ( A = 23. 60cm') を仮定。プ

レ ー ス 材 の 応 力 N= ε . A  . E= 3. 07 X  23. 60= 72.  4( t)、水平分力 Hb= cos 8

・N= O.76X  72 .4  = 55 .  Ot 圧紛似11も々 J.a: することによ ってプレースは6 ヵ所

となり総水平力 L Hb= 6  x 55. 0= 330t 。 ヌ) に よりこのときのラーメン

及プレースの負担明断力は次のようになる。

一一企望_r_ ___ .. 175 

ラー〆ン: : EQ'r= ::EQ芝奇三F量百 = 250 X 百E字蕊百 = 87t

::EHb ___ .. 330 

プレース: : EQ'b= ::EQ一一一一一一一一 = 350X 一一一一一一一= 163t
::EQr + ::EHb ｾｾｾ Ｂ ＱＷ Ｕ Ｋ ＳＳ Ｐ＠

e  ) プレー ス材の検討

163 

L Qb= 163t 1 ヶ所に 付 百一= 27. 2t

27. 2 

N = 一一一一= 35. 8t

0. 76 

t k= 230cm ig = 3. 11 ; "=75 .. .f c= 1. 15t / crrr ( 長期)

35. 8 

c = 一一一ー= 1.  52t /cm 
23. 60 

1.  52 

σc/ fc =一一一ー= 1.44 く 1. 5 0 ・K

1.  15  

ラーメンの応力は仮定他より 小 となり安全な こ とは明らかである。

同称にして 3 、 2 、 1 1培の計算を行う 内結果のみを表 5 に示す。

表 - 5

F皆 プ レ ー ス 材 ｾｑｻ ｬ Ｉ＠ I Qi {l ) ｾ ｑＶ ＨｴＩ＠ σc{ l/cm')  判 定

4  H  125X l25X  5  X  7  250 85 165 1.53 1.33く 1.5

3  H  1  50 X  1  50 X  7  X  1  0  400 103 297 1.62 1.26く 1.5

2  H  175X  175X 7. 5X  11 550 154 396 1.70 1.24<  1.5 

H  200 X  200 X  8  X  1  2  700 250 450 1.92 1.45< 1.5 

ラーメンの L Qr( こよりラーメンのモーメント分布を計} ? : し参与- として図

4 に結果のみを示す。

図 - 3

栓モーメン ト ， 梁モーメ ント

R . F ｾ＠
..， 

1.'  
0 ・..， 

9  14.9  19.0  (&:9)  
6.7 7.4  

4.2  

3.6  7.1  2;7  __3.止 2 9 -142 

6  17.311  21. 8  

;; !L 
11. 1  12.6  

5.7  10.3  

6.5  ¥3.6  
Ｓ Ｎ Ｖｾ＠ ＳＺＹｾ＠

91/ 19.9  26.8  

m1291し; /)2  

ｾー ーー

15.4  17.1  

8.0  14.6  

12.2  23.8  
日 生工 6.2  ｾ＠

。
27.6  32.0  (21. 0)  

23.9  ぽ;

18.1  19.6  

ヲ.，1;8.6 伊s ほ6.3
a，.，.. 

+  
F ヲ

9.00 9.00 3.50 9.00 9.00 

図 - 4

0.7 3.5  0.9  4.2  

三 ア 1. 3 6.2  

5.6  

1. 7  7.9  1. 9  9.5  

7.9  

2.8  ¥3.2  3.2  11. 9  

113.2  

9.00 9.00 

( 本名iは新-¥. Il l Hi 研究所勤務)
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ｾｧＭ［［ＮＮｉＮ 、ご ｅ ード

マスチッヲヲI : 1" " 9: J ヲ"

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

1  耐久性: 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコリなど生じない。

3  すべり抵; 1 . 克' 性: すべり? 正抗. ，性にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用している問に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

J 圏、⑮

FLl NTKOTE 

、圃〆

フリントコート についてのお問合せは下記へ

。
;1武851シェル厄;IX版発売所

コ，リｾＮＭこＱＺ - - I - 施工販売部

大 阪 ｾ Ｕ Ｓ Ｒ 大阪市東淀 川 区西 中 島 Ｒ 丁目 Ｗ 6  f i ( 06)  303 ー 7131

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 田T 2 T 目4番 地( 第2ぬ η 彦ピノレ3階 ) f i ( 03)  562 - 4646 

名 古 屋 ⑨461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日本 橋 ピ ル4 階 ) f i ( 052 ) 931 - 8537 

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 酉 林 ピ ル 3 階 ) f t ( 0822 ) 21 - 1224 

福 岡 ⑮810 福 岡 市 中 央 区 舞 筒 l ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ビ ル 3 階 ) f t ( 092 )  77 ー 1961

11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川l川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川11川11川|川11川11川11川11川111川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川l川l川11川11川l川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川l川11川11川l川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川l川11川l川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川l川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川l川l川11川11川l川11川|川11川11川11川11川|川11川11川11川11川l川11川l川11川!日川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川l川11川11川11川|川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川|川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川l川11川11川|川11川11川1111川11川11川11川11川11 l  
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建 築 と 社
A

Q

E

 

ユ.

ニュース原稿をお送り〈ださい.

-・・・・・圃

住宅開発適地選定に関する

調 査 研 究 報 告書 - ・・・・・大阪府

大阪府企業局は、宅地開発に対して極めて厳し

い中で、生活環境のli 直峻を防止し、新規の宅地

f) 日発を行うため、日本建築学会近畿支部開発適

地調査委只会の協力で、府下の上地条例ニについ

て、 n然環筑の規制l条件を笠理し、従来と臭っ

た Ｑ ｾ ｦＮ ｊ 発万針の篠立をはかるため、メッンユ手法

を用いて秤fuli し開発の可能性を検討した、 「住

宅 IJ 日発迎I也選定に| 刻する調食研究報告 ，lF」を作

成した 。

この報告i'} は、マクロ的視点によるもので、今

後これを必礎に宅地開発の指針とされる 。

一万、これより先に、大阪府企業局より、住宅

地開発の計画を行う際の指針として、 「住宅地開

発と 環境保存に関する調査研究報告書」が発表

されている。この調査研究では、環度問題に i主

点をしぼり、環境を自然環境 ・社会 JJ;' l境 ・文化

環岐としてとらえ、各々の環境安ぷとして、刷

物 ・股業 ・文化財を取りあげ、住宅地開発の計

画に環境保存をいかに科ザ' 的に組込んでゆくか

について、一つの提案を行っている。

構造設計業務及び報酬規定

イ玉京阪神の主11築構造設計をセ業務とする 'IH:i5rfr

により 、 昨年設立された悦 ｬ 阿佐築防造設計 ι ｊ ｜ｾ Ｚｩ￭

所協会は、その業務の基本ともなるべき、 「椛造

設計業務及ひ' 報酬規定」を策定し、 1 構造設計

家の職能、n: 桃造設計業務、 日1 : 構造民: EI l 業

J督、 W 構造設計監理業務、 v 委託主の提供

すべき資料など、構造設計家の業務規定を示し

ている。

常 設 シ ョ ー ル ー ム 開設

カワチ キ大阪支J万

ＱＺ ， ｎｪｾ の総令メーカーＨ株ＩカワキチＨ本社東京Ｉ

の大阪支J ; 1i Ut i が、 6 ! J  27 口、大阪市内|玄京H町

劫ii 4  - 33に峻工。 2 附に、ノ，jdl--ーJE氏のテ' ザイ

ンによる Ｇ ｉ［［ｾＧ i I 生ショールームを IJ f. J，没した。

2  F ，ショ ールーム内部

新 刊 紹 介

・転換期の建設業

内山尚三抗 s  6  rl) 366 ( (  Y  900 ill 文社

戦後、発展の - 1金をたどってきた，建設業は、今

日、狂乱的なインフレの中で危機が則| ばれてい

る。 事転J免mJ の，注足立業、、 と4片づけられたノド13は、

この未曾有の危機を打開するためには、建設産

業全般にわたる ｪ ＡＱＺ代化Ｈ人ｲＺ｜ｊ ｴｾＭ ｩｦ｛という本当の

12: 味で) が必要であるという悦ぶから、わが間

建設産業のあり )j を検討するものとして、 - t t

に佃iするものであろう。

尚、本-; ! r- は、新IlfJ . 雑誌などに発表されたもの

を収録したもので、第一帯11 ・佳設業における憐

造変化と河制成、第二部 : ill 設業の近代化をめ

ぐって 、第三百11 Ｚ 処設が ｩｊ Ｚ､辺ｾＺＧＭｊの近代化をめぐ

って 、mV4 ii1l : 処設労働の近代化をめぐって、

より成っている。

.fJi.場 ! '( fでおのための

建設工事公害紛争処理の法律実務

中村輔i次01¥町、 A 5  j1) 390 (( Y  2.500 " 克仏出版会

，建設公安がクローズアッフされ、建設公害防止

のための 、工法がWI!J l I し絞何i になっている今日、

本企は、住 ｅ 没公 Ｇｉ ｉ ｾＺ の公法的規制Ａのしくみと、特

に不法行為としての公ＮＭｾｾＺ・にｼ品 ｩ する民法上の諸原

目IJ を明らかにすることによって、建設公害に対

する J，'l Ａｾｬ 人のふ ＧＨＱ 壬の ｼ λｬ 作と限界を ｬ リ ｬ らかにする

とともに、 lJl. i J，!H 'l fT : おに公: 占: 紛争の処迎! の原HIJ

を、 J L例区的' d: Ｑ 刈泌 を ｊ ｾｾｾ ｾ［［｜［＠ ，こ 'J lm してわかりやす

く解説している。

サ ンシ ャイ ン言h直l

一 一 ソー ラ ー セ ン タ ー 設置

未利用エネルギ資源を! 日l発する通産省工業技術

院の「サンシャイン，;1ー阿」は、この 7 月から本絡

的i f，1i7J にはいる。 L 業校術院は、まず、太陽エ

ネルギーと地熱の総合的不IJm技術の開発を急ぐ

ことになり、 50年度 ". ，に「ソーラー技術センタ

ー」と「地熱開発センター」の二つを設抗する脱

線。設ｾ場所は本州市古 ＱＱ とＩｌ州地区が有力。

太 陽 追尾 方式 の 放 物 面 鏡 の

太 陽 熱 冷 暖房 開 発

五d長光' ( ・研究所では‘ ，1( こ$ilJ 一体柿泣を持つ波数

11占| のトイ状の放物1(li j i/.を 、lせfHの傾斜I侃に設 ;n

し、これを水‘ ! と 1(111λl て'li' l; 訴させ太陽を jfl 足する

Ｉｩ 式の太陽熱手 ｉｊ 川￬Ｑ ｴｬｬＩｾＺｊ ｪｊＺ システムの開発に泊予

した。秋にもス! 験! I J ソーラーハウスを処設し実

験をつづりながら開発を ｾｊ る Ｉｪ 針である。試算

によれば、この )j ; ri ，は、‘ 1<111日' Jm)i 式にくらべ、

2 、 3 f去の熱 111がえられるとのこと。

超音波溝壁測定装置の開発

( 愉竹中工務問( 本社 大阪) は、このほど( 附検

査技術研究所( 本社 ・川崎) と円本無線( 紛( 本

社 ・東京) の協力を 得て、ビル住築の述絞地下壁

工法の泥水 中 における ｾｩ 削 ｦ ， ｖ ｩｬｾ ， ｴｬＨｬ￭ の状態を超行

波によ って 、2 Ｉｩ 凶 ｉ 同 ｈ 寺に， Ｇ Ｚｾ［ｦ， Ｇｬｊ Ａｴ ｩｩｬｬｊￆ で ・きる、超

1Ti正h¥' ;X:，'l' iWJ 定装置、、を開発した。 iill J定利j立は、

ベントナイト泥水 rl "で::l: 1. Ocmの，'，':i1!;' IJ!t て、ある。

この iilll 定装 III は、 4 つめ{1/i 15} IJ 装 i丘をシステム 的

にまとめたもので、①趨背波を発生させる明発

振装置" ② 2 万向に超72f 波を送受・{aする娠励

子を{ 耐えた、、検出器' ③超 Ｗ 干 Ｑ 皮を ｪ 皮 ｽｦｾ に変え

て 2 万戸'J の! 笠 l商状態を同時に J己主kする* 向記録

装置" CD検出昔話を構内に上下させる* 巻七装

置か からなっており、発振装置と内記録装置

は 1 C とトランジスタを採用してコンパクトと

一体化されている。

測定 Ｉｩ 法は、巻上装世によって検， Ｇ ｈ ｾｩ 誌を構内に

下降させながら 、 検出器の Ｑ｢ｾ ＡｬＡＩｊ f から超71「泌を

送受信し、向記録袋世に 2 万li'J のt:，'l' 1耐状態が同

時に記録される。記録紙には、 1 mごとの深度

マークと墜，m状態が- i l i 統的に記録さ h ，施工科i

l立と土nのf'[tJ : r ( が説みと れる 。この袋 i;qは、ピ

ア杭の. l ; l ii 自IJ 孔の長111' 陀の礼11I 定や、ノ'j(" 'の持鍛の

垂直前 Ｑ の ｩｊｉｉｊ 定など 、幅広い利ｦｉｊ純ｊＡｾがある 。

特 i正

1 .  2  )ili 'J の得活而状態、 hV;' 寝中i付ぜ| 司時に記事ま

され 、 土伎の純潔 ｩ までもＧじみとれ、 ｲｬｬ［ｴＺ［ｾｬ ｦｉ￭の正確

な測定がて' きる。

2 . 記録紙に 1 mおきの深J.(tが7 ーキングで

深度別の状態を把泌することができる。

3  ワンマンコントロールがで与さ操作も作易。

4  発仮周波数は、応 j肢のスライム rl' でも測定

百J 能な 200K Hz を採j有している。

5  検出総のワイヤ取りを改汚しゃ]l L*' I'1 が符易

に(J'fIi保できるので、 iJIIJ 定利! 立が，:い 、。

6.  _ifd 止を従米の約. ) 11こ栓; 止化したため、 illit般

移動が符易。

なお、当装; a は、( 附検査技術研究所( 神奈川県川崎，1; 川崎

区溢浜 2- 17ー 19) より販売予定.

...  
r  

メF

主笠里-

"  .. 岡"

自 ， 淘 回 調酒 ｴ ｴｮｾ￦ ｬＲｬ 園 2 刷・>1:17)嵐11. ，. 1竃. . . ヨ庭園

也築と社会 1914'1 8  JJ 廿 11 



12 

す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量

比 重 0. 5

断 熱

而サ: た

法定[ 耐火村; j 2 j .

I!J 

⑨ ｐｏｒｅｾ＠

大 松 ピ J レ・岡山県

設 計 池 上 建 築 事 務 所

施 工 中 国 建 設 工 業 株 式 会 社

イ吏用イE同庁 カ ベ ・ マ ジ キ リ

@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  コニ! tIJ 列車1( 1を 要ーす る す べ て の 建 物

2  空 制 を 要 す る 工 場 . :(1' ｈｾ＠ ＧｆＮｾＥＧ 所住宅等

3  鉄竹大幅| 科j の 工場・イ本ff 在日 等

4  '1盗 品 化 を 要 す る 1" :J ) 朽 挫 築 物 ・ 軟ωJ 也 税 の 他 物

5  量失骨 l耐 火 柿 む の 必E物。

るポレ11/ ' 7ス 株 式 会 社

本 社 ・ 東 京 支 l吉 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ビ ル )

電 話 東 京 ( 2 5 6 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 I - 90 (第 三 富 士 ビ ノ レ )

書 舌 大 阪 ( 538 ) 代 表 0 5 2 I  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大高ビノレ )

電 書舌 名 古 屋 ( 5 8 1  ) 代 表 7 4 2 I  

、



情3立焼桜 r. T .JijJ 延 商悦

口 写u と概要をどしどしお送リ 〈ださい。

凡例 . a 所在地 b  敷地面械 c  建築而fi'l d  

グ

設計 大 林 組 本 底 設 計 部

施 仁 大 林 組 本 庖

a.  J1; lfIi "i 瀬川 4 丁目 688- 1他

b  .  4584 .  89m'  

c  .  2751. 9401'  

d.  6259 .6401'  

e.  R  C i丘、 2 F 、一 部 3 F 、PI

r .  II!H1I 48年 7 月-11百千1149年 3 月

ンビン東 洋 紡 サ1011. 寮

，没而 l' 大 林 組 本 庖 設 計 部

地 1: 大 林 組

a.  k 阪市東住吉区平野 Jt 町6 丁目24

b.  7，433. 0801' 

c.  1，490.86m'  

d .  5，913. 76m'  

e.  S  R  C 、8 F  P  1  

I  昭和J48年 5 n - II円相49年 4 )J 

身独業紙
挙

十東1010  号 上 屋

設 計: 側 昭 和 設 計

縮 工: 鹿 島 建 設 側

i 大 阪 市 港 区 港 附 5 - 2  

c  .  3，598m'  

d  .  5，338nf  

e.  R  C 、 2 F  

f . 昭和48年 10月-1114-11149年 4 fl 

大 阪 市 安 治 川1009.  

Jレ

設計 ース ズ キデザイ ンオフ ィス

施 仁: 側 山 田 組

a  大阪市京区博労町 1 - 25- 1  

b .  2951げ

c  .  230m'  

d  .  1，760m'  

e .  S 造、 B 1 ， 7  F  

r. 1昭和47年 10月~昭和48年 7 月

ビ

.6、

ヨZ商広末側1014.  J レ

設 計: 側 竹 中 工 務 庖

施工噂鰍 竹 中 工 務 后

a  . 名占屋市中村区泥江田T 3 - 5  

b .  1，032.4m'  

C .  972. 901'  

d  .  10，097.6111 

e.  R C & S R C 、B 2 、8 F 、P3

f . 1I日干n47.!f. 8 月- 11白羽14911ニ2 H  

ビ手方鐘1013  巻

設 計 附 竹 中 工 務 后

施 工ー 側 竹 中 工 務 底

a  岩手県1路市湯本第一地出!J37- 4

b .  6，783. 2m'  

C  .  3，553. 6m'  

d.  16，496.8 m'  

e.  S  R  C 、 B 1 、 7 F 、 P 3  

f .  昭和48年 2 月ー昭和49年 5 月

花J レプ了ホ1012 
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J レ

設計 : 中 央 企 画 設 計 事 務 所

総工: 大日本土木株式曾社大阪支底

a  . 大阪 市東淀川区西中島 8 丁目 18.2

C .  129.60m'  

d  .  1447 .  92m'  

e .  S  R  C 、B 1 、10F 、P H 2 F

f. 1昭和48年 4 月- 1昭和49年 4 月

13 

ビ2  第旺大1017.  J レ

設計 中 央 企 画 設 計 事 務 所

地工・ 大日本土木株式曾社大阪支底

a. 大阪市東淀川区西中島 6 丁目4. 35

C .  202. 26m 

d  .  2088.  49m'  

e .  S  R  C 、 10F 、 P H 3 F

r .  H目制148年 4 月ー i昭利49年 3 月

ビ第旺大1016.  大 旺 ロ イ ヤ ル マ ン シ ョ ン

設 計 中 央 企 画 設 計 事 務 所

施工 大日本土木練式曾社大阪支庖

a  大阪市東淀川区南万田r3  4  1  

C  .  300. 11 耐

d  .  2008. 3451げ

e.  S  R  C 、B 1 、8 F 、P H 2 F

f  昭和48年 4 月ー昭和49年 4 月

1015.  



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の1¥0ーヲイトコ〉タリート (歩行用び防川)

岡川 ｉ ｉｉｉｉｉ ｾ ， 川 司一
一，1 一回 嗣 師同画面. . 園田口固

品 川 副 岡 函 回 薗 園 田n・-
剛 剛 岡 剛 岡 田 園 田 園 田 園 岡 田 園 圃

田町田両面Ａ［ｊ［ｾ届田町田園田 ｅ

屋上アスフア ルト 防水層の保積、断熱、軽量 に東邦〆ぐーラ イトコ ンクリー ト

P C ーD 工法採用の大津法務合I司J守 舎

設 計 近畿 地 方 建 般 局 施 工 K K 伊 腺組、 K K 笹 川 組

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

. 1りJ 水 tOの 1
1
11 え に 使 用 し 仕 上 モ ル タ ル の 婆 ら な い 金 ゴ テ ー

パ ツ 仕 上 工 法

・ デ ッ キ プ レ ー ト の 純 白 化 や 鉱山 II } j 水下 I也、 ま た は 貼 物 下

地 に ナ ラ シ モ ル タ ノ レ の 袋 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上 工 法

畳下地 の省 力化と塩ビ系タイル下地 の防湿、防温、軽量化、断熱( 結露防止) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

azι  

各階の タタミ下地に東邦〆ぐーライ トモルタ J レP M - C 工法採用の

大 宮 高 層介 線 住 宅

富貴骨十 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社 施 工 K K 問組、 K K 熊 谷 組

本オ If-' I- XキZ4

化粧、吸育、防湿、断熱( 結露防止) と多目的用に

- ベ ニ ヤ 似枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 l次

利 して争IJ向Itの 心 配 が な い

・ か べ 函 は 金 ゴ テ 押 え す れ ばE賢治 壁タイプの表面' ; ! 11皮 の あ

る ソ フ ト で デ ラ ッ ク ス な ム ー ド で あ る ( ネ オ ノ マールス キ

ン の 特 徴 )

・ー コ:別でイ 1:よ る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 瓶 、鉄 板 史Ji、 石 綿 板 、 モ ル タ ル な ど何 ん で

もよい

- 標 準 色 20色 と 特 )]IJ 色 L で き る

P M- C工法

12Fに i張れてし、る

・ 独 立気 泡の 束手11パ ー ラ イト と防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル であるため、 jill 気 を 全 〈 透 さ な い

比 重 ・ 断 熱 共 木 材 並 1 3  

( 比 of( 0 . 85kg / t 、 熱 伝 導呼I O. 14kca l / mhc)

かべ薗にヰォ，ぐ- ) レスキン 7 F  K  (吹付後金ゴテ押え ) 採用の

村 野 、 森 建 築事 務 所

股 冒 十 村 野 ・ 森 遺 築事 務 所 施 工 鹿 島 建 股 K K

畿|

東邦バーヲｾ・株式会制
大 阪 市 東 区 森 之 宮 酉 の 町 fo_ _ _ _  ' _ - . . - - = - = 代表 0 6 - 9 4 1 - 9243- 7

〈 営 鍵 所 〉 東 京[ 1 ] Df t a.: . . . . . . . . . . l 広 島[1!: J ' l ' .czU::: ......'_ 岡 山 0862 - 72 - 2  0  6  9  

高 松[II:n: t ; I : I : _ . : . ' . l 金 沢0762 - 44 - 3 3 4 7  ・

14 
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工 博

吉 野 正 治

京都府立大学教娘憲政学部住居学科

国 則 一 夫

大 阪 府 建 集 部 長

蓬 悌 亨

京 都 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

角 谷 義

竹 中 工 務 底 本 庖 工 事 副 都 量

7 月号より 12月号 まで上記 4 氏で担当

口 ナ ポ リ の 子 供 達

北 欧 、 そ れ は ゆ き と ど い た 環 境 デ ザ イ ン の 支 配 す る 地 域 で あ る 。 学 校 も 保 育 所 も グ ッ ドデザインの- ，3  

につきる 。 そうした '1' で 、 チ 供 述 は す こ や か に 成 長 し て い る こ と は ji¥1迎 いのないことのように忠われた。

「組 論の 勝手IJ だ」と忠われた 。 そ し て 概 し て 言 え ば i ドイツもオラ ンダも」刷工lニュータウンも、そよこの r

供 は み な 、 そ う で あ った。

そ ん な 姿 を 凡 な れ て い た 私 に と っ て 、ナ ポ リ の チ 供 述 は 、 驚 き で あ った。 r 公 I-，;( IJ の 池 と い え ば 災 し い

花闘であり、そこに遊ぶ小動物にはパ ｬｬｩ ｬ であったはずである 。 このルールをノト供は完全にｾＡ棋倒した 。 ＩＭＧＱＺＧ

校 の 途 中で あ っ た r 供 述 は カ バ ン を 比 切 に 波 う り な げ 、 パ ン ツ 一 枚にな って 池 に お と り 込 ん だ。 池には

占材でつくったイカダカ、あった 。 一 人の r が そ こ に 立 った と 忠 ったら、 後から米る f"'I[¥1に 小 似 を ひ っか

けた 。 万 Ｑｉ の Ｍ ｦ がそこを検 ー からつき ｊｉｾ ばした 。

この小・1.'. 件 は 子 供 述 を 一 挙 に 興T17に さ そ い こ む に 充 分 で あ った。イヒ 1"1 は小鬼の戦場となった。 Ｈ Ｑｾ Ｑ［、そ の

.J'i r¥ ｲＯ ￭ を代表する公 ｉｾｩｬ でこんな大騒ぎを よ ｌ た のは 」正に筒 きであった。そのとき Ｎ，ｦ［ｌ 、は、デザインもｊ［ Ｑ Ｑ ｜Ｂ 命も忘

れて、ただただその比 Ｇ ｊ Ｇｾ さにわれを忘れて見入 った。それは 、われわれ の久しく忘れていた世界でもあ

った。
( Y )

口 建 設 業 界 の 体 質 改 善

昨年のイi?ll l危機に| 民J i . 1 f した狂乱建設物価による ilt i'i L、引き k，，¥よし、て総'1);; 袋-tJl J制政策による公共投資のリ|

締めと f式会t 後 退 に よ る 民H¥J 設備投資の災: 退と、このところ挫設業界には耐のJ i 討し、| 別組か続いている 。 "，

で も 挫 設 物ilUi の 激 変 は Ij 或前戦後を. i I ! l じて業界がはじめて経験するような I47行事態であ った。 13<1と地 ) j 公

共 同 体 は 挫 設JlJ l 問中ので' れについて数次に ICって 単 fltlicx訂 、 契 約 Yi c友を 行 い 、 特 に 本 年 に 入 つ て の YiCfx:

は 業 将 fl!1Jにかなり手} ，! - いものであ った。 た ま た ま そ のH寺JIJJ に [' J';. 地 行 '1' の 業 {i に|以 lとされたものである

から、 ｪ た界にＮｴｾする ｊ 安前 ｦｊＱＵＲ までにはな っ ていないが、これによ って 民間によるＢ， Ｇ ＱＧ !Jl  1: ・] ¥が契約 Yi &さ

れ る 指 紋 に は な り 科 た も の と 思 う 。 しかし、民間ではいろいろとーF附 か あ って 、税イ1:ま でにがdJ.L': 佐rii l!1J

が 十 分 納 得 の い く よ う な j鮮 決 め さ れ た も の は 少 な い と 1:l.f1 < 。 これを機に討i 負契約 めあ り ) i に つ い て 、 今

後 業 界 自 身 が 十 分 に 研 究 、 対 処 し な け れ ば と 思 う 。 あらゆる E泊肱i住旨 3業佐の lぺl'で

笑 態 を い や と い う ほ ど 込lいしい、剣知! らさ才れL たJ折j斤Tに 、 こ の 問 題 も 合 め て l い、切 った 体 質 改 持 策 が 業 界 1"' 1身 の 努 ) J

で 切 り 妬 か れ る こ と を j切符する 。 ( K u )

口 設 計 入 札

地万向 ifii .本が建築の 設 ，11" _，I雪を i謹ぶ の に い ろ い ろ な ) ' j 法をと って いる 。 そ の う ち で 、 入 札 に よ る 選 定 の ) j

法をと っ ている向治体が多くな って いるようだ 。 その思Ａ山が公 Ｑ り ｬ を ｊｙｊ するよ う ふ会や会 ｉｾ 1- ｩｾｦｩ Ｎ｟＠ --e: ｾ泌がボめ

ているからだとするならば、今後この Ｉｪｩ 去をとる ｉｾ 治体は ｪ 川ｬｩｬｩｊ主的にふえてい くだろう。 なぜならば、

住民は諸運動を通じて立識が高まり、 J12新 !こi 治体は附力 ＱＱ しｻ上民の必 ［ ぷを反映する ｩ 議 ｊ｟｛ や ｉｉＺｩＺｩｾ 役がふえる

か ら で・ある 。

設計の Ｈ Ｑ 立打は金額では さまらない。いい設 計を刺むためにはむ しろ ， ｬｬ Ｍ ｰｬｩｩ や Ｑ ＱＮ針 Ａ の Ｇ ｬｾ 川 を充分に ，Ｇ ＱＧ ， した Ｉｪ

が よ い と も い え る 。 地 仁 者 や 材 料 機 総 メ ー カ ー の 選 定 と ち が って ，&'1. 1ー高ーは、過 L ーに大きな誤ちがなけれ

ば 、 ま た 、 そ れ 以 仁 に 討 に い れ ば そ こ に 依 頼 す る の が 当 然 で あ る 。 む し ろ 部内に，没，汁し得る体 iljlJ をもっ

て 行 え ば よ い の で あ り 、 そ れ が 定 数 法 に よ って も て な い な ら I属託の よ う な か た ち で 委 制 す る べ き で あ る 。

設 計 者 は 自 治 体 設 計 部 門 の 下 請 で は な い 。 より安いイI!l 段 を 入 れ て B没(， 1 を受注しよ うと す る 設 計 者 も 設 計

者 で あ る 。 いたらぬ技術者。であることを表明しているとしても過 J で は な い 。

基 本 計 画 の 入 札 に ピ ン は 二 千 数 百 万 円 か ら キ リ は 十 万 円 で キ リ で 焔 札 し た 話 を き い た 。 発注者! 日IJ の 目F 'h';'

と 受 注 者 側 の .:.11怖 が 今 欽 す る 世 の 中 に す る に は 、 ど う し た ら よ い の だ ろ う か 。 ( R )

口 資 材 と の 対 話

物 を 作 る 。 そ の た め に は 、 そ の 原 料 で あ る 何 も の か の ぷ 村 が い る 。似IJ を 陶 器 に と る と す れ ば 、 あ る 技 術

的に配令された粘土、即ち、素材の抜い Ｉｪ が「ろく ろ」という ｩ 且ｾｾとの交配のもと附 ｌ の手によって形

が で き あ が る 。 こ の プ ロ セ ス を 追 求 し て み る と 、 そ の 材 料 に 対 す る よ リ f!. -剣的な，; 制iてではあ る か 、 心'h';

に は 折 リ 的 な も の が よ り 多 〈 加 味 さ れ 、 そ の 回 数 を し て 糾 迷 せ し め ら れ た 精 米 、 絵つ けと利l薬 も こ れ に

加味されるが、名コこの作としてi : !tIこ li 判IU i される作品が生み出されるも のと与える。この反面、 l'iJ 様 のキIli

二と同日の利薬を手にし、道具である「ろくろ」と吉宗の過艇を総過しても、必す先の (1o，'，i ，とはなり伴ない 。

そ こ に は 鍛 練 と い う 大 き く は 修 業 が 、 そ の 差 を 明 l塚に区分する 。 私 は こ こ で 作11hへ の 熱必:は 材 料 に 刈 す

る愛情であろうと思う 。 ｾ ， 営ある 陶工は、 ｛ ｾ ｉ ら手にするそ の土と充分対日丹を、それ心情たのむぞ ｈ とい

う 人 に 対 す る よ う な 対 話 を 完 成 ま で J守航、あたかもこのよをして、 リづ 11ij さまをして、、の 気付l' でレ 1": に j返

り 出 そ う 、 我 が 子 の 成 人 を 見 守 る 思 い で そ の 火加 減 を 調 幣 す る も のと巧える。

こ れ と 同 じ 条 件 が 、 住 築 物 制 作 の そ れ ぞ れ の プ ロ セ ス に 与 え ら れ た 結 決 が 、 1'， ある挫泣物としてノト' I r こ

現 存 さ れ て い る も の と 信 ず る 。 その内容には木材に取り組む真惨な頑梁の姿勢、イ{ に取り組むイ J ]二 機

くいとの対話をする )L'p，' 、 ま た そ れ を 形 ち づ く る 設 計 者 の 紙 と 筆 と の 充 分 な 刈 訴 か あ った ものと思う 。

こ の 中 に は 材 料 を 大 切 に す る 心 が 当 然 含 ま れ る 。 この行為が、今日私どもに久' けている の では な い だ ろ

うかと反省する 。 こ の 資 料 と の 対 話 は 、 省 資 源 と そ の 作 品 のうI f 命をより. l { くし 、 結 米 を し て 省 ) J へ の 辺

に つ な が る も の と 他fえする 。 ( K a )
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機能美を誇る超高層ビル

その内外装、各種製品は

米国のカップルス社との

， 
， 

技術提携により

多様性に富んだ創造力と

すぐれた技術により

具現化されたものです

。 倍 友 ウ ォ ーlし乙ヌデb 棺 式 会 位

本 社 / 東京都千代田区神 田美土代町 1 ( 住友商事美土代ビル)

T  E  L  03  - 294 - 8  5  1  1  (大代表)

大阪支社 / 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 - 14  (南本町ビ ル)

T  E  L  06 - 252 - 1  8  8  1  (大代 表)

営 業 所 / 札 帆 ・仙 台 ・名古屋 ・広 烏 ・福 岡 ・函 館

出 張 所 盛 岡 ・郡 山 ・前 紙 ・新 潟 ・神 戸 ・沖 縄

工 場 / 矯 玉 工 場 ・堺 工 場 - 瓜 工 場



区E NT I K U T O  S Y A K A I  

。

第 55集 ( 1917年創刊)建 築 と 社 会

《

同

匂

句

N

M

同

町

川

)

」

『

同

M

同
町
p

h

』

。

匂

同

町

旬

。

同

r

h

h

旬

、

R

r

h

畑

町

吋

弘

司

角

川

町

r

h

吋

ハ
)

同

時

匂

吋

』

匂

M

h

k

h

u

i

a匂

q

I

N
吋

M

h

ぬ

v

h

h

v

ぬ

M

h

』

同

町

民

。

め

匂

M

h
k
】

p

h

吋

匂

』

1

N

吋
』
『

h

v

h

N

丸
山
町

J APAN 

通 常 総 会 議 決 報 管。 寄: 附金の受領 。会 長 の 受 賞 ( 建 設 大 臣 表 彰 ) 。 若 い

会 民 の 集 い ・ 「中 国 の 建 築 事 情 を IlfI <  j 。 中之 島 セ ン タ ー ビ J レ新築工事

の 見' 字会。 青 年 技 術 者 の み な さ ま へ 、車Ir しいデー タシ ー トr ファイノレ J .. . 1  

建 築 基 準 法 の一 部 改 正 に つ い て / 平 林 孝 ー ・・・・・・・ 0 ・0 ・e ・・ ・e ・・・ ー5

大 阪 商 工 従 弟 問 題 研 究 会の 思し、 11¥/ 鈴 木忠 五 郎

「浪速の夕涼み」の再現を望む/ μ 四 良 待。 シリーズ : 私 の 職 場

No.2 ゼ ネ コ ン ・設 計/ 七 字 祐 介 ーーーーー・ ・・・・ 0 ・ー・・ーー ーー ..... . . . . .. .一・ーー ー7

プ レ ー ス を 有 す る ラ ー メ ン の 実 用 解 法/ 小 泉 弁 . .. . . . . .…ー ー . ..・ 0 ・・・ 8

住 宅 lltJ 発 i直I也選定に附する調査研究、 1: :
0

超 音 波 榔 棺 測 定 装 置。新 刊 紹 介。 11

最 近 竣 工 した新建築 9 点 ( No. 1009- 1017) ー・ 0 ・ー・・・ ーー ・ ・・ ーー ーー ーー・・・ 13

ナ ポ リ の 子 供 遥/ 吉 野 正 治 建 築 業 界 の 体 質 改 普/ 匡l則一

設計入 札 Ｏ ｾ準備 亨 資 材 と の 対 話/ 角 谷 義一 ・・・・・ ・ ・・ ーーー ー ・ー 15

1 9 7 4 8  

OF  ARCHI TECTURAL 且SSOCI ATI ON

高 層 プ レ ハ ブ 住 宅 の 構 造 設 計

会

T HE  

頁

レ ポ ー ト

建 築 と 社 会 ニ ュ ース

ス ケ ッ チ ブ ッ グ

建 築 の 娘

O F  

当己

c  

法 令 コ ー ナ - 83 

読 者 の

J OURN且L

1111111111111111111111111111111111111111 特集 = 高 層 プ レ ハ ブ 住 宅 の 構 造 設 計 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

義 久 . 7.1<. 畑 耕 治 ー ... 19高! 胃プレハプ住 宅 の 構 造 設 計の 現状 と 展 望 - ー・・・・一一… 突
。丘、吾ι

ｾ［位、日間

両 府 プ レ ハ フ ' 住 宅の 構 造 設 計 の ケ ー ス ス タディ各 論

メ ガ ス ト ラ ク チ ュ ア と プ レ ハ ブ 両 府 住 宅 ・ ・・・ー ー・・・・・・・・・・・・・ーー・・ ・・・久徳敏治・ ー.. 23

高 府 住 宅 か ら 超 高 府 住 宅 ま で を 包 括 す る H P C工 法 シ ス テ ム ー軟 弱 地 盤 を も

克 服 し た 総 令 技 術一一一 ・・・ ー・ーー・ー ー・・・ー ーー・・ー ・・・・ー ー・・・ ・・・・・・・ ・・ ・ ・・ ・・・・・ 斎 田和男・ .28 

高 層 住 宅 の 工 業 化 シ ス テ ム と 構 造 設 計・・・ ・・ーー・・・ ・・・・ . ... ー・・・ ・・… . .. . . . . 尾 路 義一 ・.. ... 32

高 層 住 宅 汎 用 鉄 骨 フ レ ー ム シ ス テ ム 一一・・・ . ... .. … ・・・・・・・・・ー 一 一 川 合 庚 樹 ーー・・ 37

特 殊 耐i草 壁 を 用 い た 高 層 プ レ ハ プ 住 宅・ ー・ー ・・・・・・ ・ ・ー・・…. . . . 一・・樫原章雄一 .. ..40

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

H 形鋼の柱はり按令書11について / 南 宏 一 ー .•. ・・ ・0 ・ー・. . . ・ .43

屋 外Iml珂における佼 I1¥J の光 公 害/ 岡旧圭 nJ. ・・ ・0 ・・・ ー.. . . . . .… ーー ー・・ ー・・・・ 44

H P C 工 法 の ジ ョ イ ン ト / 日下部 弘 ・ ーーー・ ・・・・・ 0 ・・ 0 ・・・ ・e ・e ・・・ ・・ 45 

U1J }工10周 年 記 念 に よ せ て / 坂 i'rf>b:f" ほか ・・ー ー ーー…一一 ーーーー ー .... 46

工 業 化 工 法 に よ る 建 築 部 材 生 産 工 場 を み る 会(2)ス ミ ー ト ー ハ ウ ジ ン グ

小 野工場と 川崎 重 工 業加 古 川 工 場 見 学 会/ 印藤義博・ …・・・・ー ーー ーー .... 48 

日 本 建 築 協 会 月 間 の 動 き ( 昭 和49年 6 月 分) ・・ ーー・ ・・・ ・ ー一. .. .・・ ・ ・・49

構 造 の 頁

設 備 の 頁

施 工 材 料 の 頁 2

日 本 建築 総 合 試 験 所
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昭和49年度編集委員会 ( 順不同)
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人気の秘密を分析すれぼ・-

T OT O洗面化粧台。

蛍光灯

き場所や使う時間を考えて

蛍光灯を設置しました 。

1. 5mのコード付きです。

三面鏡

磨き込ん だ自立式の三面鏡を

採用。鏡の裏面が侵されない

防湿性です 鏡の裏側に便利

な歯ブラシ立てをつけました。

います。化粧品などの

日用品がゆ ったり置ける設計。

便利なコンセント付き です。

恒正姐正副

洗面器

本物の感触、陶製のカラー

洗面器です。水返しがついて

いますので、 衣服や

床をぬらす心配も; 1 ; ったく

ありません。その上、汚れが

つきにくく、お手入 れも簡単。

キャビネ ット・引出し

湿気に備えて、ビス 一本まで

素材を検討。妥協のない眼を

仕上げに向けています。

タオルなどの小物入れに最適。
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1 . は じ め に

天

筆者らは ，芦屋浜高層住宅研究会 ，神戸ポ ー 卜アイランド，コン ミュ ニティスクエヤ 実施計画など

に参加し ，ま た兵庫駅前市街地住宅( 地下 1 階 ，地上20階) ，新長白駅市街地住宅( 地下 2 階 ，地上

26階) な ど住宅公団高層住宅の実施設計計画の機会を得た 。 さらに ， プ レハブ 耐震壁や ， ブロック積

戸境壁を もっ鉄骨鉄筋 コンクリ ー卜 架構の加力実験なども行ったが， ζ れらを通じ高層住宅構造設計

の難しさを痛感するとともに ，経済面や施工面から高層住宅のプレハブ化 lζ 強い関心を持った。集合

住宅は高層化しすでに21階 ，26階の超高層住宅が出現してきている 。住宅高層化 は当然プレハブ化に

つながるものであり外国では例が多いが地震国のわが国では高層プレハブの実施は慎重であった。最

近 10年聞に急速にその気運が高まりその研究開発 ， 建設が始められてきている 。 まずその要因や沿

革 ，契機について簡単に ふれておく必要があろう 。

1.1 集合住宅の高層 プレハブ化の要因

人口の都市集中化 ，世帯数，細分化の増加 ，老朽災害のための更新，過密居住世帯の解消 ，職住近

接などのため住宅需要は大量でかつ激増しており ， 一方では地価の高騰や建設用地の入手難などか

ら，市街地などにおける狭いスペ ースでの中層住宅の建設では到底抜本的な解決にはならない状況で

ある 。都市における住環境の悪化を解消し良好な住環境を獲得し向上を指向することは急務であっ

て ，そのためには日照その他公害 トラフツレの起乙らない広い土地を生み出し建蔽率を低くし広いオ ー

プン ・パブリックスペ ースをとるなど高度の土地利用と都市計画のパターンに沿ったと乙ろの技術

的 ，経済的に可能な限りの高層集合住宅の建設を大畳に行うほかにない と考えられる 。他方 ，建設労

働力は需要に追い付くど乙ろか今後ますます確保し難いととは明らかで建設の機械化，省力化 ，技術

新工法の開発，技法の経済化 ，部品部材の量産化などを必要としている 。住宅建築は工費の経済的制

約をうけているうえ同時多量生産，工期の短縮目的と画一繰り返し性とからプレハブシス テム化 に適

しているし必要である 。また ，高層化 は建築の無足場施工を要求するととになる 。

乙うした事情が，共同住宅高層プレハフYじへの要因であり ，それは都市の住環境向上の問題解決の

大きい鍵であり ，かっ急務でもあると考えられる 。

1.2 集合住宅高層 プレハブ化への沿革とシステム化への契機

わが国では ，政府，地方公共団体が住宅行政に力を注いでいるが， 乙のことが集合住宅高層プ レハ

フ化への大きい推進力になっている乙とに疑いない 。また ，住宅の大量発注団体である住宅公団の開

発努力も見逃す乙とはできない 。住宅公団は昭和30年設立当初から集団住宅建設の合理化， 工業化 に

ついての標準設計，各種部品の規格化，標準化 lζ 取り組み，メタ J レフォ ー ム， プ レキャスト ・コンクリ

ー卜 板 ，カーテ ンウオ ーノレの各種工法の開発が強力に行われ，今日の高層プ レハブ住宅実現への大き

い背景をつくった 。 乙の間 ，欧州の大型プレハブ技術の導入，民間企業のプレキャスト ・コン クリ ー

卜板の生産 ・組立の改良が重ねられ，公団タイプの中層住宅の大型重量パネルシステ ムが実現した 。

ついで建築の超高層時期に入り ，H 形鋼の開発，超高層建築設計建設技術を背景として ，住宅高層プ

レハブ化を狙い ，鉄鋼メ ー カーおよび建設企業体協同の高層 H P C工法が開発され ，公団 ，東京都な

どの標準設計などに集約されてきている 。今日わが国の高居プレハブ住宅の構造は ，基本的 lζ は鉄骨

鉄筋コンクリ ー ト構造，または鉄骨構造をベ ースにしたものであると考えてよい。建設省は住宅生産

工業化のための画期的な三つの試み「ノマイロットハウス技術に関する考案競技J [ " "設備ユ ニット 開発

試 作J [ " " 工業化工法による高層住宅の開発」のオペレション競技を行い広く産業界を刺激した 。 乙れ

らを契機として ，プレハブの本質である生産から組立施工 lζ 至る一貫システ ムの技術的追求がなされ

るとともに ，企業連合によるト ータルシステ ムと して住宅産業をとらえる意識が強調され一般に浸透

するとともに ，住宅産業の内容，形態にシステム化への大きい変革の方向が与えられるに至った 。

実

義

久

水

畑

耕

ミム泊、

J ロ

，2.  高 層 プ レ ハ ブ 住 宅 の 構 造 特 性

超高層ビ J レは ，当初事務所建築から超高層ホテ J レへ，ついで高層集合住宅へと及んでいる 。高層集

会住宅は機能の複雑さ ，要求の多様性，世帯聞の隔離，遮音など居住性，快適性， さらに厳しい安全

防災面からの要求，その他多くの制約があり ，本質的には人間生活の本拠であり ，都市社会生活のす

べてにかかわりあっている点，前二者と異なり簡単でない 。 まず第一 lζ 高居住宅は主体構造が構造的

に単純で力学的評価が明快で、あり ，かつ籾性が高く不測の外力に対しでも安全度の高いものでなけれ
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ばならない という耐震構造の要件 と， 主体構造，内外装材の耐火不燃化への強化は一般の住宅より高

い安全性の レベルで、行わなければならないととである。

高居住宅の構造上の電tl 約 ・特性を挙げるならば，

① 一般に激震時地震力の入力からいえば，建物剛性は小 さい方が有利 となるが，反面頻度の高い暴

風雨や中小地逗に対し居住性が損われないための初期剛性が必要である。建物耐震要素剛性の乙のア

レンジメン トに工夫を要する。

② 居住性の優位から ，板状の建物形式でかつ片廊下型をと る限りにおいては転倒 に対して不利で ，

地足時の浮き上がり引抜力の処理等に万全を期する必要がある。

③ 一般に平面計画上の制約からいって ，建物幅 lζ 対する高さの比が大でロッ キ ング振動が生じやす

い。

⑤ 戸境壁など多くの壁体が存在し建物剛性は高く ，連層耐震墜となると高層では効率は低下すると

ともに ，建物全体としては曲げ変形が卓越しやすい。

⑤ 板状形式の場合 ，戸境墜の存在から短辺方向 と長辺方向の剛性に著しい差があり ，かっその振動

モー ドが異なる場合が多く ，地震時 lζ 振れ振動を惹き起乙しやすい。

⑤ l 階がピロティになる場合も多く耐長壁縁辺における軸力の伝達 ， 1 階柱の剛性確保などの処理

を十分にする必要がある。

⑦ 有効階高を小さく押さえるため梁丈とくに廊下側桁行梁丈などが制限される。

@  立地が軟弱な地盤であっても地下室はその利用価値の点と工事担などから とれないのが通常であ

り，ベースシャ ーの処理を考慮した基礎 ・地業の慎重な設計が必要である 。

などであろう 。

高層プレハブ住宅の高さは現在は21階のものがあるが，45 m以下の11階，14階の実例が多い 。主 体

骨組は鉄骨であるが，戸境壁，床は住戸の隔離，防音，耐火の目的から鉄筋 コンクリ ー 卜造が用いら

れる 。躯体主体骨組の鉄骨柱はりも耐火構造 lとするため鉄筋 コンクリ ー トで被覆したり耐火被痘材張

付けまたは吹付けをしなければならない 。鉄筋 コンクリ ー 卜で被覆する乙とは ，初期剛性を上げる点

でも効果がある 。主体育組 lζ 鉄骨が用いられているものは一般には ，靭性ある構造と考えられるので

あるが，接合部が問題でありプレハブコンポ ーネント相互間や主体骨組との接合の良否が構造の良否

を決定する乙とになる 。鉄骨の接合部の局部座屈は構造の終局耐力を決定する乙とになるし ，個々の

コンポ ーネントが十分の耐力をもっているとしても接合部に弱点があるならば構造全体の耐力は低下

するから ，とくに現場溶接などを含め接合部の設計施工は ，耐力と靭性を与えるようなディテ ーノレと

なるようにする必要がある 。高層プレハブ住宅では壁，床 lζ 大型 P C板が用いられるととが多い 。接

合点の数を減らすとと，規格化する乙となどのため揚重機械能力 ，施工性などの許す限りコンポ ーネ

ントは大型化する乙とになる 。床を P C板にする場合，境界を固定にできず縁辺支持になる ζ とも多

く，積載荷重による過大接みの防止，居住性確保のための振動障害の防止など床援みの制限に留意が

必要である 。また ，微小振動実験によれば ，P C床板による建物全体の床平面内の変形は一体として

働いているようであるが，各種の振動形が現れやすい性質があるので ，大地震時においても建物全体

としてスム ーズに水平力を伝達させうる床面内剛性の確保が必要である 。大地震時の地動については

まだ不明な点が多いので ，プレハブコンポ ーネン ト相互，主体構造の鉄骨相互の接合の如何によって

は思わざる複雑な振動を起乙さないとも限らず，接合部における応力集中や繰り返し疲労による局部

損傷が建物全体の一体性や靭性を減少させる乙ともあるので注意を要すると乙ろである 。

3.  高 層 プ レ ハ ブ 住 宅構 造 設計 の 現 状 と 問 題 点

耐jE，耐火 ，防音構造でなければならない乙とと ，工期の短縮 ，工費の低減の条件を満たす高層プ

レハブ住宅の主流の構法としてクロ ーズアップしてきたものがHP C構法である。 R P C構法 ，S R  

C 積層工法も基本的には乙の構造の工法的にプレハブ化を進めた形として受け取られる 。 ζ 乙では H

P C構造 lζ 限って述べるととにする 。

3. 1  H  P  C 構造の構造設計

HP C構造は H形鋼を用いた柱 ・はりで構成した フレ ームに鉄筋コンクリ ー トプレキャス卜板の壁

と床を結合した複合構造であり ，はりも鉄骨鉄筋コンクリ ー トプレキャストばりになる場合 ，時には

柱にもプレキャスト構法を用いたものもあるが，S R Cまたは S Cの延長のものと考えてよい。
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2就寝室型住戸の躯体エ; 云の基本型

図は乙の構法の典型的例を示すが，ディテ

ーノレの構法，耐震壁，P C床板，柱，はりの構

法についてはいくつかの種類があり ，かなり

自由な構造形式として用いられている 。 乙の

構造では ，基本的にいっ て桁符方向はラ ーメ

ン構造，梁間方向は耐震壁 ラてメンまたは鉄

骨すじかいラ ーメ‘ ン構造志して処理されてい

る。ii 長壁の合理的" 経済的処理の如何に乙

の高層プレハブ構造の価値がかかっている 。

H P C構造の平面計画は共同住宅 1 戸分の

平面形を単位として ，モデュ - ) レ決定，部材

部品の規格化，互換性，系列化が計られる 。

2 D K，3 D KIζ 従って 1 戸分の平面は約 6 - 7 mx 約 7 - 8 m，したがって，建物短辺方向のスパン

は約 7 - 8 m，長辺方向スパンは約 6 - 7 m( l D Kでは約 3 m) として柱割りが決められるととが多

い。長辺方向の全長は50ないし80mが多く ，100mを超えるものもあ Z 。中廊下を配する場合は ，両側

の戸境壁を耐震壁として計画する 。また ，短辺，長辺方向ともにラ ーメンとする場合，壁はすべてカ

ーテンウオ ーJ レとして ，柱 lζ 箱形鋼が用いられる場合もある 。 プレハブ耐震壁には数種がある 。

① 鉄筋 コンクリ ー トプレキャスト耐震壁

耐震要素としては ，鉄筋 コンクリ ー 卜板のせん断抵抗に期待しており ，接合は ，壁の上下と床スラ

プをスタッドボノレトなどのシャ ーコ ネクタ ーにより ，柱とは壁の縁辺 lζ 設けた コンクリ ー トコッタ ー

を媒介とし柱 コンクリ ー 卜の充填による。

@  鉄骨ばり内蔵の鉄筋コンクリ ー トプ レキャスト耐j E壁

接合は上部鉄骨ぱりと ，鉄筋端部 Iζ 溶接された壁板下部の鋼板を結合し ，柱とは鉄骨ぱりと溶接ま

たは高力ボルトにより結合し ，さらに壁縁辺のコッタ ーと柱コンクリ ー 卜充壌による 。壁に縦スリッ

トをもつものもある 。

@  鉄筋プレ ース内蔵の鉄筋コンクリ ー トプレキャス卜耐長壁

鉄筋プレ ースのみの耐力 lζ 期待する 。接合は壁プレ ース筋端部に溶接した鋼板と鉄骨柱との溶接ま

たは高カボ J レ卜接合。鉄骨枠組みをもつもの，上下耐j E壁は接合せず横スリッ卜を設ける場合もある 。

@  鋼板ブレ ースおよび鉄骨ばり内蔵の鉄筋 コンクリ ー トプレキャスト耐j草壁

鋼板プレ ースの耐力に期待する 。一般的に用いられる形式であるが，鉄骨ブレ ースにはW ，A ， X ， 

X X， V 型など組方の型が多い。柱との接合は鋼板ブレ ースと鉄骨ぱりとをガセッ トプレ ー卜 を介し

て結合する場合が多い 。

H P C構造の長辺方向の壁は非耐力壁としてラ ーメンによって外力に抵抗させるので ，柱の H 形鋼

は強軸方向を長辺方向に配置し ，はり H 形鋼との接合は ，はりフランジと柱フランジの溶接 ，はりウ

ェブと柱ガセットプレ ー トと高力ボルト摩擦接合が多く，継手部分は コンクリ ー トを充填する。柱の

継手はフランジ ，ウェブともに高力ボルト接合，はりの継手も高カボルト接合が多い。柱 ・はりを合

成し キ，+ト ，T ， : : 型の鉄骨鉄筋コンクリ ー 卜プレキャストラ ーメン部材を現場で接合組立てる R P

C 構法もある。

フレ ームの耐力は柱および架の曲げ耐力で主として決定され，柱は通常の断面形では鉄骨鉄筋コン

クリ ー ト柱として累加強さ式で断面設計する乙とができる 。はりについては応力鉄筋を併用する工法

は運搬 ，施工 lζ 難点があり ，通常は H 形鋼のみの耐力で断面設計される例が多い。

耐民設計は ，建築基準法による民度に従って算定される地i五力を用いて行われる 。ベースシャ ー係

数は0. 2以上であるが ， ｈｐｃ 構造の ＱＴ 階の実施例で ， 弾塑性地ｾ応答解析例で Ｐ Ｎ Ｓ ＭＰ Ｎ ＳＵ 程度の値が

得られているものもある 。H P C構造の l 次固有周期は実施解析例によれば，11階梁間0. 5秒，桁行0.7

秒， 14階梁間0. 7秒，桁行0. 88秒 ，21階梁間 1. 05秒，桁行0. 84秒などがある 。振動形は渠聞は曲げ弼断

形 ，桁行はせん断形である 。応答解析に用いられる入力地長波は ，E 8.  Cent ro 1940 NS， E W， Taf t  

1952  E W， Tokyo 102 1968 E W， Tokyo 101 1965 NS，同じく 119 1968 NS などが多く ，最・大

加速度は l OO- 200gal 弾性応答 ，250- 350gal 蝉塑性応答解析に用いられている。

建物の減衰は内部粘性減衰型として評価するのがほとんどで， 1 次振動』ζ 対する減衰定数は 3 - 5

% 程度の仮定が多い 。解析には， Bi -l i near 型，または Tr i -linear 型の復元力特性が用いられている 。

包1



応答最大層調断力と比較して ，骨組の保有許容麗断力が十分である ζ と， 塑性率は 300gal 程 度 のJ

最大加速度の応答で 2 程度以下，層間変位も階高の弘50程度 lζ 納まる よう にしたい 。

3. 2 問題点につ いて

柱はりの接合部の変形能力は十分大きい乙とが望まれる 。現場溶接管理は十分に注意し ，溶接検査

規準 と判定規準などを確立して実施する乙とが必要である 。

現場打ち コンクリ ー トの使用ば ，耐火被覆A L C板や軽量 コンクリ ー 卜板被覆の鉄骨プレハブ住と

比べ，その防火性能 ，防銭処理，初期剛性付加等の利点、からいって優れているが，プレハフo工法の面か

らのみすれば，工法の一貫性を欠く という点で，柱部材のプレハブ化 は今後の課題として残されよう 。

柱筋を多く用い R C部分で多く 応力を分担させ鉄骨を少なくするのは経済的ではあるが，柱はり応

力の伝達からいって当然限度がある 。 柱の鉄骨の曲げ耐力は ， 断面の全強の ＴＰ ｾ ぢ程度がその下限の一

応の目安となろう 。

柱の被りが多い場合や，高強度鋼材を用いた場合に，累加強さ式による断面計算は実情に合い難くな

るおそれがあるが，鋼材が SM50程度で鉄骨丈が柱全丈の弘程度以上であれば適用しうるようである 。

鉄骨ブレ ース入り P C壁の繰り返し加力実験によれば，その破壊のパタ ー ンは圧縮側ブレ ースの接

合部附近の コンクリ ー トの拘束の少ないと乙ろで局部座屈を生じると とによるが，耐力の決まる乙の

局部座屈までの変形能力が十分であるかどうかが重要である 。また ，その荷重一変形曲線の J レープは

逆 S 型に近い紡銭形であるので ，簡単に鉄骨鉄筋 コンクリ ー トとして応答計算の復元力特性に Tri -

l i near 置換する乙とは実情に合わないとも考えられる 。

鉄骨ブレ ース入り P C壁の改良 と して ，コ ンクリ ー ト板とブレ ースの付着を切り離したものがある

が，ブレ ースの変形性能 ，塑性変形によるエネルギ ー吸収を確保し耐震要素としての剛性を減少させ

かっ復元力特性を理論的に正確に Bi -l inear 型で表現し得て優れているといえよう 。

単層架構のブレ ースの性状がわかったとしても連屈になると柱取h力の影響が出てくる点も注意しな

ければならない 。

H P C構造住宅の地長応答観測によれば ，高層部では場所によっ ては異なった卓越周期が得られて

おり ，また ，最大加速度も高層部桁行中央と端とでかなり異なった値を示している結果がある 。

長大な桁行をもっ場合 ，場所によって地忌入力 lζ 位相差が起乙る乙とが考えられ，との場合同時入

力では生じないような振動モ ー ドが現れ応答結果も大幅に変化する乙とがわかっているが ，H P C構

造は床の面内岡1] 性はかなり小さいため不測の立体振動を起乙しやすいのではないかと考えられる 。 乙

れらについてはさらに研究，調査が望まれる 。

4.  高層 プレハブ住宅構造の展望

共同住宅の高居プレハブ化は社会的要求と産業構造の発展からその部分的技術処理からソフトウェ

アの開発をも含めたト ータノレシステムに変革してきている 。高居住宅が巨大規模の綜合複合建築( メ

ガス トラクチャ〉の高層部に設けられる形態も多くなりつつある 。 乙うした高層プレハブ住宅成立の a

産業基盤をもとにして ，都市計画 ，建築設計を含め環境エンジニヤリング的 lζ 必要条件の居住性のマ

イナスをど乙まで縮められるかは今後の課題であろう 。住宅の平面計画から板状の形状をとると ，い

わゆるスレンダー比( 奥行. 高さ) が大きくなり不利である 。高層建築では 1 7 程度といわれてい

る。25- 30階程度までは ，板状形では，中廊下形式の平面形の H P C構造で可能であろうと思われる 。

乙れを超えるものでは ，建物の両端 lζ コア一部を配し ，最上層 ，または数層どとにメガフレ ームを架

け住居階はそれに吊り下げるス ーパー ラーメン形式が用いられるのではあるまいか。住戸をボックス

ユニ ットとして挿入するとすれば，構造は人工土地 ，または人工棚とも考えられる 。また ，平面形を

+ ( x ) ， Y 型などにし塔形状のもので ，架構形式が単純明快なもの ，耐震壁も軽量( 鋼板〉均合よく

配するものも可能性が強い 。

高層になり柱鉄骨の フランジ厚が 60- 120mm程度になると議接接合部の靭性は低下し脆性破壊が

起乙りやすいといわれ極厚板の使用，r . も問題がある 。柱応力の分散からいって ，チュ ーブ構造が有利、

となろう 。 ジョン ・ハン コック セ ンタ ーの例からも鉄骨の経済設計 となっている 。

水を満たした耐候性鋼鉄骨露出柱工法なども検討に値する 。

ついでながら ，ガス爆発事故被害実例からも，高層プ レハブ住宅の厨房設備はすべて電気によるべ

きであろう 。
〈ぎよう てん よし ひさ 神戸大学教授 ・みずはた 乙うじ 同助教授〉

22 



高層プ レハブ住宅の構造設計のケ ースタデ ィ1

メガストラクチュアとプレハブ高層住宅

久 徳 敏 治

1. は じ め に

新しい形態の建築物を生みだす際には ，その建築美，性能，安全性並

びに経済性なと.のバランスを考える必要がある 。 しかし，住宅，とくに

高居住宅はなかでもその機能とコストがややもすれば重視されがちと

なる 。乙乙でいう機能 ，すなわち広義にとらえれば "住環境" は多くの

点で構造計画と ，有機的なかかわりあいをもっている。

本来 ，構造体そのものは，その構造体! c 加わる外力を地盤 lζ 安全に伝

える力の流れの場 としての合理的で効果的なシステムであり ，乙の機能

を果たすかぎりにおいて ，その形態の選択，すなわち構造計画には無限

図- 1 住棟ふかん図

の可能性が潜在していると考えられる 。乙の乙とは，新しい形態の良好

な住環境の醸成の可能をも示唆する乙とになる。

住宅産業の近代化の一翼を担う新しい構法そのものの開発には ，関連

技術の進展 ，新材料の開発などに負うと乙ろが大きいが，また一方 ，構

造体の生産システムにスポッ トを あて ，新しい構法を捉えようという方

向もあろう 。乙の l つの解答が住宅生産の工業化で、あり ，工業化を指向

した新しい構法という乙とになる 。

工業 化 工法は生 産 システムの徹底した合理 化 であり ， 省力化Ｎｾ約化 ，

E 産化となるが，窮極の目的はト ータノレ コストのダウンにより ，より良

質でパライ ティに盛んだ住環境の提供にあろう 。

乙乙で考えている良い住環境とは ，少なくとも住宅として必要とする

最小限の機能を有する乙とはもちろんの ζ と家族並びK 個人の独立性，

すなわちプライパ 、ンーの確保，居住者にできるだけ多様な選択と創造を

可能にする自由な空間の提供 ，さらに ，ともすると閉鎖的になり がちな

高居住宅の生活様式! c 人間としての連帯性を復権させる空間の提供など

で怠義つーけられる 。

乙のような住環境の意図する目標に即しつつ，工業化工法というテ ー

マをふまえて，新しい構造形式 " メガス トラ クチャ ー" がレビュ ー し

たのであり ，乙の構法は将来性のあるユニ ークな構造として，また ，

St r uct ur al  des ig n の l パタ ーンとして高く評価されるものと考えら

れる 。

建 築 計 画 概 要 (図ー 1. 2参照)

(a)  住宅敷地面積 lt治.819nf

(b) 建築面積 17.  420rrf 

(c) 延 面 積 220. 250m' 

(d) 全 戸 数 3. 384戸

(e) 全 棟 数 52棟

(f ) 階数，軒高 ，線数・ 14階. 40. 82m.  21棟

(g)  基準階階高

(h)  構造種別

19階 . 55.02m.  17棟

24階. 69.22 m.  11棟

29階. 83.76m.  3棟

2.63m ( 住戸階)

3. 27m ( 共用階並びにその直下階)

地 業. 埋立屈の地盤改良並びに鋼管杭地業

基 礎 ・鉄筋 コンクリ ート 造

骨 組: 鉄骨剛節トラス構造

床および外壁( 戸境壁) プレキャストコ ンクリ ー ト板，組立工法

内 壁: 合板および木造下地プラスタ ーボー ト

強援と社会/ 19河 年 8 月号 23 
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( i ) 主要設備方式

給水方式: 地域内一指受水槽と可変速ポンプによる配水システム

受電方式 : 2 - 3練ごとに自家用発電所を設置し ，一括受電方式

地区情報管理システム : C AT V同軸ケ ーブJ レによる種々の情報の

伝達

地域暖房: 中央プラントよりサプステ ーションを経て各戸設備 コア

に温水を供給，各戸内は温風ダク ト方式

昇 降 機 . 各棟に非常用 エレベータ，住宅用 エレベータ設置。主用

階ごとに停止)

厨雑芥処理. ，真空厨雑芥処理システム

3. 構造計画並びに設計条件

(  1  ) 構造計画

(  a ) 建築計画と構造計画

前述の良質な住環境の主旨にのっとった建築計画 と工業化工法を指向

する構造計画の相互の関係を整理すると下記となる。

・建築計画上の設計主旨

付) 住戸の独立性 : 個の確立，プライパシーの確保

(ロ) 共用階の必要性: コミュ ニティ空間と防災拠点の確保，住戸へのア

クセス

付 自由な住戸空間. 豊かなプランバリエ ーション ，居住者による空間

創造の自由度の拡

・構造計画上の設計主旨

μ)  構造体の集約化: メガストラククチヤ ーの採用による省力化とコス

トダウン

(ロ) 架橋形態の定形化 : 部材，架構の標準化，量産化によるコストダウ

ンと精度の向上

村 構造体と住戸ユニットの分離. ，構造上の明快さ ，ユニットの標準化，

サービサピィリテイの確保，フレキ

シビィリティのある空間の提供

( b ) 架橋形態

図- 3 1 C示すように ，4 戸ハ階の住戸構成を構造計画上の基本単位

としている 。桁行方向 ( X 方向) は階段室を囲むコア部分を柱とし，共

用階トラスを梁とする大きなラ ーメン状の架構 2 面のメガストラクチャ

ーに集約され，住戸のための自由な空間をつくりだしている 。張関方向

( Y方向) は階段側面架橋 4 面をプレースを有する架構として多分にト

ラス的性状をもっ架格形態としている。以上桁行方向架構 2 面および張

関方向柴構 4 面が耐風，耐震架橋であり ，委側架構は常時荷重のみを支

持するものとする 。また各架構間の水平面内剛性を確保するために，共

用階上下床面に水平プレ ースを設けている。さらに ，乙の架構形態は14

階- 29階のすべてのタイプに採用され，その構成としては ，最下屈は 4

階建の低居住宅で，その上部に共用階を中間階にはさむ上 2 階，下 2 階

の5 階のユニットの積みかさねからなっている。

( C ) 住戸ユニ ット

住戸ユニットは P C a 板( プレキャストコンクリ ー ト板) 組立による

パ才、 J レ工法によって構成し ，6 階からなる最下部分を除き， 4 階分の住

戸ユニットが共用階の梁の上lζ 絞っている 。P C a 床板並びに壁板は常

時荷重を支持し，荷重は P C a 床板から P C a 壁板K 伝わり， 4 階分の

常時荷重は共用階上部の張関方向梁のリブで主に支持されている 。ま

た，乙れら P C a 壁板は構造解析上の明快さ ，住戸ユニ ットのサーピサ

ヒ。ィリティを配慮して ，同1) 性並びに耐力上耐風耐震婆索として寄与しな

いよう特別な工夫がなされている 。

( d ) 住戸ユニットと構造骨組との関係

P C a 板の接合部は大別して ，P C a 板同士の接合部と P Ca 板と構造

骨組との接合部があり ，各接合部において要求される機能と耐力を保有

するように設計されている 。

住戸ユ ニットの床および壁は常時荷重を支持するとともに，水平荷重

時』ζ おける構造骨組の変形lζ 追従し得る機能をもっ必要があり ，乙れら

の関係、はそれぞれの方向について図- 4 1C示すような状態となるように

各接合部を設計している。

とくに ，張間方向の壁は常時荷重を支持しながら各階どとに悶1) 体のま

ま居間変形を吸収 し得る性能が要求されるため，壁下にテアロンを挟ん

だ接合部を設けている。

P C a 板と構造骨組との接合部の代表的なものは， P Ca 板と柱との

接合部( 図一 7 ( t 参照) である。乙の接合部は住戸ユニットの両方向の

水平荷重を各階乙。とに構造骨組IL伝達し得るだけの耐力と筒1) 性をもち ，

上下方向には鉄骨柱の伸縮 Iζ 対して拘束をなくするために移動がある程

度自由になっており ，さら IC張間方向の変形lζ 追従し得るように回転の

可能な特殊な接合部となっている。

( e ) 各部構造

主要構造部材の構成並びに材料の選定IL当たっては下記の点が留意さ

れている。 μ) 工業化工法への適応性，( ロ) 建物の軽量化，付材料力学的な

信頼性 ，(斗構造的に有利で適切な材料並びに断面形状の選定，(村靭性IC

宮む材料，村良好な施工性，(ト)コストダウンの可能性

L U . _ J 藍章革主主・構造部材は上記の留意点のほとんどの項目 lζ 有利な材料

として鉄骨を採用し ，鋼材種別並びIL断面性状については，それぞれが

うける応力状態および必要断面などを考慮して ，いわゆる適材適所とな

るよう選定している 。たとえば外柱は大きな軸力と曲げモ ーメントをう

けるためボックス柱とし，梁は主として曲げモ ーメントをうけるためH

形鋼を使用している。とくに ，鉄骨構造であるため，幅厚比，軸力比並

びに細長比にはきびしい制限を設け ，柱の軸力比は降伏耐力の ω %以

下，プレースは構造物に安定した復元カ特性を保有させるため実長細長

比でω以下とし， J r r i . i i i 性能の優れた鋼管も採用している 。

(j j )  住戸ユニット : 住戸ユニットは P Ca 板パネ J レ組立ユニット案と

P C a 板ボックスユニット案との重量，コ ストの比較検討および製作，

運搬並びに湯重などの生産面も考慮して ，P Ca 板組立パネ J レ案を採用

した。さらに ，建物の重髭を軽くする乙とが構造躯体の新しい形態を可

能 lζ し，コストダウン IC大きく寄与する乙とから ，P Ca 板は重量が軽

く断菌性能の優れている形状を採用している。すなわち， P C a 壁板は

常時荷重の支持および妾面にあっては風圧力に耐える必要があるためリ

ブ付断面となっている 。 P C a 床板は振動並びに過大な変形を防止する

ため ，満載荷重に対して許容憾み量として &/8∞を上限とし ，空胸部

( スチロ ーJ レ充填〉をもっサンドウイッチ断面としている 。コンクリ ー

トの比重についても軽くするため新材料の採用などを検討したが，現時

点では十分な盃の確保の保証が得られず，すでに使用実績のある材料の

なかから ，気乾比重l. 80の軽量コンクリ ー トを採用している 。

( f ) 下部矯造 (基礎および地業)

本計画敷地は埋立地という想、定である。埋立地に建設される高層住宅

である乙とを考慮すると ，下部構造はできる限り剛強かつ靭性IL富む構

造である乙とが望まれる。本計画の下部構造の構造計画に当たって ，常

時荷重の支持，洗下など構造上検討すべき基本的な条件のほかに，とく

に留意した点と対策はつぎの 2 点である 。

(イ) 地震時における主R立庖の液状化対策一建物下部および周辺部思立居

の地盤改良一

(ロ) 水平耐性の確保一大口径鋼管杭地業ー

なお ，地下室の設置は耐辰安全性の見地からム般的 lζ 有利とされてい

るが，本計画の場合，用途上の必要性，埋立居の深さ，経済性の理由から

設置は難かしい。よって ，地下室に匹敵する程度の基礎を設けている 。

( 2) 耐風，耐震設計の方針

( a ) 耐風，耐震設計の基本的な考え方

(i) 人命の安全の確保を基本的な条件とし ，さらに安全性と経済性のバ

ランスを考えて，以下の方針を設定する。

(イ) 頻度の高い外力( 台風および中渓以下の比較的小さ い地震) に対し

て剛性，耐力とも十分な余裕をもたせる 。

伊) 建物の耐用年数lζ 比べて再現期間が長いと考えられる外力( 予想さ

れる最大の暴風および強，烈巌) IL対しては，靭性を確保し ，構造
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4  

物に大被害を与えない範囲である程度の損傷を許容する 。

( b ) 耐風設計条件

建築学会「高層建築技術指針J 1ζ 準拠

( c ) 耐震設計条件

(イ) 原則 として「高層建築技術指針J IC準拠

(ロ) 設計用ベースシャー係数

Cs =0. 33/ T  ( ただし . ＰＮＳＳ ｾ ｃ ￟＠ 注 0. 11)

付 最 大 層 間 変 位 %50 rad 以内( ロッ キ ングを含む)

( 斗上記の条件 lζ 対して，主要骨組がほぼ弾性範囲内で壁 lζ 大きなひび

われが生じない乙と

( d ) 設計手法

構造物の安全性の検討はもちろん ，弾塑性領域l乙亘って行い ，その手

法は動的解析法を用いる 。

( e ) 耐風，耐震設計条件

以上の種々の条件と対象敷地のサイスミシィティを考慮して下記の設

計条件に基づいて設計を行っている 。

外 力 条 件 構 造 性 能

地 震 刈 風 圧 力
変 形 強 度，靭 性

( rad)  

0. 2g 高術層指建針築の技値 b  %50 

0. 3g b  %0。

1  ) 加述皮の値は地表面 2) μ : 靭性率

4. 構 造 概 要

(  1  ) 上部構造

(a) 骨組形式鉄骨剛節トラス構造

(b) 柱 ，梁 ，プレ ースの断面並びに材質

弾 性

2 )  

μ b 2.0  

( ただしプレースは座屈せず)

柱 : ユニバーサルボックス ( S S 41. S  M41. S  M50.  S  M53)  

H 形鋼 ( S  S  41. S  M41. S  M50) 

梁 : H形鋼 ( S  S 41. S M41. S M50. S M53)  

プレ ース 鏑管( 張問方向 . S  T  K 41. S  T  K50)  

H 形鋼( 桁行方向 . S M41. S M5 0)  

(c)  鉄骨接合部

工場接合 ・溶接，現場接合 : ボックス柱現場溶接 ，その他高力ボル

ト摩擦接合

(d) 床 ，階段板，壁

P C a 板組立パネ J レ工法，比重1. 65.  F  c=  180kg/cnl 

(e)  耐火被覆 : 改良型吹付石綿材

( 2) 下部構造の概要 (図- 5参照〉

(a) 支持層 : 洪積砂層 N 注目

(b) 地 業

(  i  ) 鋼管杭 ( S T K41. 先端開放型)

ゅ ωｏ ｾ φＱＮＱＰＰＮ 先端深さ G L - 35. 0m 

( i  i) 地盤改良( 改良目標値 N 詮 15)

パイプ ロフローティ ション工法

(c)  基礎 . 鉄筋 コンクリ ー ト造 . F c= 210kg/cnl 

益礎深さ G  L  - 2. Ｕｭ ｾ Ｍ ＵＮ＠ Om 

5. 動 的 解 析

(  1  ) 構造物モデルと使用地震波

地震応答解析用モテツレは実構造物を上部構造と基礎 ，地業および地盤

を含めた下部構造に分けて勤特性を評価し，乙れを連結した上下述成質

点系せん断型モデルに置換している 。よってモデルの自由度は上部構造

質点数+ 2 となる。使用地震波は E L C E NT R O 40 NS 波形など5 波

形を使用している。

( 2) 動力学特性

(a)  上部構造の復元力特性と減衰髭

復元カ特性は B iー l i near 完全弾塑性型 としている。乙れは ，骨組の

降伏順序を原則として柱あるいは梁の降伏，プレースの降伏ついでプレ

ースの座屈となるよう に設計し ，プレースの実長細長比もω以下として

いるため ，降伏による大きな剛性の低下はプレース の降伏によって起乙

り，さ らに降伏後の顕著な耐力低下は座屈によるほど大きくないため ，

弾性限強度はプレ ース の降伏で評価し ，その後の岡11性は耐力の低下のな

いものと考え ，第 2 分枝問11性は零としている。減衰については ，明確な

指針は見当たらないが，本計画の場合，住戸ユニットの接合部群および

住戸ユニ ッ トと構造骨組との談合部などがあるため ，それらによる減衰

効果を含めて ，内部粘性減衰として 3 96を用いている。

(b)  下部構造の復元力特性と減衰盃

下部構造の復元力特性の評価法は種々考えられるが，乙乙では地盤が

杭打設によって改良された等方等質な半無限弾性体と考え . Gr ound 

Compl i ance の概念より ， 等価な御l性 と減衰量を評価している。なお

復元力特性は弾性と仮定している。

( 3 ) 各構造物系モデルの固有周期

ヌド構法では ，主耐震要素は鉄骨であるが，住宅という性格上 コンクリ

ート 壁量が多く ，重量が相対的に大きい。よって ，通常の鉄骨剛節 トラ

ス構造としては多少周期が長くなっている。

桁行方向 張問方向( 単位 sec)

14F 1. 37 1. 53 

19 F  1. 76 2. 11 

24F  2.25 2. 42 

29F  2. 58 2. 73 

( 4) 応答結果

応答結果はすべて設計条件の許容値以内におさまっている。ただ，乙

のようなメガストラクチャ ーで各階に質点を設けた結果 ，桁行方向 ，張

間方向 ともトラス梁階の応答が極度に小さく ， トラス柱階の中間部が大

きい応答を示し ，その分布ICバラツキが見られる 。乙の現象は ，乙の種

構造形態を採用するかぎりさけられない乙とであるが，応答分布の一様

化という点で若干の考慮が必要であろうし，モデル化との問題を含め

て，今後検討すべき点であると考えている。さらに ，乙のような高居住

宅はその構成上，と もすれば，建物の幅11 : : 対する高さの比が大きくなり

がちで，乙のため水平荷重による軸力が予想以上に大きくなり ，引 張力

が生じる場合もあり ，また，風による振動に対 しでも ，多少留意する必

要が生じて ζ ょう。

6. お わ り に

新しい形態の構造形式を試みる場合，設計の段階ですべての点が明解

になる場合は少なく ，どちらかといえば，不明確な部分がの乙るであろ

う。乙の場合 ， 乙の Ｕ ｾ ＱＰ ＹＶ 程度の未知 ｦ 立に対する技術者の適切な判断

が新 しいアプ ローチ に対する ，すべての成否をにぎっているといっても

過言であるまい。また. 1∞ % の自信があった としても ， さらに慎重な

理論的検討と実験などによる追認を行い，その結果を率直に判断し得る

ゆとりと，改良すべき点についてはいつでもいさぎよし とする心構え

が，先駆的構造技術者のとるべき態度であろうと考えられる。

さらに ，乙のような工業化工法がややもすると建設コストの低廉，工

期の短縮 ，工法の簡単化のみが強調され，その他の乙とが多少なおざり

にされがちになる場合もあるが，構造設計という点からは ，とのような

ととはあくまでも恨手段である" との観点に立ち ，構造設計本来の目的

を見あやまる乙とのないよう心がけるべきであろう 。

また ，乙 のような新しい構法を実施にうっす際には，構造設計関係者

の技術だけで全うできない要素も多く ，乙の計画の建設にたずさわるす

べての人々の誠意と其撃な協力によってのみ ，意図した成果が発揮され

るであろう ζ とは疑いのないと乙ろである。

最後に ，乙の計画の設計に関係、した人々に誌上をもって謝: 立を表しま

す 。 ( ひ さ と く としはる 限竹中工務応大阪本后綾針蔀都長補佐 ・工博)
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高層プレハプ住宅の構造設計のケーススタデ ィ2

高層住宅から超高層住宅までを包括する HP C工法システム

軟弱地盤をも克服した総合技術-

斎 田 和 男

は じ め に

多くの人間生活の基本的な場である都市住宅 IL対する要請は ， i高間

化J i高密度化」および「工業化J による，良質安価にして性能の良い

ものの大i i J : 供給である。

乙のような社会的要請を受けて ，われわれは K S 工法を完成してお

り，乙のシステム工法による実績はすでに 5，∞o戸を越え，しかも数多

くのパリエイションも開発保有している。

乙の H 形鋼と P C 板の組み合わせ IL よる安定した工法を基本にした，

大都市近郊の大規模な敷地に適用するために ，さらに発展展開させたケ

ーススタディとしての ，今回の芦屋浜計画について ，構造設計を担当す

る機会が与えられたので，その概要を紹介する。

計 画 概 要

芦屋浜計画のテ ーマは ， i高層化J i高密度化J i工業化J という都

市住宅に対する社会的要議そのものであり ，さらに対象敷地での与条件

を加え ，種々の価値基準を多角的 Iζ 検討したのが今回のケ ーススタディ

である。

われわれの計画における基本理念は ，H P C工法を基! C ，機能の高度

化をさらに追求するととであり ，具体的には，すべての住椋を通じて設
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備スペ ースを機能限定空間として小梁付 P C 床板の活用により住戸の中

央に置く ，すべての居室が直接外気に面し，かっプライパシ ーとフレキ

シビリティが確保される ，セ ンタ ーコア システムとした。( 図一 1)  

全体配置の概要と代表的住戸の基準階平面を写真および図- 2， 3， 

4 に示すが，ポイントタワーとして民間住糠に適用した超高層住棟は ，

本計画のシンボルタワ ーとしてだけではなく ，将来の市街地再開発にも

適用できるものである 。

構 造 計 画

構造計画上のテ ー7 は，海岸を埋立てて造成される軟弱地盤地区に ，工

業化工法による安定した品質の高間集合住宅群を建設する乙 とである 。

表- 1 各棟の計画概要

型 (名称)

公営 6 0 m'  公 社 7 0  ri1'  公 団 7 0  m'  公 団 8 5  m'  

民 間

タ イ プ タ イ プ タ イ プ タ イ プ

住宅の種類 2  D  K  3  L  D  K  3  L  D  K  3  L  D  K  

メ‘ / ネ y 卜

3  L  D  K  

F  数 6  0  2  5  8  8  9  9  4  6  1  6  5  2  8  

f商 造 H ' P ' C  H ' P ' C  H ' P ' C  H. P . C H . P. C  

F皆 数 1  5  1  5  1  5  1  5  3  4  

イ士 よ 標 準 仕 上 同 左 同 左 同 左 特 殊 仕 上

プラント形式 現 場 工 場 同 左 同 左 同 左 同 左

戸当り延面積 69 . 17 m'  80. 03 m'  78. 91 m'  94. 37 m'  127. 63 m'  

w 専 用 面 積 44 . 825 m'  52. 536 m'  52 .536 m'  66. 445  m'  102. 944m'  

高居集合住宅では住戸はどのような計画に対しでも丞本的K 同じであ

り，通風 ・採光を考えると片廊下型の配置となるのが普通で，その奥行

き長さもおのずから限度が生ずる 。

ζ れを構造計画の面から考えると， 15- 20階程度では H/ B が 4 - 5

で安定しているが，30階程度になると H/ B が 6 - 7 となって建物の外

1JI 1]I ζ は大きな引き抜き力が生ずる乙とになる 。 (図- 5)  

そ乙で各種の条件を勘案した結果，普遍性の高い公共住棟を 15 階建

IC，比較的価格の制限の少ない民間住練は建物計画上の工夫による安定

性確保を基K 34階建にする乙ととした。

15- 20階程度

_8] 
i = 4 - 5  

30階程度

図- 5 形状の特徴

i = 6~7  
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図 - 6 高層住棟の骨組概要

高居住棟は ，正三角形の エレ ベーターコアを境として 120 度屈折した

住線部を持つ細長い平面形で計画されているので，カの流れが複雑にな

るエレベーターコアと住線部は基菌室部分を除き，エキスパンションジョ

イン卜を用いて骨組を切り離し，明解な構造とした。( 図- 6 )

H 形鋼で構成され経由成形材料による乾式耐火被覆を施される骨組

は，桁行方向を純鉄骨ラーメン構造とし，梁間方向は鉄骨プレースを内

蔵する大型 P C 板を用いた独立耐震壁構造となっている 。

共用部分として使用される l 階は ，両方向ともに H 形鋼を軸にする鉄

骨鉄筋 コンクリ ート 造のラ ーメン構造で必要な剛性を確保し ，空間を自

由に利用できるようにした。

x  x  x  

超高居住棟は平面形がY 型で ，3 ウイングの住棟と中心の エレ ベータ

ーコア から檎成されているが，総合的な検討の結果としてロッキング lζ

対する有利さを重視して一体構造とし ，3 ウイングの構造要素は各ウイ

ンクともまったく同じに配置し ，構造要素の対称性 lζ 考慮を払った。

(図- 7)

柱 ・梁は H 形鋼で構成され，外部の耐火被叡は耐久性を考えて P C部品

で組立て内部は軽量成形材料を使用した。

架橋方式は桁行方向が純鉄骨ラ ーメ ン構造であり ，梁間方向 が鉄骨プ

レース入り P C 板耐震墜を持つラ ーメ ン構造である。耐良壁配置計画上

の特徴は ，梁間方向 3 スパンの中央のみを耐力壁として扱い ，両外部側

のスパンは自由に変形できる非耐力壁として計画した乙とで，乙れによ

って住戸面積の拡大に応じられるフレ キシビリティ ，大変形時I乙居室部

分の墜にクラックが発生しない心理的安全性を確保すると同時に ，構造

要素の対称配置によって不確定要素の侵入をなくしている 。さらに最上

階では柱軸方向変形による屋根面の折れ線状変形を防ぎ，防水性能 K 障

害が発生するのを阻止している 。

建物がスレンダーで地下室がないために生ずる胸部の力学的 ・経済的

不利さは ，そえ柱的な外観を持つ関脚フレームを用いて補っている。関

側部分は平均的な H/ B を小さくし外柱軸方向力の増加を阻止するほ

か，逆努断力作用 11 : : よって下層部分の変形と応力を低くおさえる効果が

ある 。さらに ，開脚K よって梁間方向の基礎幅が大きくなる ζ とは ，ロ

ッキング抵抗も大きくなって有利である 。

耐 震壁配置図

H  

95 . 350 

図- 7 超高層住棟の骨組概要
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図- 8砂

地盤および地業

の概要

図- 9 P C板耐震壁

地中部分については ，地盤改良とくい地業がテ ーマである。

計画敷地が砂による埋立地であり ， しか もその下部に海底粘土屈をは

さむ厚い軟弱地盤というととを考A 慮して ，地盤沈下 11 : ともなう敷地の不

同洗下や地震| 時の砂の液状化に対して ，パイプロコンポ ーザー工法によ

る地盤改良を行う乙ととした。

くい地業は，建物の規模により支持地盤! L 対する評価を行うととも

に，くい自体の横抵抗能力 ・施工性 ・工期 ・価格を検討した結果とし

て ， 高層住棟 Ｑ ＱＺは鋼管ぐいを ， 超高層住事 ｾｉｃ は大型掘削機を用いたリパ

ースサ ーキュレイション工法による大口径欽筋コンクリ ート ぐいを用い

る乙とに決定した。( 図- 8)

図- 10 P  C板耐震壁 ( 2連ブレ ース) の荷重変形曲線

究と多くの施工実績を持つプレース2 連配置のものを高居住棟に用い ，

乙の成果から今回考案したプレース単独配置のものを超高居住棟に採用

する乙 とにし， 乙れまでの実験結果を基にその復元カ特性を定めた。

(図- 9，10)  

日構 架構の応力や剛性の算定は ，ラーメン部材を線材に耐震壁を X

型プレ ース11: 置換し ，柱軸方向変形やパネノレゾーンの到断変形は必要に

応じて加え ，剛床条件のもとに行った。

固 有 値

本計画における高居住棟の自由振動時の固有周期は，ロッキングとス

エイを考慮した場合 lζ ，公団住宅( 一般〉棟の場合

T  1  =  1. 55sec， T  2  = 0.  58sec. . ' …・・・桁行方向

T l = 1. 18sec ， T 2= 0. 44sec ...... . スパン方向

構造計画の妥当性 ・安全性を確認、 ・証明する構造解析では ，解析条件

の決定や構造物のモデJ レ化およびそれに伴う計算方法の選択がポイント

であり，本計画においてもとれらの取り扱いについては各種の検討を行

い，その方針を定めた。

解析条件

地盤. 地盤・沈下や液状化対策としてパイプロコンポ ーザー工法を用い

る乙とで，地質もそれに応じて向上するので液状化現象の発生は考えな

いが，長期間にわたって影響を生ずるくいとのネガティブフリクション

は存在するととにした。

くい. くい耐力の決定は ，先端の地盤支持力や浮力 ・自重および材料

強度のほかに ，土とくいのフリクションも含めて行った。

すなわち ，静的な下向き荷重に対しては海底粘土居から上部はネガテ

ィブ11 : ，それ以下はポジティブに働くとし ，地震時の動的な状態ではす

べてのフリクションはくいの変形に抵抗するように働くものとした。

スェイに対しては ，鋼管ぐいは C hang の理論による単ぐい状の動き

をするものとし，超高層住械の大口径鉄筋 コン

クリ ート ぐいはその配置状況から全部が中間の

土も含めて一体となって動くとして ，周辺地盤

の速成も考慮して評価した。

ロッキングについては， 剛な地中梁に頭部で

剛接する群ぐいが土との全摩擦力によってくい

ｾ方向力に抵抗する ， 多柱一周ラ ー メンの回転

剛性として評価した。

P C床板 : P C床板の平面的連続性は ，乙れ

までの実験等によって接合状態が良好であれば

実用上支障のない乙とが証明されているが，さ

らに実状に合った予備解析を行い，今回のケー

スでの接合状況や架構配置も加えて総合判断

し，剛床とした。

耐震壁 : X 型の鉄板プレ ースを内蔵する P C

板耐震壁は， K S工法において十分な実験的研

構 造 解 析

である。

超高層住棟では，その形状か らくる特殊性によって，各ウイングの短辺

方向と長辺方向で固有周期とモ ー ドに特性の違いが生ずると考えられた

が，骨組配置や部材選択に工夫をする乙とで解決され全架構を剛床で結

3次モード

1.0  0.5 - 0. 5 1. 0  - 1. 0  

34 
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構造解析一覧表蜜高層住棟は公団住宅〈一般〉の場合を示す。

高 屠 住 f車

基 地栗諮式

独立基畏耐圧スラプ厚 3∞mm

基礎票寸法桁行方向 日5m，; I . om 

喧

スパン方向 0.5 〆1. 4

禍

抗 鋪 菅 杭 o1219.2X  16  

造 基礎 構造

o  1016.0X  16 

骨組形式

鉄骨量

住{ 車部桁行万向純ラーメン揖童

スハン方向 l 踏 ラーメン噛量

極 別

2i 首以上桧立耐震呈構重

王 耐震 皇
スハン方向 鉄骨7 レース内蔵PC! l耐震呈

そ のｾ

鉄骨 甥方ｾ ｈ 形 錦町一語ピ Ｉ ｾトア ッ Ｗ

体 性・軍断面 D 印o 850 

5M50A， 5541 

M 科

柱 H形錨 5M50A，5541 

プレース F  .B 5541  

揖

7 うンジ ;吾撞

開先工場這接ルートギャ γ 7 Omm角1! 45

柱軍接合部

裏1I つり

現場這撞 Jレートギャッ 7 10mm角度80

造
スチールハッキング

ワエブ H. T. B FIOTおよび工場癌撞

庫日5 式

PC極 j皇官床i &. 柔はスタ ッドボルト

床1&.床極1I 語接および誼打ちコンタリート

建物全体での耐震壁白負担平

耐 地 震 力
桁行方向耐震壁 l∞%

スハン方向耐震星紅 L

震 負 担 等

註段計

量上洛 桁行方向 0.65，スハノ方向 0.53 15治)

用曹

最下括 0.23， 
.  

。羽 l指)

筋力

計悟量

骨布FJ 放物' i

露用地震量
El  Centro N5  .  40V 200gal  400gal 

Tall  E W ' 52VII 200gal 400gal 

最大加速度
Porl Island DX 百V 200gal 

質点数

桁行方向スエイのみ考虚 16質点の等価聖断裂

(線形およ U非線形応吾)

置

握勧型

スパン方向 ロッキングスエイ考庫 16質点の等価聖断型

(縁部および非線形応吾)

換

撞

固有 T  1  続行方向 1. 55sec， ̂ハン方向 1.18sec 

動
周賦 T  2  0.58sec， .  

0.44sec 

系 謹元力特性 BI - Lmear 型

減衰定量 内部結性型と L，一主掻動に対 Lh 0.03 

ｾ＠ 入力憧200gal 入力恒400gal

最大居間

桁行方向 1.78cm 
3.51cm 

応

(POrl  Island Dx)  (Tal t) 

変 位

スJ ( ノ方向

0.87cm I. I9cm 

(POrl Island Dx)  (Taft) 

筈 ｾ＠ 入力憧200gal 入力値400gal

桁行方向

0.70 1. 67 

最大盟性事 (POrl Island Dx)  (Tal l ) 

結 スパノ方向

0.57 1. 45 

(POrl Island Dx)  (Tal l ) 

ｾ＠ 入力髄200gal 入力値400gal

転 倒

果

モーメント

桁行方向 略 E告

(基礎底面)

スパン方向

3.35X  10' 7.45XI O'  

(POrl Island Dx)  (Taft )  

翠 高 屠 色 4車

ベ?基韮 耐圧スラブ摩 500mm

基ｾ霊寸法岳万向ＱＺ L  1.5mXO. 4  m 

抗 リパースサーキュレーション工法による大口

1&鉄筋コン7 リート抗 o  23∞ 

。27ω

訣骨造

t日行万向鈍ラーメン揖遺

Z ハノ万向耐震皇入町ラーメ ン構造

スパン万向 鉄骨7、レース内蔵pc i&耐震霊

ｾ＠ ピルト 7 ＧＱＷＧｈ ￯ ｾ 謂

D ω o  800 

5M50A， 5M川A

l! ｈ ｾ ｈ 員 ＵｍＵＰａ

フレス F. B 5541  

フランジ ，喜'l

問先工場這li ルートギャ ッ7 Omm角1! 45

裏1: つ町

現場A，i Jレートギャァ 7 10mm角度印

スチールパ yキンダ

ワヱ 7 H  丁 目 FIIT j;よ U工場培謹

PC!Ii 1喜合床板呈1. 溶接石よ f n，'1 ッドボルトの世間

床!Ii ・庫極1: 培撞』五よび憧i J ちコン7 リート

遺物全停での耐震聖の負担平

34F  46%  

I7F  ＲＶｾ￳＠

IF 64O，o  

連初全梓 0・591 (341量)

連初全拝 0.135 (  2指)

G.i ｾｾ＠ ，望

E  1  Cenl ro N5 .  40V  200gal おOgal

Tall  EW ， 52咽 200gal 400gal 

POrl Island DX ， 75V  200gal 400gal 

周辺地盤の連戚を考虚 Ｑ Ｖ 質点 ｾ Ｔ 質点の並 Ｙ Ｑ ｊ 等価聖断裂

Ｈｬ ｾ形 応答Ｉ

ロyキンダスエイ考虚 36質点の直列曲げ聖断裂

(銭形および非続器応苔)

建物全拝 2.35sec 

建物全停 0.89sec  

B， - L，" ear 型

内部結性型と L . Ｍｾ援動 に対 ｌｨ［ Ｐ Ｎ ＰＳ

地 震 法 名 入力憧200gal 入力値400gal 相当

El  Centro !. 31cm 1.71cm 

Taft ・ 0.85cm 1. 55cm 

POrl Island Dx O. 85cm 1. 6Ocm 

地 震 誼 名 入力植200gal 入力値400gal i担当

El  Cenl ro 1. 10 1.68 

Taft 。位 1.21  

POrl Island 0.79 1.68 

地 震 証 名 入力憧200gal 入力憧400gal 相当

E  1  Cenl ro 2.14X  10'1 '  m 2.83X  10'I 'm 

Tal l  1.12X I0'I ' m 2.19X I0' I'm 

POrl  Island 1 1.20X  10'1 '  m 2.22X  10'1 'm 

合した状態で取り扱えると判断されたので，固

有周期は建物全体として算定した( 図ー11) 。

くいおよび地盤を含めた自由振動時の固有周期

は，T1= 2. 35sec ， T2= 0. 89sec であるが，

静的解析に用いるベイスシァ 一決定には ，建物

の形状とプレファプ構造物の振動非線形特性に

よる周期の伸びを考え ，T1' = 2. 45sec とした。

静的解析

静的解析は ，基礎固定の状態で骨組は耐渓壁

を含めてすべて弾性状態として行い ，くいに関

連する応力分布は基礎底面反カを外力とする多

柱ー厨ラ ーメンの応力分布とし求め ，基礎固定

状態の応力分布と重ね合わせを行った。

耐風性. 建物の耐風安全性を確認する実用的

な計算方法としては，高層建築技術指針等によ

る静的荷重を用いており ，乙の値lζ は風による

各種動的な効果も考慮されている 。

本計画についても各種検討を行った後，上記

指針に基づいて水平荷重を算定した結果，すべ

て地震時水平カより小さいので，骨組の応力等

の検討は省略している 。

耐展性 : 各建物のベイスシァ ー係数 ( C n) は，

建物の一次固有周期 ( T l ) を2まにして ，次式

CB= 生33

1' 1  

によって求め ，さらに各種検討を勘案して各階

の分布形を決定した。

設計明断力が作用したときの各階の居間変位

はすべてーl一以内で，柱 ・梁はi J l l i 性範囲内にあ

150 

り， P C板耐震壁も大部分が降伏点以下にある。

乙のときのくいの引き抜きに関しては ，高層

住棟では引き抜き力は生ぜず，超高層住棟にお

いても基礎の浮き上がりはない。

動的解析

動的解析では ，基礎とくいおよび周辺地盤を

スエイとロッキ ングのばねを持つ等価な 1質点

1 c 置き換え ，その上部に各階床位置に質量が集

中した ，16質点系および36質点系と した。

乙のときの復元力特性については ，骨組は各

庖の保有耐力 IC達するまでは弾性とし ，P C板

耐震壁は実験結果を用い ，男断変形に対して ，

Bi - Li near 特性を考慮した。

耐風性 : 敷地が海岸にある乙とを考慮して各

建物の動的レスポンスを検討したが，すべて ，

構造的にも人体感覚的にも支障がないととを確

認している。

耐震性 : 近畿 ・神戸地方の過去の地良記録

や，最高渓度期待値に示される統計的資料 IC，

S 波の重複反射や建物系と地盤系の並列連成振

動による応答解析結果を加えて検討した結果と

して ，基礎底面入力で，地動2∞ ヵツレおよび4∞

ガノレ相当の 2 グノレーフ。にわけで行った。

各住棟の動的解析結果を一覧表に示す。

X  ×  ×  

最後lζ ，乙乙に紹介したケ ーススタディは ，

清水建設附を責任企業に伊藤忠商事附 ・川崎重

工業側 ・川崎製鉄側 ・( 附第一勧業銀行 ・岡目立

製作所 ・兵庫県集合住宅建設企業団で構成され

る，企業連合の協力1 c よって行われたものであ

り，多くのメンバ ーの方々の共同の成果である

乙とを記して概要紹介を終わる 。

〈 さ い だ か ず お 清 水建設郎建築設計本都)
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高層 プレハプ住宅の構造設計のケーススタデ ィ 3

高層住宅の工業化システムと構造設計

尾 路 義 一

戦後，中層壁式構造より出発したわが国のアパート は，その旺盛な需

要と ，労務事情の悪化，とくに熟練技術者の不足，安定した品質の確保

などの要因にささえられ，中居壁式プレハブ構造による量産化， さら

に，用地難，土地の高度利用 ，フ。レハプによる高層化への技術面での解

決などにより，高層 H P C構造へと発展してきた。

1. H P C工 法による高層住宅の一 例

乙の一住戸の単位は，桁行 6. 6m. 張間方向 1O. l mで. 11階建で，構

造形式は，経済性，施工性，耐火，遮音そしてもっとも重要な耐震性を

考えて決定されている 。一方向リプ付 P C床板. P C壁板が用いられ，

梁，伎は . H形鋼を用い ，梁はプレキャスト，柱は現場コンクリー卜打

とされている 。耐震機構としては ，張間方向は ，戸境E置を利用して鉄骨

F Bのプレースを内蔵した P C壁，桁行方向はH 形鏑を内蔵した S R C

のプレキャスト 梁とS R Cの現場打の柱からなるラーメンで，乙れらの

耐震設計は ，建築基準法で定められた震度法で設計され，振動応答によ

って安全性を検討されている 。

・耐 震 壁

耐震壁の詳細は . F ig- 2  !ζ 示すどとくで，梁位置にT 形鋼，鉄骨プ

レースとして平鍋を壁 IC直角方向を F Bの長辺としている 。一般K は. .  

F Bの長手方向と壁面とは，平行となっている 。ζ の場合，平鋼プレー

スと ，柱の接合部近くで局部座屈を生じる 。そ れを防止するため . F B  

の長手方向を直角方向としている 。そ して筋違の形としては . V字形を

なしており ，ζ れは ，3 点は一平面を決定する原則 1(. 基ついておる 。上

側 2 点，すなわち柱との取合，星童相互の取合はハイテンポーノレト締め ，

下側の 1点は現場で: の逃げを考えて現場熔接となっている。乙れらは，

施工性を考えて決定された。乙の場合壁のせん断耐力の評価は ，平鋼プ

レースの断面強さのみで設計される。 9 - 25m m厚さの平鍋プレースは，

コンクリート壁の座屈阻止効果により ，接合部で・の局部座屈を除いて，

圧縮，引張とも有効とされる 。最終耐力は ，鉄骨と . R C の累加耐力に

4み

n  
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近いと報告されており ，本例の実験結果を F ig- 3 1(. 示すが，設計耐力

に対して，最終耐力は十分な隔たりを持ち安全である乙とを示している。

また ，Ai 童のせん断を ，上階より下階に伝達する下側の現場溶接につい

ては， ζ の工法の現場管理の一ポイントであり ，溶接検査として，超音

波探傷によってチェックされた。

・桁行方向ラー メン

桁行方向の梁は . H形鋼内蔵の S R C造 P C梁で，柱への接合部は，

鉄骨造でハイテンポーJ レト締めとして，確実 iζ 接合されている 。柱は，

乙の接合部を含む構造となっていて . H形鋼のせいと ，コ ンクリ ー卜 断

面のせいの比は，一般の S R C構造と比べて小さい。乙の場合，一般に

行われている S R Cの規準式，j 尽力日終局耐力式，理論式についてチェッ

クしたのが， Fi g- 6 である 。柱は，現場打の S R C造で，施工の難易，

P C板の製作誤差の吸収. l虚音性の向上などの効果を上げている。

. H P C構造設計の要点、

中居 P C構造の工業化システムを基盤とした H P C工法は ，その製作

方法において ，中居 P C工法と同じで，ただ異なる点は ，張関方向の耐

反要業 lζ は，平鍋プレースを ，桁行方向の梁，柱lζ H 形鋼を内蔵せるラ

ーメン方式て、あるととである 。 したがって，その構造設計は，中間の場

合と同様に ，①怠匠 ・設備との早期調整により ，製作図を早く工場iζ 洗

すとと ，②現場湯重計画，運搬を考えて . P C単体を決定する ζ と，③

製作および. 現場での施工性を十分考慮する乙と. G ) 確実な応力伝達が可

能となるような構造ディテールを考案する ζ となど，まったく同じであ

るが，中層と異なり ，①部材が大型化している点，②床板は，スパンの

長い一方向板であり ，バルコニー，廊下側の桁行方向梁に載った床板と ，

銭みの相違など，思わぬ伏兵1(. 遭遇する 。現在，製作精度と ，現場での

逃げの相関関係も追跡中である 。

また耐震設計についても ，先の F ig- 3. F ig- 6  I r . 示すどとく ，設

計応力は，最終耐力κ 対して十分小さく ，地辰応答により ，加速度が増

隠されても ，安全性が確保されなければならない。
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Fi gー 1 H P C 工法説明図
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2. 芦屋浜高層住宅プロジェクト 「大 林 グ ル ー プ」案

建設省，兵庫県，芦屋市，日本住宅公団，兵庫県住宅供給公社，( 財)

日本建築センター主催により，工業化システムによる高居住宅の提案競

技が実施され，I大林クループ」もとれに応募し ，入選第 3 位 とな った。

以下乙れについて説明する 。

I O G P S J  ( 大林グリッドプランニンクシス テム〉は ，9∞m mまた

は， 1， α) ( ) mmを l Uとして ，4 U， 5 U， 6 Uのグリッ ドを種々組合

わせ，変化l C 富んだ住戸プランを形成するシステムで，低 ・中居住宅か

ら，高層住宅，超高居住宅まで幅広い対応をめざすもので、，いろいろな

グリッドの組合わせにより，数多くの住戸，住棟パタ ーンが考えられる 。

本提案では，今回の計画条件に適合する 4 種類を選び，( E 4， F 4， F 5)  

タイプを公営 ( 14F ) ，公社 ( 14F ) ，公団 (20F ) に採用し ， ( G6)  

タイプを民間 ( 30F) に採用した。乙の I O G P S J の特徴として，

・住線形式のバリエ ーションが可能

・種々の異なる形状の敷地，自然条件に適合

. 高層住宅の函一的イメ ージの打破

・多i傑な家族構成lζ 対応できる住戸形式のコンビネ ーシヨンが可能

高層住宅芦屋浜プロジェク卜 「大林グループ」案

婚体組立

完7 図

スパイラルフープ
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ー

Fi g - 8  
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- 豊かな共有空間の配置とその動線

・日照，採光が十分保証された形，質とも新しい住戸空間

. 躯体から内装lζ 至る一貫した工業化が可能

・新しい気泡コンクリート大型 P C部材の開発と建物の経由化

. 高層化lζ 対応する十分な安全設計

・地域暖房，給湯方式の採用

- 其空集塵方式の採用

などがあげられる。

・構造計画

I O G P S J の多種多様な要望に対応する平面計画，工業化生産，さ

らに乙の芦屋浜地域の軟弱地盤などの条件を満足するととを構造計画の

基本とした。

まず，①新しい材料，気泡コンクリ ート 大型板( アスカライ ト⑧〉を

開発し，② ζ の材料と鉄骨プレースを組合わせる乙とにより ，すぐれた

耐浜要素を開発，③乙の耐震要素と ，鉄骨フレームと の組合わせにより，

軽量で，適度の剛性と十分な靭性をもっ立体構造を形成するととができ

た。高層建築構造の基本として，車E五iで，適度の剛性，ねばり強さが要
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求されるが，本提案の気泡 コンクリ ート 大型板，鉄骨プレース ・フレー

ムを基調とした本構法は，乙れらの要求を満足し，建築計画に自由性と，

多様性をもっグリッドプランシステムを実現する 乙とを可能とした。

公営 ・公社 ( 14F ) 公団 (20F ) は，新開発の耐震要素とラ ーメンの

併用 ，民間 (30F ) は，純ラ ーメン架構で，とくに柱は各グリッドのコ

ーナ ーに多数配置され，全階にわたって同一寸法の小さな断面である 。

乙れは，乙の地域の軟弱地屈の上部砂質地盤をしめ固め液状化を防 ぐ目

的も兼ねた多数の杭とと もに ，建物の荷重を支持地盤に平均約に伝え ，

不同tt 下の防止に役立つている 。

・気泡コンクリート大型板

新しい材料 ・気泡 コンクリ ー ト大型板は，一般の A L C板の持つ特長，

すなわち ，軽量で ，断熱 ・耐火の点ですぐれているほか，高温高圧蒸気

養生の必要がなく ，大型板の製造が可能で，乙れにより壁の l グリッド

1パ才、 J レの原則が守られ，建物の軽量化，ひいては，短体工事費の軽減

が図られ，壁のジョイント箇所の大幅減少 ・簡略化により ，遮音性，施

工性が著しく高め られた。

・耐震壁

鉄骨プレースを内蔵した気泡 コンクリ ー ト大型板の耐震要素は . %模

型の予備実験. % 模型のくり返し載荷の実験によって数々の利点が確認

8 れた。すなわち ，気泡 コンク リー卜 壁板それ自身の剛性は非常に小さ

し耐震要素全体の問11性は ，鉄骨プレースのみの岡11性とほとんどー変わら

ない。乙 の場合，気泡コンクリ ー トは，圧縮側プレースの座屈止め効果

があり ，圧縮 ・引張両方向のプレースが，その降伏点近辺まで有効に働

き，圧縮側が座屈後も ，その耐力が急減する乙とはなかった。壁板内の

きれつは，全面』ζ 網状に発生し ，その幅も小さく ，通常の コンクリ ート

のどとく ，集中的な大きなきれつは生じない。乙れは気泡 コンクリ ー ト

の強度および、剛性が小さいため ，鉄骨との接触部分でどく小さな局部破

壊を起乙して，鉄骨の変形を吸収するためと思われる 。とくに変形性状

がよく ，部材角 R =功。 の変形時でも コンクリ ート の長1I 落は生じず，と

くに非耐力壁にあっては. % 。までの追随性を示した。

・主体構造

梁は，ビJ レドア ップH 形鋼で，気泡 コンクリー卜で耐火被覆されてい

る。床は，サイ卜工場製作の軽:!TI: P C 板で 1 グリッド 1 パネノレを原則

とし ，床板の継目をへらし，建物の水平剛性を高めている。また本提

では，鉄骨柱，壁仮，梁，床板の建込み後，柱のコンクリ ー卜 を現場打

とするウエットジョイント方式を採用している 。乙れは ，先に述べた壁

板の変形追随性の高さか ら，壁材周辺に ，隙間，あるいはクッシ ョン材

等を用いる工法をとらなくとも ，じか打で，建物の剛性を高めることな

く，また地震時の大変形にも二次部材が，損傷をうけない乙とが判明し

たからである 。乙の結果. P C板の製作公差，建方公差を容易に吸収し ，

その生産性を高め ，構造的には ，柱を S R C造として設計する乙とで，

鋼材量の節約を図り ，経済性が高められた。

基礎については . 0  P  - 20.0- 32.  Omの上部洪積の第一支持庖 . 0  P  

- 40.  0- 48. Omの中部洪積の第二支持層が考えられ，いずれも N値40-

50以上であるが，第一支持層の厨厚は . 4 m程度で，大口径杭や，鋼管

杭のように一本当たりの耐力の大きな杭lζ 対して十分とはいえないが，

本提案のように，荷重が分散， 平均化さ れた場合工学的{ζ 十分な支持崩

と考えられ，杭として小口径の群杭を考え ，φ450. L  = 30mの P C パ

イルの打込杭を採用した。建物の柱間隔が比較的小さく ，建物の直下全

体に多数の杭を密に配置する乙とによって， 荷重の平均化が図られ，砂

局地質の液状化，地盤洗下の問題に対しても有利に作用し ，基礎工事 {ζ

大きな経済的効果が得られた。

・耐震設計

耐震設計は「高層建築技術指針」にしたがうとともに本競技設計で提

示された「耐震設計条件」にしたがっている 。すなわち「上部構造の耐

震 設 計 四 い る ベースシヤ ー係数 C叫 ん= ザ ( T は l 次固有周期

J 単位秒) により算定し，その上限値を0. 33. 下限値を0.11 とする 。な

表- 1 各タイプの固有周期

MODE L - I  ( 14F )  MOD E L  - 11 ( 20F )  MOD E L 一日1(30F )

C A S E  DI R 

l 次 2 次 3 次 l 次 2 次 3 次 l 次 2 次 3 次

X  

1. 365 0. 441 0 .252 1.808 0. 591 0. 334 

(  1.365)  (0.504)  (0. 315)  (  1. 808)  ( 0. 666)  (0. 411 )  

2. 949 0 .985 0. 565 

基礎国定

(2.949)  (  1.051)  (0. 651 )  

1. 210 0 .401  0.210  1. 815 0. 544 0. 306 

Y  

(  1. 210)  ( 0. 418)  (0 .219)  (  1. 819)  (0. 681)  (0. 432)  

ロyキンクe

X  

1.392 0. 464 0. 284 1. 845 0.606 0. 354  

(  1. 392)  (0. 516)  (0. 329)  (  1. 845)  (0.618)  (0. 422)  

(3. 033)  (  1. 064)  (0. 659)  

スウェイ Y  

1. 329  0.421 0. 216 1. 925 0.568 0. 335 

(  1.329)  (0.490)  (0.306)  (  1. 929)  ( 0. 100)  (0. 445)  

X  1.343  0. 439 0. 211 1. 181  0. 594 0. 338 

達 成 系

3. 115 1.004 0. 511 

Y  1.254 0. 401 0. 208 1. 191 0. 544 0. 306 

表- 2.1 O. 2G弾性応答の最大値一覧表

MOD E L - 1  ( 14F )  MOD E L  11 ( 20F )  MODE L  111 ( 30F )  

項目 解 析 樋 別

地震波 .. 主 {亙 地震; 宝 主主 値 1i!! ; M  ; i  ｾ＠

基 礎 固 定 ( x )  
K  14. 86 民 18. 01 E  43. 31 

最

( y )  
K  12. 46 K  18.91  

大

( X )  K  11. 44 V、 21. 56 E  42. 65  

，且R  

位

ロッキングスウz イ ( y ・)
K  13. 65 K  25. 49 

( 伺}
開 ( X ) 23. 95 26. 00 50.60 

設 Z十

( y )  20. 44 21. 83 

最 基 妥 固 定 ( X )  
K  1. 31 K  1. 30 

、久 1. 90  

大

( y )  K  1. 31 K  1. 33 

居

( X )  K  1. 13 K  1. 64 ト、 2 血

間 ロyキングスウェイ ( y )  

K  2. 26 ド 1.11 

変

位:

用 ( X ) 1. 85 
1. 55 2. 07  

(cm)  
2主 2十

( y )  2. 0日 1.68 

転
基 碇 固 定 ( X )  

K  26310. 0 K  
34922.0 E  88314.0 

倒

( y )  E  25603. 0 、よ 33442.0 

モ

( X )  K  28114. 0 ;、 39362. 0 E  90915.0 

メ

ロyキングスワェイ ( y )  

K  21963.0  K  39689. 0 

. /  

ト

用 ( X )
44168 .0 52698.0  113438.9  

( ，. m)  Z主 at 
( y )  44168. 0 52698.0 

基 安

( x )  置よ階
K  日 783 K  

0. 522 E  0.377 

母下踏 K  0. 189 K  0. 120 0. 091  

層

( y )  母上階
K  0. 711 E  

0. 538 

固 定

震下m K  0. 151 K  0. 111 

!lJ 

ロッキ
( x )  最よ陥

K  1. 073 K  0. 814 K  0.587 

断 最下階 9く 0. 231 K  日 158 0. 133  

ング

力

スウェイ

( y )  鐙よ階
K  1. 165 K  

0. 774 

母下階 K  0. 251 K  0. 151 

係

0. 415 

( X )  愚上階
1. 000 0.450 

数

置下階 0. 245 0. 180 
0. 112 

設計周

( y )  母上階
1.000 0. 450 

置下階 0. 245  日 180

表- 2. 2 O. 4G弾塑性応答の最大値一覧表

MODE L  1  ( 14F )  MO DE L  11( 20F )  MODE L  1II ( 30F )  

項目 解 析 櫨 別

地震波 量主 f直 地震波 主主 値 地震波 E主 f唖

最 基 礎 固 定 ( x )  
K  25. 86 K  35. 51 K  77.20 

大

( y )  
E  23. 39 K  37. 68 

相" ' -

( X )  K  28. 49 K  39. 21 E  80.99 

位 ロッ千ングスウェイ ( y )  

E  22.66 K  43.93 

最 基 碇 固 定 ( X )  
K  

2. 63 
K  3. 21 E  4.86 

大 変
( y )  K  3. 09 K  4. 09 

層 位

間 ( X )  K  
2. 84 

K  
4. 05 

E  4. 61  

( cm)  
ロγ キングスウェイ ( y )  

K  3. 48 K  4. 16 

転 モ

基 安 固 定 ( X )  
K  

48415.0  

込 62506. 0 E  143695.0  

倒 l
( y )  

E  
45931. 0 

κ  59125.0  

メ

. /  

( X )  K  

41877. 0 

62646.0  135126. 0 
ト

κ  E  

(， .m)  

ロッキングスウェイ ( y )  

E  
43531. 0 

K  60140.0  

基 礎 固 定 ( X )  
K  

1. 23 

K  1. 92 K  2.18  
最

大
( y )  K  

1. 61 

K  2. 05 

塑

性 ( X )  K  
¥.41 }、 2. 31 

E  
2.31  

率
ロッキンデスウヱイ ( y )  

K  1. 94  K  2. 36 

( 経) E  :  E L  C E NT R O K  ・K OB E J I - 5  
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υ8 ・1也盤系モデル 岡 地盤ー杭ー建物系モデル

Fi g - g  地盤系およひ・地盤一杭一建物系モデル化説明図

C.  

0. 3 

• F OR  DE S I GN 

。E L - C E NT R O NS  

.. K OBE  JI - S  E W  

- 一基礎固定

一一一 口 y キングスウェイ

0. 2 

0.1 

r， 

Fi g- 10 

お，乙の条件に対して ，ロ ッキングを含む最大居間変位を部材角にして

l f t 50 ラジアン以内とし ，かっ ，主要骨組は ，ほぼ弾性範囲内 ，壁には大

きなひびわれを生じないよう設計するものとする」 という条件であり ，

他 1( ，動的解析に用いる地震動の波形として， 2 つ以上を採用する乙と

が条件づけられている。入力地震動として ，建設場所の常時微動や ，地

震観測を行い ，比較的類似したスペクトノレ特性をもった地震波を ，過去

の記録から選び出し仮想、地震入力とするととが行われており ，それらを

考慮して，① K OB  E  J I - S  485E W，② E L ーC E N  T R O  1940 

S ，の2 波を設計用入力地震波として採用した。

建物j の各タイプの固有周期を表- 1 に示し ，0. 2G弾性応答および0. 4

G弾塑性応答の最大応答品を表- 2 1( 示す。

また ，地震時に建物を支持する地盤と杭が建物の応答におよぼす影響

は大きく ，と くに芦屋浜のような軟弱地盤の場合には無視できない。乙

の地盤一杭一建物の相互作用問題は，最近とくに注目を集めている 。乙

の問題の解決lζ は種々の方式があるが， P E N Z I E N などの方法に

より ，地盤一杭一建物をおのおの等価な集中質量1 ( 置換して ，それらを

パネとダッシュポットで結ぶというもので (Fi g- g 参照) ，理論的に

導き出された有効質量 ・相互ノてネを用いて，等価質点置換により ，従来

通りの手法で解析し得るもので ，解析の結果 ，; t : 提案のように ，非常に

多くの杭を密に打設した場合，地盤 ・杭の建物1 ( 対する影響度は小さく ，

36 
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ロッキング ・スェイを考慮した場合と余り変わらない乙とが分かった 。

乙の乙とは ，また ，本提案 I( 採用した基礎形式が軟弱地盤に対して有効

であったといえる。

Fi g- 10は，Cs = 0.33/ T 式と各タイプの解析結果を対比させた図で

あり ，14 F ， 20F ， 30F の各タイプの固有周期は純鉄骨造と同じとして

よく ，また Fi g- 11 1ζ は，鉄骨ブレ ース 内蔵の耐渓要素の地辰力分担比

率 ，分担せん断力を図表化した 。乙れによって ，計画当初 ，建物の一次

回有周期を推定し ，つぎにベ ースシャ ー係数，せん断力 ，X Y両方向の

耐震要素の枚数が概算され，平面計画の資料となる。

また (14F ) タイプと (20F ) タイプの平面形は，類似であるが，表- 2

でわかるどとく ，固有周期の相違により ，ベースシャ ー係数が， ( 14 F )  

の方が相当大幅I( 大きく ，また住戸面積が ( 14F ) の方が小さい関係も

あって ，単位建築面積当たりの鉄骨，鉄筋 コンクリ ー ト置などは ，ほと

んど同じであり ，杭本数K てはむしろ ( 14F ) の方が多くなっている。

以上説明 したどとく，乙の工業化工法による芦屋浜プ ロジェク トに お

いて ，新材料，すなわち気泡コンクリート大型板を開発し ，そのすぐれ

た性能を発揮させるととと ，今までの蓄積された P C プレハブの技術を

最大限K 利用する乙とによって ，14階以上30階の高居プレハブ住宅シス

テムが可能となったのである 。

-15 

• 
. 10 

• 

50 100%  

( おじ ぎいち 阪大林組本盾建築本部設計部主査)



高層プレハブ住宅の構造設計のケーススタディ 4

高層住宅汎用鉄骨フレームシステム

図- 3 . 2 I R S フレームは壁梅遣の考え方で成り立っているものであるから ，x方向，

輸送局トレーラー Y 方向に必要な壁量が得られれば， 平面形a 断面形に種々 のバリエーシヨンが

仮設道路 可能である。

レーン用レール

S  2. 構 造 シ ス テ ム の 概 要

住環境の居住空間を造る構造システムは ，グロ ーパJ レなシステムミッ

シヨンに沿って ，徹底した工業化 ，産業化を目ざして研究開発された。

とのためにまず主要な構造部材の索材の選定に 当たって，鉄とコンク

リート の上記目的 IC対する可能性をあらゆる面から検討した結果，一連

の生産行為すなわち ，成形，切断，削孔，切削，接合等においてコンク

リート よりは扱いが簡便でいわゆるマスプロダクトに基づく工業化手法

lζ 合致している乙とか ら，主要構造材料は鉄骨造とした。

鋼構造のピ J レディングフレームにおける現状は ，超高居ピノレフレーム

として H 形鋼による ー述のシステムが完備しつつあるとはいえ，素材lζ

対する付加価値は おお よそ 300 5ちであり ，わが国においてはきわめて良

質で安価な鋼材を生産 しているにもかかわらず，鉄筋コンクリ ート 造あ

るいは鉄骨鉄筋 コンクリート造に対して ，コ ストの点でのピハインドを

まぬがれ得ない状況である 。芦屋浜プロジェク トに際して ，提案の主旨

に沿って現状打破するために ，高層住宅用の汎用性の高いしかも良質で

安価なビ J レフレ ームをサプライするべく，骨組を徹底してブレ ークダウ

ンし ，構造部材として無性格な ものにする乙とによって ，f立産化，オー

プン部材化を目ざして開発設計された。 フレ ームシステムはとの無性格

な部品を集積構成してゆく乙とによって構造計画に沿った耐力要素とし

ての性格づけがなされてゆく 。 乙の意味で I R S と呼称している 。

川 合 広 樹

は じ め に

先般，建設省ほかの主催で行われた工業化工法による芦屋浜高厨住宅

競技設計に際しての住友関連の企業グループの提案による高居住宅のた

めのト ータJ レなシステム ，S A P システム 〔住友 ( S ) 芦屋浜 ( A ) プロ

ジェクト ( p ) ) の概要を，構造システムを中心 IC，以下IC説明する 。

妻壁パヰル

レール走行クレーン

床パヰル(居室床)

サニタリーユニ ット

内装 γ ステムパック

関口ユニ ット

] 階段ユニ y ト

ー床パヰ J レ(設備コアー)

[.I R S堅フレーム

図- 1 タワー型 (SAP L - 90A， B型) 住棟一矯法の図解

s1. S A P シ ス テ ム の 概 要

S A P システムは 4 つの基本システム，すなわち ，S A P環境システ

ム， S A P生産 システム， S A P情報システムから構成され，企画か ら

設計生産運営に至る住宅のシステムライフサイク J レの全領域にわたって

住環境の工業化手法による関連産業のシステム化を目ざしている 。住環

境システムは ，住戸住棟のレベノレて・は形状階数などの制約がなく，多様

な要求に対して完全な適応性を有しなが ら部品レベルでは共通皮が高

く，量産化オ ープン化を目ざす ものである。

構造システムは構法システム

として上記システム目的に沿 っ

て共通部品の柱梁の組み合せに

よる集積効果を利用した耐力壁

( I  R S ) を採用し ，生産 シス

テムは部品レベルでは固定工場

で大量生産を，最終揚重ユニッ

トは現場工場で少量多種情報集

約型の組立生産方式として ，情

報システムは企画 ，設計，工 場 図- 2

での多量の情報を迅速に処理管理できるよう ，S A P住環境システムを

グロ ーパノレにネットワ ークコントロ ールする。

-i litも曜E
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図- 4 I R S システム概念図

1  :  I NTEGRA T E D 

R: RAHME N 

S  :  SYSTEM 

ｾ＠ 3. 1  R  S の特徴

乙の構造システムは表一 1 P: : 示すように ， 1  R S壁体と床パネルで-構

成される 。

. I R S壁体

壁体は図- 5 1 ( . 示すように二枚の単材のプレ ー トと2∞m mX 2∞m m

の角柱1 ( . よって構成される 。

二枚のプレ ー トは ，梁として各局ごとに配されて ，床ノマネノレの荷重を

支持するとともに ，柱と協働してラ ーメン架橋を作る。梁材をプレ ー ト

単材としているのは加工工数を減少させる乙と ，またフ ランジを付ける

乙とによって壁体の厚さを厚くして構造による テヘノ ドスペース増大し

て，居住空間の有効率がおちないよう考慮したためである 。壁体は各局

ごとに接合されるから ，柱 と柱を各層で効率よくジ ョイン トするために

ホールインジョイントと呼ばれる鋳鋼による特殊なジョイントを開発し

た ( 写真一 1 ) 。乙のジョイントは柱に存在する ，曲げ，せん断，軸力

を母材と同等の耐力で伝達されるよう設計されている 。

乙の壁体の力学的特性を列挙すると ，

• 1  R  S による構造計画は ，数本の柱を ]; 本の柱 として計画する乙とに

よって ，巨視的にもラ ーメン架橋として計画する場合と ，前述のように

巨視的には壁体と考えて計画する場合とがある 。

- 同一シス テムで平家から 30 階程度までをカパーできるが，200mmX  

2∞m mの柱材では最小 t ω mm，最大2，71∞m m程度に配置した方が有

効と恩われるので，低層のものはプレ キャス トコ ンクリ ー トの柱を考え

ている 。

・梁材の曲げ剛性は柱の曲げ同l性に比べ極端に高いので柱は柱頭柱腕で

の固定度が著しく高く ，各層のE重体の変形はせん断変形が卓越する。fこだ
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図- 6

し速隠の壁体としては柱の伸縮による全体曲げ変形が大きくなるので，

乙れを是正するために図- 6に示すように柱を配置すると有効である 0

・乙の壁体は節点数の非常に多いラ ーメン架構であり ，とくに高層のも

のは巨視的には連続体K 近く ，非開体領域における復元カ特性はなだら

かな安定したものとなる。

・架構としての崩壊モー ドは柱材の曲げ降伏であり ，梁材は架構の耐力

リミット状態で・も一部の応力集中を除いて曲げせん断ともに低応力状態

にある。

ｾ＠ 4.  床 パネ ル の 特 徴

床パネ J レは ， 1 ベイ l パネノレに計画されて ，30- 50nf の大型ノマネ J レlζ

現場キャラバンプラントで製作される( 図- 7 ) 。

パネルは一種の‘ ンステム床パネ J レで，配管 ，ダクトを内包する( 図-

8  ) 。遮音防災のための区画用床としての コンクリ ー ト部分はパネルの

下端に配し， (居住用床は鉄骨耐火被覆の小梁の上に巳型鋼根太と 1 5 mm

厚のベニヤ板 !Cよってセットされる。 コンクリ ー トを下端 tc配したの

で，鉄骨小梁の弾性援みを利用して コンクリ ート lζ 若干のプレストレス

を導入する 。

l 製作ライン

罰 務 慰 理 法 沼 人橋型クレーン

強ｴ，Ｇ［Ｇ［ Ｂι とｾＮ［Ｚ組問 j よ

c ! : 三三三三三三三L O - = 三 三= _ O 卓 ξ 玉三三三三言L 凶 五 e?5VJ SS5 ' : ! : :  c' l .  

清掃・枠組 ・都l髭済吹付鉄筋・メッシュ組込 鉄骨組込接合 コンクリ ート打殺

。

下地 養生シート

" ヰ J レ- - - 一一ーー- 、、
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脱 型 揚 霊 床下地パヰ J レ張 養 生 湿式吹付岩鴻箆エ

図- 7 床パネル製作のフロー図

ｾ＠ 5.  構造 コストについて

乙のシステムの部品は同一長さ同一サイズのボックス柱，プレ ー ト単

材の梁，鋳鋼ジョイントであり ，少品種多12・生産のメリットを十分生か

して工場生産される。また部品は互換性が高いので需要動向 K 応じた ，

計画生産が可能 となる 。一般的 K 大量生産の原則 K 基づけば，生産性の

効率化に要す る固定資の製品単価に対しての寄与率は ロッ トの大きさに

応じて低下してゆくからその mi n- ma x な効果を十分に生かして ，部品

の品質の安定 とコスト ダウンを計ってゆく乙とができる。

I R S 壁体は ，乙れら部品のアセンブJ レであり ，住空間の多様な要求

K応じて ，いわゆる多品種少量生産の段階へ移行する。乙の段階では ，

受注，設計，生産管理lζ 対する情報 コント ロー J レを円滑に行う乙とによ

り生産性を上げる乙とができる 。現在の建築鉄骨のプ ライスは ，紫材質

の約 3 倍であり ，乙の点では知識集約型の産業でありながら ，その内情

は労働集約型 となっている。乙の点において乙のシステムは工業化手法

に基づき ，その改善を目ざしている。

ｾ＠ 6.  工 法 上 の 特徴

乙のシステムの工法上の特徴は ，壁体，床パネ J レとも大型パネルであ

り，最終部位の揚重重E は 6 - 8' になるよう計画され，場重実紡E容が

高い。建方は箱体部位だけでなく，関口部ユニット ，サニタリ ーユニッ

ト ， 内装ノｾＮＯクもあわせて場宣される。組み立ては各層どとに完結し ，

名工種の錯綜がないように配慮されている。

壁および床それぞれのパネルの接合は ，前述のホ ールインジ ョイン

ト，高カボル ト，また床パネルと壁ノマ才、 J レは ，無収縮性モ J レタ J レの充填

によって効率良く行われる。

王下1三 唱-

ｾ＠ 7. そ の 他

I R S 壁体の居間ジョイント ICは鋳鋼による特殊ジョイントを使用し

ているため ，鉄骨の製作にはかなり厳しい精度が要求される。乙のため

に角柱には コー J レドソ ーによる精密切断を ，鋳鋼ジョイントと角管の溶

接 K は固定治具による完全自動溶接を ，また壁体の組立てには精密な固

定治具を使用する( 図- 10) 。

角柱の製作は 2 カ所溶接 ，4 カ所溶接のビ J レトアップまた 2 カ所溶接

の場合，プレスベンデイングによる溝型鏑を使用する場合と ，特殊ロ ー

J レにより等厚溝型鋼をロー J レする場合など種々考えられるが，最も能率

よく市場性のある方法で製作するよう今後の開発が期待される。乙の構

造システムは従来の鉄骨生産のシステムの範囲からもう一歩前進させる

ととを願っており ，今後の実験および試行建設を通じて，より完全なも

のへ発展させてゆきたい。

比A 材料ストック ー 色目栢伺守相ーに

重工不 → 長 ｾｾＺ］ ＭＭ 6eY5J →三学

4441 Ff 主
。γ 一一- l T i

一一一→
壁鉄骨洛接

検 査

製 造 荷 造 養 生

ストッタ

出 荷

図- 10 1  R  S 壁 フレーム製作ライ ンの フロー

( かわあい ひろき J < I ( 目建設計東京本社構造部)
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高層プレハプ住宅の構造設計のケーススタディ 5

特殊耐震壁を用いた高層プレハブ住宅

樫 原 章 雄

1 . ま え が き

屯算機の利用普及とあいまって，建築技術の最近の進歩は大都市のあ

ち乙ちに超高層ビノレを出現させるほどにめざましいものがある。高層住

宅についても同様で，高所での居住性やエネノレギ一関係を含む安全性な

ど人間エ学的な面での問題とか，地盤関係などの一部に未解決な部門を

残してはいるものの ，設計と施工両面のみどとな一体化が現在での切実

なニーズである省力化，省資材化，省エネ J レギー化への技術開発を次々

に開花させている 。たとえば，住宅生産の工業化工法やプレハプ工法で

あり，さらには品産化へとつながるものといえる。そのなかのーっとし

て， H P C構法システムはすでに試行段階を経て今日，高居住宅プレハ

プ工法としての地歩をようやく定着したかの感がある。しかし ，建築に

おけるプレハプ化の目的が，現場作業での非能率部分をできるだけ少な

くする乙とであるとすれば，H P C構法を単に構造体のプレハプ化とし

て認識するまえに ，構造体以外の建築各部のプレハブ化をも意図した上

での構造集約化システムとしてとらえる必要があろう。

乙乙に紹介する構造設計例は，鴻池組が乙の認識の上に立って ，低

から超高庖に至る一連の工業化住宅工法として関発を進めている K H S

シリーズの一つである20階建H P C住宅 ( K H S - H- 20) であり ，乙

れに用いた特殊耐震壁の変形性能実験値は30階建以上の超高層への適用

を可能とする数値を示している 。

2.  建 築 概 要 と構 造 計 画

2- 1  建築概要

乞往 年ｾ形式スラプタイプ ， 2居スキップ中廊下， 1  棟240戸

階 数 20階建

高 さ 軒 高 G L + 55.600m 

最高 G  L + 60.40 0 m 

住戸形式メゾネット 3 L D K  

面 積 建 築 面 積 1. 420. 67 rrf 

延床面積 26，316. 09nf  

2- 2  構造計画の方針

(1) 床および壁は耐火，遮音，断熱や施工性を考えて P C板を使用する

が，そのコンクリ ー 卜と鉄骨とは特殊工法によって応力上絶縁する。ま

た，柱や梁の耐火被覆も コン クリ ートの硬さや脆さの影響が主架構にお

よぶ乙とのないよう考慮した。したがって架構は純粋な鉄骨構造となる

ので靭性が高まるとともに ，品質や強度のバラツキが少なくなって信頼

性の在日い建物となる。また架構応力の流れを壁P C板 lζ 伝えないから ，

大地震l侍にも墜にひび割れが発生するのを防ぐ乙とになる。

(2) 高居住宅では通常桁行方向 IC : は筋違や耐震墜をとり難いのでラ ーメ

ン構造とする場合が多く，したがって地震時の庖間変位が大きくなって

居住性や施工性などに問題が残る 。また部分的に筋違や耐震壁を偏在さ

せると応力が集中したり，建物の摂れなどを生じるので好ましくない。

40 l主築と社会/ 1974年 8 月号

当建物J では平面計画時において，スパン ，桁行両方向ともに図ー し 図

- 2のように筋迭をバランスよく配置させる乙とによって，水平力の大

部分を負担させる乙とにした。一般に筋違っき架橋はラ ーメン構造に較

べて変形は小さいが，もし予想外の大地震が起乙って降伏点応力を超え

て塑性変形域に入ったときに ，繰り返し荷重によってどんな挙動をする

か，あるいは筋違が圧縮座屈した後の性状がどうなるかについてはいま

だ解明されておらず不安が残るので，乙れに対しては大きな架構変形E

まで座屈しないような特殊耐震壁を考案し ，実験研究を行ってその性能

を確認した上で設計に採用した。その結果，各部材応力が軽減され，か

つ府間変位の小さい建物とする乙とができた。また鉄骨梁成も非常に小

さくなったので，階高 も中居住宅なみの2. 70mとする乙とができた。

(3) 基礎は不同詑下を防ぐために全体を剛な基礎梁でつないで一階床と

ともに一体のものとしたが，上部構造はエレベ ータースパン左右の住戸

部分を筋違および大梁を剛接合してそれぞれ l ユニ ットの独立した剛な

プロックとし ，中央のエレベータースパンは単にその聞をつなぐ述絡部

として水平荷重を分担させない構造とした。それによって ，住棟配置の

バリエ ーション K 順応する乙とができ ，また桁行方向の全長が適度の長

さになるので施工歪や誤差の集積などを吸収しやすくな った。
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3. 構 造 設 計 と 振 動 解 析

3- 1  構造設計

構造概要は表- 1 1ζ 示す どと く，鉄骨骨組と軽量 コンクリ ー 卜のP C

板のみで構成 され，基礎 と 1 階床を除い て地上部分からはいっさい現場

コンク リー ト打ちをなく した。 したがって地上部分の単位重量は積載荷

重を含み 0. 715 t/  nf と軽量化 されている。接合部詳細を図ー 3 に示す。

表- 1 構造概要

uま 礎

2.骨 組 形 式

3. 柱 梁 断 面

鋼管杭地業，鉄筋 コンク リー ト造，独立 フーチング基礎

純鉄骨造 ， I平鍋プ レースJ +  I ラーメン構造」

柱 H 形鋼 4∞X 4∞ シリ ーズ，S M50A ， S  S 41  

材料 Ｈ ｾ∞ ｘ Ｓ ∞ Ｉ＠
3∞X 2∞ 

シ リー ズ，S M5 0 A， S  S 41  

4. 柱梁接合部 柱梁とも

ウ エ プ 高カボJ レト 摩 擦接合

フラ ンジ 現場突合せ可溶接

5.床 0 人工軽量 コンク リー ト ( 比重 1. 6) P  C 板

0 居室部分は 5.5mスパンの逆 リブ付大型 P C板

。1階床は現場打普通 コンクリ ー ト造

6. 非耐力皇室

7. 耐 火 被 覆

g  

F  

人工軽量 コンクリ ー トP C板

石綿吹付

現場突合せ洛接

qk ノ. 亘亘j事接 合 ? ? 附

、、¥

"  ' . 白

"  " 哲 Zに 5

rf t - IGX I80  

恒生旦ポ生土

5，5叩 2

図- 3 張関方向詳細図

3- 2  地震応答解析結果

解析に用いた地震波は，

E L- Cen tro  '40N S  (0.  33  G  )  

T aft '52 E W (0. 16G )  

Osaka  205 '6 3 E W (0. 015G )  

で，表- 2 1ζ 解析条件を示す。

表- 2 解析条件

| 振動モデル i 剛 性 入 力 | 復元力特性 | 基礎条件 |段大加速度 l 備 考

弾 性 解 析

20質点

国 定 0. 2 G  

ホ J<E T A は

曲 げせん断型

リ ク Ll near  
マ ト ッ ス スウェイ のみ

部 塑 性解』斤

20質点

パネ常数 Tri - Li near  国 定 0. 45G 

せん断型

.  ロッキ γ グロ γ キング ・ 20質点 剛性

Li near  0. 2 G  

スウェイ解軒 幽げせん断型 マトリッ タス スウェイ

解析の結果は ，建物の l 次固有周期は基礎固定の場合，張問方向 1. 45 

秒 ，けた行方向 上29秒である。そのほか，耐力 ，変形 ともに初期の目標

が満足されており ，当建物が十分に安全であるととが確認された。

耐良性能の主な値はつぎの通りである。

(1)  弾性限度

プレースの降伏点応力時に相当する地渓の大きさお よび変形量は ，

地動最大加速度 0. 28 G  ( ロッキング ・スウェ イ考慮の場合は0. 2G )

最大居間変位 ii =  1. 0cm 

部材角 = 3，7X  10-
3  

rad= 1/270 ( ロッキング ・スウ

ェイ 考慮の場合 ii = 1. 51cm 部材角 = 1/ 180)

(2) 地震最大加速度0. 45G の超大型地震時K は，

最大居間変位 。= 3. 38cm 

部材角 = 12. 5 X 1O-
3
rad= 1/80 

最大塑性率 μ = 2，8  

なお ，耐震プレ ースの実験結果では最大変形部材角は ，

R max与 25X  10-
3
rad  

であり ，上記応答値の約 2倍の粘り強さを示 している。

4. 特 殊 耐 震 壁 の 説 明

4- 1  可主主性について

(1)  P  C壁板中に打 ち込む平鍋プレ ース1<:: ，あらかじめ特殊塗料を塗布

してコンク リー トと の付着力を遮断し ，プレ ースlζ 取h力がかかった場合

にP C板中 を軸方向に自由に伸縮滑動ができるようにする。

(2)  P  C板周 囲の鉄骨柱，梁 との間K 所要幅の空隙を設け ，架構が水平

力を受けて変形 した場合に ，図- 4のごとく P C板が架構面内において

回転できる ようにする 。

乙の場合 ，けた行方向の X 型プレ ースは両プレ ースの交角を 90
0

とす

る。

以上二つの工作によって ，つぎのような構造特長を発揮すると とがで

きる。

a )  P  C板 コンクリ ート の硬さや脆さの影響が鉄骨に伝わらないので，

主架橋は純鉄骨構造とみなし得る。

b ) 一方 P C板には ，鉄骨・架構から殉断力や曲げ応力なと、が{云わらない

ので地震時にも コンクリ ート にひびわれが生じない。

4- 2  補強方法

乙の場合最も重要な乙とは ，塑性域における大きな架構変形時までい

かに平鍋の菌外座屈を防止するかという乙 とであるが，各種の補強法に

よる模型実験の結果lζ 基づき ，つぎの方法を採用した。

(1)  通常の壁配筋のみでは平鋼プレ ー スが圧縮力を受けてｾ性変形域 ｩζ

入る と，面外 1<:: はらみ出そうとする力が働いてその押圧力により被覆 コ

ンクリ ー トが局部男断破域を起乙してプレ ースが圧縮座屈す る。乙れを

防ぐ方法として図- 5のように ，プレ ースの全長にわたって 4本の主筋

D16 を沿わせ ，それにスパイ ラルフ ープ 9 ゆ@5 0 ( 端部) ｾ Ｙφ｀ ＷＵ＠

( 中央部) を巻きつける。乙うすることによって塑性変形域に入っても

かなりの領域までキレツが発生せず，また微細なひびわれが生 じて後も

なお大きな変形詰まで耐力を持続する乙とが実験でわかった。

スパン方向

図- 4 架橋 ・プレースと P C板の挙動

国一 5

1孟厚

片プレ ースの場合 150

( スパノ方向 )

両 プ レ スの場合200

(桁 方 向 )
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(2) プレースの両端は P C板から露出しており ，座屈拘束がなくなるの

で，乙の部分には補強鋼板を溶接添加する。それによって，

a ) 両端部の面外座屈を防止する。

b ) 梁への突き合わせ溶接断面積が倍増するので，繰り返し荷重による

溶接部の疲労破壊を防止する。

c ) プレ ースの一般部が塑性域に入っても ，両端郎は断面積が大きいの

で最後まで弾性域に留まる。

なお，補強板の内端部 lζ は緩衝材をプレースに貼付し，プレースが圧縮

滑動したときに補強板の内端でコンクリ ー卜 を圧域しないようにする 。

(3)  プレースの突出する P C板の隅部には溝型鋼の補強金物を定着し

て. P C板の縁辺が苦手l裂するのを防ぐ。溝型鋼のウ エブには ，プレース

が滑動できる大きさの貫通孔をあけてプレースを通す。

4- 3  以上の通りであるが平鍋プレースとP C板との関係、を要約する

と，

(1)  P  C板にはプレースの座屈拘束以外の架構応力を負担させないし ，

またかからないよう K する。

(2) 平鋼プレースを上記の補強を施した丈夫な鞘で包むこ とで，プレー

スに大きな圧縮力がかかった場合でも ，戦方向には塑性域まで大きく

縮むが圧縮座屈は起乙さない。

(3) それによって平鍋プレースは圧縮 . 51張とも同じだけの応力を分担
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することができ ，大地震時の繰り返し荷重による大きな架橋変形に対

しでも最後まで有効にはたらく 。

4- 4  耐震皇室の実験

開発lζ 当たっては鴻池組技術研究所にて基礎実験を行った後，小型模

型による壁体実験および‘ 大型模型実験を京都大学防災研究所にて行い ，

その成果は昨年度の日本建築学会仙台大会において発表したので，乙乙

では大型模型実験による 加力一一変位曲線を図- 6 . 7に示すのみにと

どめ詳細な説明を省略する。

5. む す び

以上述べたように K HS- H- 20は 『付着力を絶縁した平鋼プレース

を内蔵する可回転式耐震壁』というきわめて変形性能のすぐれた特殊耐

震壁を開発し得た乙とで，構造歩掛りも少なくなり ，コストもおおむね

期待値以内 K 収める乙とができたし ，さら』ζ 乙れを用いて30階以上の高

周をも指向し得る見透しを得る ζ とができた。

これらはひとえに， 動的解析についてと教示を賜った京都大学小堀教

授ならびに耐震壁実験に際して，終始熱心にど指導を戴いた若林教授お

よび中村，森野両助手をはじめ ，協力をお願いした社内外の方々のカに

よるところが大きく ，紙上をかりで心から謝意を表します。

( かたぎはら あやお 限鴻池組取締役 ・技術研究所次長)
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H 形鋼の柱はり接合部

について

南 宏 一

H 形鋼で構成される骨組架構κ 地震力 ，ある

いは風荷重なと、の水平力が作用した場合，柱は

り接合部ICは，柱およびはり部材の逆対称曲げ

モー メン トの作用により ，きわめて，大きなせ

ん断力が生じる。通常の ，H形鋼を用いた柱は

り俵合部の設計では，乙のせん断力 IC対して，

接合部パネルiζ 何らかのせん断補強を行う乙と

が必要となる場合が多い。

柱はり接合部パネ J レのせん断補強法の主なも

のとしてダイア コe ナルスチフナを用いる方法

と，図 11 C 示すようにダブラ ープレート ( 添板)

を用いる方法とがあるが，前者は ，2方向のは

りが取りつく場合は，きわめて困難な施工が要

求され，ほとんど用いるととができないので，

後者が採用される場合が多い。乙の場合，ダブ

ラープレート の周辺を溶接で埋め，突き合わせ

溶接の形にするのが，最も効率の良い補強法と

考えられるが，柱幅が狭い場合iζ は，施工が困

難なため ，ダプラ ープレート の周辺をすみ肉溶

接とし ，すみ肉の脚長が，H形鋼のフィレット

先端にかぶらないように溶接するか，さらにダ

プラ ープレート の大きさを小さくして，脚長先

端をフィレッ卜部より離して四周をすみ肉溶接

する乙とが考ーえられる。しかし ，乙のような場

合，接合部パネ J レの周辺1( ，板厚が薄い部分が

生じ ，局部的な過度の塑性変形を生じて十分な

補強効果が発揮できない乙とが考えられる。

図 2は，乙れらの詳細の相異lζ よって，接合

部パネルの剛性耐力が，どう変化するのかを実

験した結果である。

縦軸は ，無補強ウエ 7' パネ J レの降伏荷重で無

次元化したせん断力 o Qy を，機軸は，無補強ウ

ェプパネルの，降伏せん断変形角 o"(y で無次元

化したせん断ひずみ角を表す。図 2 1C示される

ように ，無補強パネノレの試験体A 11C対して，

何らかの形で補強した試験体A 2 - A 6 では，

玄 bi 百社 )J Ｉｾ重大している ζ とがわかる。

いま ，乙の耐力の増加は ，ダブラ ープレー ト

による附加耐力によって寄与されるものとし，

その値を /( ' f}. r γ V f}. ( 乙乙で，V d は，ダブラ

ープレート の体積，d T官はダブラ ープレー トの

降伏せん断応力度) として，各試験体の補強効

果率K を求めた結果を ，図 3 1 C 示す。図 3 にお

いて，縦軸は，補強効果率K を，横軸は，無補強

パネ J レの降伏せん断変形角 o"(v で無次元化した

せん断ひずみ角を表す。図 3 より，ほぼK の下

限値として，つき合わせ溶接の場合は /( = 1 と

なり ，すみ肉溶接の場合は [( = 0. 8 の値を示す。

そ乙で，上記の実験結果より ，ダブラ ープレ

。

。Oy

2.0  

一卜を用いた柱はり接合部の設計式として，

ハー上ハ F  ｍ ， Ｋ￲ ｍＲ 一一一三一ｾ ＼二 ｾ ＧｯＨ 1  + J (c甲) ムム

v吉

ただし ，/( = 1. 0  突き合わせ溶接

/( = 0. 8  すみ肉溶接

が考えられる。

乙乙で ，c←= 」弁与( 図 1四を参捌照凶 V日o戸〆= 1

〉hB hんl c ( ウエフ，'/ノパマネ Jルレの体積) ，Va =1ωd  dB dcο  

で吋ありい，TJ可戸=J先と( 仰向 ウh エプかノパ岬守オネ恥μ、，J VルレのOF 値，

F.、d タダ，ブブF ラ一プレ一ト のF 値〉である。 bM"

L M
2は，左右のはり曲げモーメント ，cQ "  c Q2 

は，上 ・下の柱のせん断力をそれぞれ表す。な

お，td の値としては ，両面にダブラ ープレート

を設けた場合 ，2 枚の板の厚さの和とし ，突き

合わせ溶接の場合は ，db=ho. dc =hc とする。

上式によって得られたせん断降伏耐力 Q y と

各試験体の実験曲線の関係を図 4 1 C 示す。縦軸

は，上式によって得られたせん断降伏耐力で無

次元化された値である。

各試験体の降伏耐力は ，荷重変形曲線がほぼ

折れ曲がるあたりにきている乙とが示され，上

式は，妥当な設計耐力を与えるととがわかる。

H 形鋼で構成される柱はり接合部の問題点の

ーっとして，さらに ，柱の作用軸力と ，接合部

のせん断耐力の関係があげられるが，その問題

は，5] lj の機会にゆずるとして，本論では ，ダプ

ラープレートを用いた柱はり接合部の取り扱い

について，一つの試みを述べた。実際の設計上

の一助になれば幸いである。

( みなみ ζ ういち 大阪工業大学建築学科 ・講師〉

o  5  10 15  2 0 γ 1'
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a-a  Sect i on 図 2 作用せん断力と接合部パネルせん断変形の関係

図 1 接合部の形状と寸法
Q  

1. 5トQy

K  

。
5  10 15 20 7/ .η  

図 3 補強効果率
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図 4 ダブラープ レー トで補強された接合部パネルの降伏せん断耐力
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屋外照明における夜間

の光公害

岡 田 圭 司

われわれが夜一歩外に出れば，ビ j レの窓々か

らの光，商庖のウイン ド照明はい うに及ばず，

一般街路照明，高速道路照明 ，各種看板灯から

うるさいほど点滅するネオンサイン ，さらには

往来する自動車のヘッ ドライトの光c ，と全く

光の洪水である。光は文明をもたらし ，文明は

光を要求司る 。

乙ζ 11 : : 乙れら屋外照明を分類するならば，つ

ぎのように分けられよう。

1 防犯照明 防犯灯，街路灯

2. 交通照明

3. 作業照明

ハイウ ェイ灯，踏切灯

埠頭 ・屋外作業場の照明灯

4. スポーツ照明 野球場，競技場，コツレフ練

習場の照明灯

5. 美観照明 噴水照明 ，建物の溢光照明

6. 広告照明 看板灯，ネオンサイン

乙れらはわれわれ人間生活を安全に ，快適に

そして豊かにするものには違いないが，それぞ

れの用途に適した照度 と照明手法が考慮されな

ければ，いたずらに光の氾濫11 : 終始して，やが

ては今世間で喧しくいわれている公害五悪( 大

気汚染，水質汚濁，騒音，振動，地盤沈下) に

名を連ねる乙とにもなりかねないと恩われる。

現に良作物の生育面に及ぼす影響や漁獲水域の

変移や交通機関操縦者の視覚妨害といった乙と

を耳にする 。必要な個所には有効適切に使い ，

不必要な個所には使用を制限するといった良識

規制も必要となってくるのではなかろうか。

以上一般的に述べたが，以下われわれ建築設

備業者が段も関係ある住宅区域の屋外照明につ

いて簡単K 触れてゆく乙ととしたい。

現在は職住分離の時代であり ，住宅は都市を

中心としてどんと、ん周辺に拡がって，いわゆる

ベッドタウンを構成している 。乙乙はわれわれ

の唯一の憩いの場所であって，夜は ぐっすり寝

るという躯利が最優先されるべき場所である。

しかるに ，そのなかに高速道路が通り ，近くに

はコツレフ練習場やボーリ ング場ができたりし

て，ハイウ ェイ灯や投光照明灯の光でにより附

近住民が悩まされるとすれば，すでに一つの公

害といえるのではなかろうか。照明の函から乙

れら不快感を与える要素を分類すれば，っき.の

44 建築と社会1974年/ 8月号

三つにしぼられる 。 といったような手段を検討する必要がある 。

l グレア 野球場のナイタ ー照明 ，ゴルフ 演色性とは

練習場の照明などいわゆる投光照明で附 物体の色が光源の光によって変化して見える4

近住民にまぶしさを感じさせるもの。

2 照 度 街路灯の光が窓から寝室 lζ 洩

れ，住民の陸自民lζ 支障をきたすもの。

3 演色性 ナトリウム灯による演色性の低

下により顔色が悪くなり ，人に不快感を

与えるもの。

乙れらについて今少し註釈を加えるならば，

グレア ( まぶ しさ) とは

グレアとは照明の質のいろいろな要素のなか

でものの見えやすさとも関係し ，最も重要なも

ので不快グレアと不能グレアの二者があげられ

る。前者は太陽直射光下での読誕のようなもの

で人間の視野のなかに高すぎる締度のものや，

強すぎる輝度比のものがあると ，不快感を与

え，自 に疲労を感じさせるもの ，すなわち心理

的なものをいい，後者は夜間自動車のヘッドラ

イトの光をまともに自に受けたときのように，

不快感も著しいが一瞬ものがよく見えなくする

ようなもの，すなわち生理的なものをいう 。

前記の場合，乙れを防ぐには，

①投光器を指向させない。

②投光器 ICJ レーパーをつけ不必要な方向の光

をカットする。

③コツレフ練習場のような場合には遮光幕を垂

下する 。

とい った方法が考えられる 。

住宅地区の照度としては

住宅地区の照度としては J I S- Z  91 1O! L次表

のように示されている 。

泊 所 |桝 照 度 ( れ タ ス )i 照度範囲( 川 ク ス )

住 宅 地 道 路 2 0- 5. o 1 0- 10 

公倒その他広場 5. 0- 10.0 2. 0- 20 

しかし，集合住宅設計ハンドブック ー集合住宅

設計研究会編ーによると ，実際既成団地におけ

る "ア ンケート" 結果によれば平均照度は 2 ル

ックスを基準とし照度範囲 1. 5- 3. 0) レックス程

度の比較的低い照度が喜ばれているようであ

る。また最近乙れら住民 IC利用されている駐車

場の照度と して も3 - 4) レッ クスくらいとなっ

ている。いずれにしてもやはり安息の居住区と

して落ちついた努閤気，良質の光を望んでいる

ζ とがうかがえる。したがって，防犯灯 ・街路

灯のいずれにしても前記のような障害が起きな

いように設計時点より注意せねばならない。す

なわち ，

l 平面的にも ，立体的にも灯具の設置場所を

検討し，いやしくも乙れら光線が住宅の窓

を通して寝室 11: 入り ，安眠を妨げる ζ との

ないよう注意する。

2 使用灯具の配光特性を充分考慮し ，かっ ，

光源の種類を選定する 。

3. 植樹等によって不要な光を遮る 。

4. 時間帯により調光あるいは滅光する方策を

乙うじる 。

乙とはすでに承知の通りである 。いま数種の光

源、について表すと次表のようである 。乙乙 IC演

色評価数とは色の見え方を評価するもので ，基

準光源、に一致するものを 1∞として，それから

はずれるに従って数値が小さくなる 。乙のと と

は，往時けい光灯照明普及の初期において ，生

鮮食料品や呉服類の売場においてすでに経験さ

れた乙とであり ，各メ ーカーが現在なおいかに

して基準光源に近づけるかと鋭意研究している

問題である 。

光 源
Ra R 9  I  R  

( 平 均) I  Ｈ 赤ｾ ｉ Ｈ がｾＩ
100 

50 

けい光( ラ ンプ

デ ラ ァタス形)

92 85 90 

水 銀 ラ ン プ 1_ 2 5 _ . - 300 
- 28 

け い 光 水 銀 ラ ンプ l 45 - 59 46 

30 

( 高演色形)

91 

| 高一 ウ ム ラ ン プ 29 - 170 10 

( 注) ナト リウムラ ンプは演色性が非常 IC思 す ぎて評価でき

ない。

住宅区域においては， R a  ( 平均演色評価数)

がω程度は確保したいととろである 。 したがっ

て，けい光灯20Wの 2 - 3 灯用灯具または白熱

灯具でいずれも乳白グ ロー プで光源の輝度を下

げ，かっ ，上方への不要光を遮蔽した柱状灯具

が適している 。また ，7 . 1 < 銀ランプは緑色をあざ

やかに演色するので樹木 ・芝生の照明に効果が

ある乙とから ，地域内の小公園 ，広場には問機

の配慮をした灯具が適当である 。なお ，ナトリ

ウム系ランプは色彩の判別を要しない場合に

は，ものの凹凸@対比がきわめて明瞭に判別で

きる乙とから ，特殊な目的の道路灯として用い

られる乙と もある 。

以上，住宅地域における外部照明のあり方に

ついて，光板、の三つの要素から簡単に述べてき

たが，乙の観点からわれわれ周辺の住宅団地を

見てみるに ，窓面積の少ない建物北側 IC通路を

とり ，かつ ，南北の棟潤隔を広くとって外部照

明の光が寝室に入り難く配慮されている ζ とが

うかがわれる 。

多くのストレス IC悩まされる現在，唯一の安

息の地としての生活環境をつくると とが肝要で

ある。建物の配置設計と外部照明の設計がとの。

目的のために融合してはじめて理想の住民のた

めの住宅環境が創られるのである。今一度原点

にかえって機能面と環境雰囲気の面より哀撃に

考えを整理する必要があるのではなかろうか。

( おかだ けいじ 大阪;11気暖房側大阪支庖電気部次長〉
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H P C工法とはH形鋼と P C部材を組合わせ

た高層共同住宅用のプレハブ工法の総称、であ

る。構造形式，工法などに多くの極煩があり ，

それに伴ってジョイントも多種多様であって，

それらについて述べる乙とは不可能なので，乙

乙ではその基本的な考え方と ，最近の実施例を

紹介することにする。

1  ) 概 要

H P C工法の部材iζ は，主主，桁方向大梁，戸

境壁，床板， 1懐壁などがあり ，乙れらは相互に

ジョイントで結びつけられている。使用材料別

には ，鉄骨と鉄骨のジョイント，および P C と

P Cのジョイントの 2 つに大別される。鉄骨と

鉄骨のジョイントについては，通常の鉄骨工事

と法本的には同じである が，部材がパネノレ状で・

あるため ，その周辺に沿ってジョイントの数が

多くなる乙と，鉄骨の取付精度がそのまま仕上

，j - 法に影響する乙となどのため，うまく「逃げ」

を設ける必要がある。また P C部材がじゃまに

なって作業性が悪くなり，語草接欠陥や高カボ J レ

トのトルク不足などの原因となりやすいので，

施工前に模型なとによるディテ ールの十分な検

討が必要である。 P C とP Cのジョイン 卜につ

いては「ドライ工法」と「ウ エッ卜工法J 1C.大

男IJ できる。 1ドライ工法」とは ，図ー 1 1ζ 示す

どとく P C部材に予め打ち込まれた金物( プレ

ー ト，アン グJ レ等) を利用して現場溶接にて応

力伝達を計り ，さらに仕上としてモルタノレ充棋

を行う工法である。「ウエット工法」とは図ー 2

1ζ 示すどとく P C部材に設けられた凹凸( コッ

ター) やスタットボル トとコンクリートとのせ

ん断抵抗および鉄筋と コンクリ ー トとの付着カ

を利用したコンクリ ート 充填タイプの接合法で

ある。「ドライ工法」には P C部材製作時に打込

金物のため工数が多くなりかっその精度が要求

される ，溶接の検査が必要である ，溶接熱によ

ってクラックが発生しやすい等の欠点があり ，

一方「ウエット工法」には現場の鉄筋組立が繁

雑である，充駁コンクリ ート の誌が多い ，等の

欠点がある。以上のどとく両工法は一長一短が

あるが，強いていえば目地仕上げが不要である

乙と，強度確保が容易な乙と ，構造的に応力伝

達が連続的 lζ 行われる乙 となどの理由から「ウ

エット工法」の方がより好ましい工法であると

考える。

2  ) 最近の実施例

構造上重要な意味を持つ戸境壁のジョイント

と桁方向ラーメン仕口について ，当社の最近の

施工例を紹介する。

a ) 戸境壁 (図- 3)

戸境整は梁間方向の地震カに対する耐震壁で

あるが，従来は乙のなかに内蔵した銅製プレー

スに強度を負担させるのが常用手法であった。

乙のプレースは，コスト，施工性，強度同l性な

どにいろいろな不合理な面があった。乙乙では

乙のプレースを取りやめ ，純鉄筋コンクリ ー ト

造とし水平せん断力に対しては壁上辺の H 形鋼

IC . 設けたスタッ トジベノレと下辺lζ 設けた コッタ

ーによってシャ ーコネクタ ーを構成し ，垂直せ

ん断力に対しては壁の側面に設けた切欠きおよ

びそのなかのフックと柱コンクリ ー ト( 現場打)

とのかみ 合わせによって応力伝達を行ってい

る。多くの構造実験と施工実絞によって改良を

重ねてきた乙の工法は ，ウエット工法の利点を

最大限に利用した 1例であるといえよう。

b ) 桁方向ラーメン仕口 ( 図- d，)

従来，ほとんどの H P C は桁方向大梁の耐力

を鉄骨にのみ負担させコンクリートは単なる耐

火被誼として設計されてきた。鉄筋を機造耐力

に利用できない主な理由は，その接手の施工性

にあった。図- 4 の例では新しく開発した績置

型カドウエ J レド工法を採用している。乙れは内

面に凹凸を持つスリ ーブに異形鉄筋を婦入し

1) レツボ」内でテ J レミット反応を利用して作っ

た溶融金属を，注入器を用いてスリ ーブと鉄筋

との聞に流し込み充填して接合する工法であっ

て，接合lζ 際して鉄筋材軸方向の伸縮のない乙

と，信頼性が高い乙と，スリ ープが短く施工空間

が狭くてすむ乙となどの条件を備えている。と

れによって鋼材の節減に成功したが，さらに乙

れを純鉄筋 コンクリ ー ト架構にするべく ，f土ロ

の研究を進めている次第である。

( くさかべひ与し

鹿島建設旧〈建築設計本部大阪設計部段計主査〉

図- 1 ドライ工法の例
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l 日 本 践 総 合 試 験 問 り 四 |

創 立10周年記念に よせて

GENERAL BUILDING RESEARCH CORPORATION 

本試験所 ・⑤ 565 吹田市蔵白 台 5 丁目 125 電話/ 大阪 (06)  872- 0391代表

大淀分室 ・⑤ 531 大阪市大淀区長柄西通 2 丁目 35 電話/ 大阪 (06)  351ー 7217

当試験所が，園および地方公共団体からの補 より 150 倍に増大しました。乙れとともに ，施 各方面の約 350 名の方々にど臨席いただき ，さ

さやかな記念式典を聞きました。助金 と建設関係業界からの寄附金により ，各種 設の拡充，試験スタッフの充実も着々と進み，

試験設備を完成し ，試験業務を開始して以来10 いまや西日本随一の施設と頭脳を擁する公的試 今回の試験所報告は ，創立10周年にあたり ，

現在に至るまでの沿革と，当日各界を代表して

頂戴しました前京大総長前回先生の ど祝辞など

をと抜露申し上げ，記念報告といた します。

年の年月が経過しました。当初 ，数名のスタッ 験所となりました。

フで受託していた試験世も ，関係官公庁，業界 創立10周年を迎え ，当所では ，去る 7 月 2 日

の強力など援助と，全試験所員の献身的努力 11:: 大阪太閤園において，日頃お世話になっている

あ い さ つ 理事 長 坂 静 雄

本日は皆様ど多忙中のと乙ろ ，また遠方からもお越し下さいまして誠

にありがとうどざいます。謹んでお礼申し上げます。

かえりみますと ，当試験所が関係方面のど要望によって発足しました

のは ，昭和39年，それから数えて早くも 10年たちました。当初，国およ

び大阪府，大阪市からの補助金と関係業界から多額のど寄付をいただき

まして，昭和40年の 4 月大淀分室を開設，42年12月には本所が完成いた

しまして ，それぞれ業務を始めたのでどざいます。その後，関係方面か

らのど要望もあり ，昭和45年第 2 次施設整備計画をたて，かさねて大阪

府，大阪市に補助金および関係業界からど寄付をいただきま して，昭和

47年の 3 月に待望の 1. ∞Ot on の大型構造物圧縮曲げ試験機を ，また周

年 9 月には音響 ，熱関係試験装置が完成いたしました。只今は ，昭和49

年度の施設整備事業といたしまして ，動風圧試験装置を中心とした施設

の整備を図っていると ζ ろでどざいます。乙れが完成いたしますと ，い

ちだんと試験分野も拡大し新しい需要にお応えする乙とができるものと

確信しております。また ，昭和43年5 月K は，建設省から耐火防火関係

の試験機関 I C 昭和46年12月には通産省から新建材認証制度実施要領11::

基づく試験機関に ，また昭和48年 2 月には建設省から遮音性能試験機関

に，それぞれど指定を受け ，今日では建設，通産両省の共管の下K 西日

本唯一の指定試験織関として広く各方面の負託に応えているわけでどざ

います。おかげさまで

;;; 女，oi

業績は年々進展いたし

まして，わが国建築技

術の向上発展11:: ，また

建設関連産業の健全な

発展 lζ いささか寄与し

岬 瞬. . .  

てまいったと信じてお

ります。乙れひ とえに

関係各位のと協力の賜

と深く感謝いたしてお

ります。今後とも施設

の充実，優秀な技術者

の養成lζ 努力しま して

皆様方のど期待にお応

えしたいと念願してお

ります。将来ともどう

ぞよろしくど支援，乙び

鞭捲のほどお願い申し

あげます。
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日本建築総合試験所が大阪に設立されてから ，早くも 10年の歳月が経

ち，時の流れの速さにはT脅かせられます。乙の総合試験所が創設される

以前には， 各種建築材料の性能試験や乙れ以外に生ずる問題の解決に

は，すべて東京の諸機関のお世話にならなければならなかったのです。

しかし西日本建築界全般の健全な発展のためには，適切な公的試験所

を設置する乙とがまず第ーであるという関係諸方面の声か高まり ，関西

を中心とする業界の方々の非常なお骨折りによって，日本建築総合試験

所が財団法人として生まれたわけであります。創立以来10年の間に ，各

種大型小型の試験装置も整い ，現在すべての点で順調に発展 していると

いう乙とを聞くに及んで・ ，心からお慶び申し上げたいと思います。今後

とも ，西日本で唯一の ζ の試験所を ，依頼試験だけをとなすというので

はなく ，もっと広く研究に類した活動もできるように発展していただき

たいと念願する次第です。関西の大きな経済的基盤の上に立ち ，皆さま

のど協力を得て，ますます立派な試験所となられんととを祈ってお祝い

の言葉とさせていただきます。

( 京都大学前総長一文食 日本建築総合民験所〉

- 当日参会者の方々から頂戴しました感想の一部を紹介させていただき

ます。

竹 内 正 喜

発展 ，躍進を続けておられます貴所が乙のたび輝かしき創立 10周年を

迎えられまして，心から凌祝の窓を表わします012所が常々 ，私ども建

築界の指導的立場にあって，時代に即応した ，また時代の要請に応じた

種々の問題について，啓蒙の努力を惜しまれない姿勢に対し ，私どもは

衷心より感謝しております。貴所が今後，格段の技術振興を私どもにお

導き下さるとともに ，一屈の発展飛躍をお祈りいたします。

( ピーシ一橋架綜式会社 滋賀工場検査課)

山 口 明 光

創立10局年おめでとうどざいます。

私達のように ，充実した研究施設を持たない建材メ ーカ ーにとって，

各種の試験設備と優秀な研究者をそろえられた公的試験所が，大阪にあ

るという乙とは ，新建材の研究，開発において，大きな推進力になって

います。公的機関であるだけに ，私達の憂慮する製品機密の漏洩の心配

もなく安心して試験をおまかせする乙とができます。また試験所員の方

の々愛想、もよく ，デー ターサービスも十分です。今後もどしどし施設を

拡充して，大きく発展していただきたいと願っております。

( オリエンタルメタル担造株式会社技術部研究第 2 課長)



日本建築総合試験所だより 24 .  

{10年のあゆみ〉 .. 
昭和39年 2月 業界が多年嬰望してきた建築 IC関する総合的な試験研究

機関 ，日 本建築総合試験所の設立発起人会を開催

昭和39年 4月 建設大臣の設立許可を受け ，事務所を大阪市東区近畿建

築会館内 IC置き ，試験所開設の第一歩をふみ出す。募金

に若手

昭和40年 4月 本試験所IC先立ち ，工事用材料試験を主とする大淀分室

完成，業務開始

昭和41年 7月 大阪府より ，本試験所建設用地として千里ニュータウン

のー画約 1O.ooonf の分議を受け ，工事着工

昭和42年12月 本所第 1期工事( 管理部門，大型構造物試験部門，材料

試験部門，耐火防火試験部門) 完成，各部門の業務開始

日本建築総合試験所建設のため寄せられた募金額は ，国

及び地方公共団体からの補助金124.850. ( 別 円，関係業界

からの寄附金267. 876. 529円合計392.726.529円lζ 達した

昭和43年 5月 建設省より ，耐火防火関係試験機関に指定され，耐火防

火に関する西日本唯一の指定試験機関となる

日本万国博覧会協会の依頼により ，パビリオン等の構造

等IC対する安全性ICっき諮問に応ずるため ，日本万国博

建築技術指導委員会を設置，同会場建設の一翼を担う

昭和43年 8 月 事務所を現在の本試験所所在地( 吹田市) IC移転

昭和44年 本試験所開設 2 年余にして，受託試験手数料収入は約

80.氏わ.000円IC達し( 前年比4M杉増) 一段と隈進を遂げる

昭和45年 3月 日本万国博覧会会長より会場建設事業の推進に努力し ，

その完成に貢献した故を以て感謝状を受く

昭和何年 4月 本試験所第 2期施設拡充計画実施のため ，第 2 次募金に

着手

昭和45年 5月 大阪府知事より ，産業の発展に寄与した功績により表彰

状を受く

昭和46年12月 通産省より新建材認証制度実施要領に基づく試験機関に

指定さる

昭和47年 1月 本試験所第 2 期試験施設の新増設( 音響試験部門 ，熱試

験部門) 工事着工

昭和47年 3月 1. 000屯大型構造物圧縮曲げ試験機完成，異彩を放つ

昭和47年 8月 通産 ，建設両省の共管となる

昭和47年 9月 本試験所第 2期試験施設の新増設工事完成

本試験所第 2 期施設拡充のため寄せられた募金額は ，地

方公共団体補助金45.α 氾.C削円 ，関係業界からの寄附金

139.610. 0∞円合計184. 610. 0∞円

昭和48年 2月 遮音性能試験K 関 し， 建設省の指定機関 となる

昭和49年 昭和49年度施設整備補助事業として，動風圧試験装置を

中心とした試験施設の整備に着手，目下昭和50年 3 月完

成を目途lζ 努力中

( 百万円)

2001 年 度 別 試験 研 究 等 手 数 料 収 入 実 績 186.6  
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昭和49年 ，受 ・第 2 回 若 い 会員 の集 い

工業化工法による建築

部材生産工場をみる会

( 2 )  

スミ 卜ー ハ ウ ジ ング 小 野 工 場 と

川 崎 重 工 業 加古 川 工 場 見 学

レ ポ ト

移勤コンクリート打段( スミトーハウ ジング)

傾斜テーブルによる脱型 ( スミトーハウジング)

低層住宅 ( 1戸建)モデルハウス建訟中( スミトーハウジング)
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前回の住宅生産工場をみる会に引き続き ，今

回はコンクリ ー ト系住宅の P C版を製作してい

るスミ卜 一 ・ハウジング附小野工場とコンピュ

ーターをフ ルに活用して鉄骨製品を一貫生産し

ている川崎重工業側加古川工場を取りあげた。

5 月 14日 ( 火) 49名の参加を得て行われた。

まず，スミト ー ・ハウジンク1附小野工場は ，

敷地面積 86，880rrf ，建築延面積 7，8∞IIf ，従業

員 102名で，中高層住宅の P C版の生産および

出荷業務が行われており，月 産 1. 8∞d の各種

のパネノレが生産されている 。また，近時， 2 階建

住宅用パネノレの生産も行う とのととであった。

なおパ才、ノレ生産1ζ 必要な原材料のうち，砂利は

宝啄 ，砂は垂水 ，7 l < は地元の池から入手されて

いfこ。

工場内は，生産工程)1即ζ ，原材料加工 ライン，

コンクリ ー ト版成型ライン ，ス トックヤ ード，

出荷ライン等が整備されていた。生産設備とし

てとくに注目を集めたのは ，一つ は，全自動方

式のホットコンクリ ー 卜ミキサ一等からなるノミ

ツチャ ープラントである 。ニつめ は平打移動方

式，竪打型枠方式，平打固定方式からなる P C

版成型設備である 。

平打移動方式の工程/ 1 民序を述べると ，型枠の

清掃および組み立て ，最1) 離剤散布，先付部品取

付，配筋，配筋検査，コ ンクリ ート 打設，温度 ・

強度 ・スランプ検査，振動締固. 仕上，蒸気養

生，散水，脱枠，脱型，製品検査，マ ーキ ング，

ストック ，出荷検査 ，出街となる。との聞の所

要時聞は ，型枠の清掃から配筋までが 1 f時間 ，

コンクリー卜打設から仕上げまでが l 時間 ，蒸

気養生が 4 時間と ， 1枚のパネノレは約 6 時間で

もって生産されていた。

なお ，コンクリ ー ト打占支持のコンクリート温

度はωから 65

0

C ，蒸気益生温度は ，70
0

C程度。

脱型時のコンクリート強度は 100か ら 130kg/cnl

程度確保し，出荷時は 180kg/cnl 以上確保して

いるということである 。また製品誤差はなんと

:t l mm以下に押えているとのこと。材料につ

いては ，鉄筋が S R 24規格品 ，S D3 0 規格品を

使用し ，コ ンクリ ー トが 4週強度で180から210

kg/cni の普通コンクを使用しているとの乙とだ

った。軽量 コンクリ ー卜 の使用についても他の

研究軽量関や大学なととタイアップして研究，実

験が重ねられており ，組骨材，細管材とも人工

軽量骨材を用いた場合では ，ピンホ ールが発生

しやすく ，現在のと乙ろ製品化はまだ無理との

乙とであった 。

っき" fC . 川崎重工業側加古川工場は ，建築用鉄

骨，橋梁，管糟の各鉄骨製品を製造，販売して

おり ，と くにパイプ鉄骨は ，全国各地の工場，

倉庫 ，体育館 ，鉄上答とかなりの実績を誇ってい

るとのととである 。当工場は，318，017ばとい

う広大な敷地に ，パイプ鉄1 ' 1+工場，一般鉄骨工

場，橋梁工場，パッケ ージボイラ工場，橋梁大

型組立工場 ，塗装ヤ ー ド，鋼材ヤ ード， 製品ヤ

ード等多数の生産部門が整然 とな らんでいた。

当工場の注目すべき点は，鉄骨の製作工程の

自動化が非常に進んでいる乙とである 。それは

単に人力を機械に置き換えたものではなく ，制

御装置によって機械の操作を行わせたものであ

る。 すなわち ， コンピュー ター と閉じ伝達方

式をもっ数値制御方式の N C 険械一一 N C =  

umeri cal  Cont rol- 一ーとコンピュ ーターと

を組み合わせた生産システムで ，とくにパイプ

鉄骨部門では乙れをノマイパックシステムと 言っ

ている。

その生産工程順序は ，設計図に主主づき ，コン

ピュターによりプログラム数値の作成を行い，

つぎにそれにより N C一作画機が工作図を作

り，一方では N C- Pi com が加工切断を行う

というものである 。加工されたノ f イプはその複

雑な切断曲面にもかかわらず規定の要求と一致

し，溶接部の儒肉や喉厚不足 ，溶け込み不足な

ど‘の不良原因が除かれているとの乙とである 。

また一般鉄骨部門でも問機K N C化 されてお

り. スアライスレ ート D 河 断，穿孔用の加工

機である S - c omの活用 ，H形鋼のフランジ ・

ウエフ' の三面から同時に多軸ドリノレでt穿孔を行

いうる H- c om等の活用がそれである 。

加工後の工程ても省力化は進み ，組立段階で

は治具化が行われ，溶接段階では自動溶接機 ，

半自動溶接機の導入がされーーパイプ部門では

99必自動化されているそうである一一 ，塗装段

階ではショッ ト装置の導入がされるなと。かなり

省力化されている 。

見学会を終えて ，印象 (ζ 残った乙とは ，N C  

一機械の採用により鉄構工作作業において& も

熟練度の高い原寸現図，罫書き作業を省略した

という乙とである 。現寸場という広い建屋面積

を不要にし ，型板やテ ープといった温度 ・湿度

変化によって精度が落ちる材料も不要にした。

その結果 ，今日の熟練労働者不足 ，ま た，若年

労働者不足という情勢に対処し ， なおかつ品

質 ，精度および能率を飛際的に向上させる乙と

ができうるのだと思った。

しかし，生産 システムの自動化を押し進め て

いくうえで機械の導入を有効にするためには，

設計および施工の標準化を強力に確立する方向

にもっていかねばならないと思われた。

末筆ながら 乙の企画に際しましては，スミト

ーハウジング附，川崎重工業附および東海興業

附大阪支庖殿に多大の協力をいただきました乙

とを誌上をもって厚くお礼申 しあ げます。

( 印藤義 |噂紀)

開 催 日 昭和49年 5 月14日 ( 火)

怠 加 者 49名

行 程

9. 00 出発 ( 大阪 ・中之島J

11. ∞→12.30 スミトーハウジング小野工場見学

13 ∞ 昼食休憩 (川崎重工加古川工場にて)

14. 00- 16. 00 同上工場見学

18.30 大阪着・解散
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28 日 4 時半- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 塚本会長 ，相川評議員会副議長

ほか 18名

議事(1)昭和48年度事業報告承認の件

(2)昭和48年度収支決算報告承認の件

(3) 昭和49年度収支予算承認の件

定 時 評 議 員 会

28 日 4 時- 4 1時半 於会館集会室

出 席 者 相川評議員副議長ほか13名

委任状 42名 計56名

議事(1)昭和48年度事業報告承認の件

(2)昭和49年度収支決算報告承認の件

理 事

4 企』

コ弐

19日 4 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 福田副会長ほか 9 名

議事(1)昭和48年度事業報告承認の件

(2)昭和48年度収支決算報告承認の件

(3)昭和49年秋の叙勲候補者推せんの件

(4)事務局職員上期賞与支給の件

5)7月定例理事会休会の件

(6) 1酪築 と社会J 11月号「第21回青年技術

者特集号」の件

(7)入退会者承認の件

(8)報告事項

(イ)建築設備技術者の法的資格問題に関す

る建築業務基準委員会の経過報告

(ロ)事業報告

付会計報告

会計理事会

5 日 11時~正午 於会館 3 階会議室

出席者 山田会計主幹理事ほか 2 名

議事 昭和48年度収支決算報告書の審査

建 築 デー タ シート 委 員 会

企画分科会

4 日 正午- 2 1時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 酒 井 ，岡田各幹事ほか 2 名

議事(1)長期的発行計画の検討について

(2)新規，改訂シ ー トの候補 リス ト作成につ

いて

(3)そのほか

委 員 会

19日 6 時- 8 時15分 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上 ，真塚正副委員長 ，岡田

酒井 ，吉村各幹事ほか 8 名

議事(1)Nu47 ( 11月発行) の掲載シ ー トについて

(2)企画分科会か らの報告と提案について

(3)次回委員会について

(4)そのほか

編 集 委 員 会

作品作風小委員会

4 日 4 時- 6 時 於 会 館 3 階会議室

出席者横山副委員長ほか 4 名

議事(1)7月号作品の件

(2) 9 月号作品の件

(3)10月号以降の作品

9月号 「みどり 」特集編集幹事会

5 日 3 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者 松村委員長，片倉幹事ほか 4 名

議事 9 月号「みどり」特集の企画( テー 7 と

執筆者の選定)

広告企画小委員会

12日 41侍- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者隅田副委員長ほか 7 名

議事(1)11月号特別広告一立体駐車場関係ーの件

(2) 8 月号特別広告について

(3) 9 月号特別広告について

(4)10月号特別広告について

(5)プレハフe 住宅の工業化認定制度関係

(6)そのほか

委 員 会

10日 4 時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出席者松村委員長ほか5 名

議事(1)7月号= ヒツレの省 エネルギ化特集経過報

.fr. 

口

(2) 8 月号= 高間プレハブ住宅の構造設計特

集報告

(3) 9 月号= みどり特集編集幹事会案報告

(4)10月号= 屋板防水工事の失敗例 とその対

策特集報告

(5)11月号= 第21回青年技術者特集報告

(6)第 3 回作品作風小委員会報告

(7)広告企画小委員会からの報告

(8)そのほか

事 業 委 員 会

若い会員の集い小委員会

4 日 6 時- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 西 村 副 委 員長，中村，広瀬各幹事

ほか 9 名

議事(1) I工業化工法による建築部材生産工場を

見 る会(21J の実施報告

(2)  I建築家のためのみどり学習会(1) J 実施

の中間報告

(3)  I重文山邑邸をみる会J の企画について

(4)  I 中国の建築事情を聞く」の企画につい

て

(司10月以降の事業企画について

(6)そのほか

広報小委員会

5 臼 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 三 品 副委員長 ，木地幹事ほか 8名

議事(1)6月- 7月展示写真( 街を緑に) の実施

報告

(2) 8 月- 9月展示写真企画について

(3)10月以降の展示写真企画について

(4 )実務に直結した建築工事別説明会の企画

について

(5)そのほか

見学会小委員会

6 日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 水 谷 幹 事 ほ か 2 名

議事(1)5 月 lζ 実施 した見学会の報告

(2) 8 月以降の見学会企画について

(3)そのほか

建築家に話を聞く会編集分科会

12日 6 時- 9 時半

出 席 者 三 谷 主 査 ほ か 3 名

議事(1)集約原稿の小み出し ，名称、について

(2)今後の作業行程について

委 員 会

13日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 窪 田 委 員 長 ，大橋 ，小泉，柳 ，疑

西村各副委員長ほか 3 名

議事(1)各小委員会の事業報告と事業企画につい

て

(2)そのほか

建築家のための 「みどり 」学習会 ( 第 2回〉

企画分科会

18日 6 時- 9時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 西 村 副 委 員 長 ，森下幹事ほか 6 名

議事(1)第 l 回「みどり」学習会の実施報告 と反省

(2)会誌 9 月号「みどり特集」の掲載について

(3)第 2 回の企画について

教 育 委 員 会

工高生デザインコンクール募集規定作成会

14日 6 時- 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者野々村審査委員長 ，斉藤教育園l委

員長ほか12名

議事 昭和49年度工高生デザイン コンク ール募

築規定について

法 規 委 員 会

委 員 会

17 日 3 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 市 川委員長ほか 18名

議事(1)消防法改正案説明

講 師 大 阪 市 消 防 局 恩 回 予 防 部長

(2)法令問題点アンケート 解答の件

(3)法令特集編集幹事会の件

建 材 委 員 会

委 員 会

25日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者山田委員長ほか 8 名

旭化成石崎氏

建築と社会 1974年/ 8月号 49 
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C  C F. ICつコンクリ ー ト・岩盤破砕器

いて

議 事

当日は中国展覧会協会事務局長星井逮三良氏

より中華人民共和国展覧会についてのお話を

伺った。

....... 

- f -
見

大理石の工場と関ケ原古戦場をたずねる

一 一関ケ原石材 ( 株) 本社工場の見学一一

15日 9時半~午後 7時半

参加者 26名
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情

消

唯

7月 の 入 会 者 ( 敬称略)

25日 2 時- 5 時 於 日 本 建 築 学 会

出 席 者 山 根 委 員 ほ か

議事(1)プレハフ' 業務の問題について

(2) そのほか

建 築 業 務 基 準 委 員 会

5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

小西 ，岩本正直IJ 委員長ほか10名

朝日新聞 3 名

議事(1) くずは展 IC関する件

(2) 阪神住宅展の件

建築家のための 「みどり 」学習会 ( 第 1回)

1 日 ( 講義) 2 時- 5 時

於大阪科学技術センタ一

造園樹木と自然界

4与

=  
員

11 日

出席者

若 い 会 員 の 集 い

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

8 時- 9 時半

於大阪グランドホテノレ義朗氏伊佐

師

元京都大学農学部講師

( 氏名省略〉

洋一氏大 成 建 設 梅 原

現場 lζ 関する諸法規とその手続

大 成 建 設 高 橋

仮設物と仮設材料

松

- 大理石の工場と関ケ原古戦場をたずねる ( 6 月15日・土)
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腸夫氏

( 昭和49年 4 月改訂)

(1) 上記料金は月 l 回掲載料金です。

(2) 制作費は実質申しうけます。オフセット 2 色カラ ーは指定色をと使用願います。

(3) 後付各頁のみ 1/ 2 頁 ・1/ 4 頁 ・1/ 12頁のスペ ースがあります。

(4) 年 6 回以上の継続掲載契約をいただく場合は 5 ;; ぢの割引金額でお願いし ，それ以外はい

っさい割号| いたしません。

一般デザイン広告以外の特例として ， レポ ート など本文記事形式で社名 ・住所 ・匂話番

号が記事末尾のみに入る場合 ， 1頁につき40，0∞ 円の掲載料をいただきます。

・申込方法および問い合わせ先

広告原稿 ( 平版印刷なので版下，またはオフセ ットネガ) に広告申込書を源えて下記までお寄せ下さい。

〒 541 大阪市東区北浜 3 - 37 

社団法人 日本建築協会編集部 T J; L  ω - 231- 9648 (代表〉
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誠氏

秀久氏

11 日

7

 

テ

議

75名

24日

工事機械と工器具類

大 林 組 木 下 幸 一 氏

石工事，タイル工事，プロック工事

藤 木 工 務 庖 西 山 長 司 氏

正 当

力 ラ ー l 頁価格

タテ 265x ヨコ 190( m m)

車且林大

現 場 製 図

佐 藤竹中工務庖

設 備 工 事

50 

出席者

20日

建築工事の着工から唆工までの業務総論

中国展覧会協会 中居誠之助氏

材料の検収とその管理

鴻 池

労務管理と安全管理

鹿 島 建 設

21日

施 工 計 画

修氏

成計氏

中藤

岸田

2日 ( 演習) 1  時- 5時

演 習 地 京 都 市 東 山 一 帯

参加者 l 日 50名 ， 2 日

講

第29回建築工事実務講習会

20日- 26日 ( 除日曜 6 日間〉

各 日 午 前 9 時~午後 5 時

会湯大阪科学技術センタ ー

聴講者 121名

. 6.  
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需主

習

「建築と社会」誌広告料金

頁 ( 2 色〉

恒雄氏

昌宏氏

治徳氏

相馬

22日

基礎 ・地業工事

竹 中 工 務 庖 滝川

鉄筋コンクリ ー ト工事，鉄骨工事

清 水 建 設 荒 川

組村



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビ ル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区繍笠町50(堂ビル 5 階 502号室)

屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市茸合区八機通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

陸屋根防水には 輿 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前 ＭＷＱ ミー問ｾ帯
新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー I

( 電動式並固定型各種) I  

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

本 社

大 阪 出 4長所

名古屋出張所

札 脱出 ｾｊｈｉｔ

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

二) 苧 ヲ q イト

東京都中央区銀座 8 - 4 ー 1 1 m話 03(571 )2703- 4・2370・4064・0264

大阪市都島区都島中通り 2- 3- 1  'i1L話 06(  921 )  2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  ｾｉｌ 話 ＰＵＲ Ｈ 811 )  3  6  6  0 ・3 1  0  4  

札幌市中 央区北三条 来四丁目 世話 011(231) 7  5  1  1  

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 06 1  5- 06 1  8  

51  



空 調 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 ・ 施 工

《P25朝日I 業 社

本 社収点目 ｩｬｾ 沿い Ｚ ＺｴＺ ｩｊｾ 絵 ｉｉｉ ｦｊ 2  7  n;:話 (434) 6171 ( 大代)

大阪支社 大阪市東淀川区加 lゐ町 357 ;，;:話 ( 302) 2271 ( 代)

文 広 北 海 道 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ー広 ぬ 福 岡

営 業 所 釧 路 ・凶 館 ・縫| 珂・倹 i浜 ・線開・ 京r. J I . 神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

設 計 施 工

e 大阪電気暖房株式会社

本 社 大阪市西区江戸 1M1  - 60 電話一( 441 )8231代表

支 1吉 点点・名古Ａｾ・大阪・市ｼ珂 ・ 仙台・金沢 広1: ，1

営機所 札帆 ・新潟 ・岡1[1・己1jl 公・熊本

出張所 盛 岡 ・ 秋 l J l 俄 浜 口 山 笠 岡 柄 引 京町11

神戸 ・鹿児島 ーml硝I

給 排 水 . f. 桁 '1'

院 冷 房 ・ 換 え 設 計 脇 工

去 五 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 l又 向 周 alr .  '，lL ii i5 大 阪372局7 l 51( 代 )

京 都市点山 氏 大和大路 正 面 Ｑ ＺＱ レ ｭ ｾ 品京都 ＵＶＱ 局 ＴＹＴＴ Ｈ 代 Ｉ

神戸市' 主悶医下山手; m六 I .  Ｇ ､ｬ 話相ｾ戸 ＳＴＱ 局 Ｕ 8  9  2  

- 給 排 水 衛 生 . 冷 暖 房

・ 空気 調 和 設 備

. そのイ也管工事一切の設計 ・施 工

( 1 m苫繰久Yt 事務所)

⑮ 斎 え Z 業 株 式 会 社 大 阪 支 J苫
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大阪支庖

東 京 本 社

常 業 所

ｈ ｾ＠ ｾ Ｑ＼Ｚ 所

大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443 - 5041 聞

東京都千代田区大手町2- 6- 2( 日本ピルヂング)

電 話 o  3  - 2. 7 0 ー 7 4  1  1開

札 帆 ・ (111 f ;  金 沢 白 紙 ・ 岡 山

悩 JI: .  U  Ｇｊｊ ｾ ・ 広ｨ［［ ・ 苫小牧

冷 暖 房 X  環 境 衛 生 施 設

給排水、街笠水辺 ｾ＠ 古 伽

，恒負 荷 役 運 搬 機 械

電 気 4 三 孟 固 化 学 鉱 山機 械

厨 房 ヲ田ーｾ

三 械 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

支 府 民 藤 間 初 蔵

大阪市東区北浜 2 了 目 2 2  liI' i也 電話 大 阪 (202) 代表3071

本 l高 東 京 ・ 日 比 谷 三三 位 ビ ル

支 唐 名 古 屋 、 倒1M] 、札械、広島、仙台、北| 地

出 張 所 似浜、 金沢、 停| 湖、高位

空 気 調 和 設 備

設 計施 工

衛 生 設 備 '

φ 三建設備工業株式奮社

大阪支庖 大 阪 市 北 区 和信仰 arr 6  5  { 住地 m話 ( 352) 1 1 3 1 ( 代 )

本 社 東京都中央区日本橋婿毅町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・札幌・ 広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

。
東京本腕

大阪本応

支 r . tf

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

棒式会社
-

-‘ 

-・・ 発 空 調

東京都新宿区内新宿 新宿住友ピノレ ｾｕＺ話 ＰＳ Ｍ Ｓ ＴＴ ー Ｑ Ｙ Ｑ｝

大 阪 市 北 区 岱 問 町 16 帯 地 'rlI話 06- 363ー 1371

名 古 屋 市 中村 区 下 笹 品 町 11 - 2 ｾｉｉ 話 ＰＵＲ Ｍ ＵＸ Ｑ Ｍ ＸＵＷ Ｑ

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号 電 話0822- 47- 4535

楠岡市中央区大名 2 丁目 4 裕22号 泣 話092- 761 - 3795 

横浜 ・制 JI ・・);( ，': 11 . 神戸・松江・沖縄

一 一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

⑮ 

株式

会社

本 社

〒 5 3  1  

* 京支府

〒 1 0  4  

::H  Ｇｪｬ ｾ＠ 所

清 水 工 業

大阪市大淀I X . 南浜田T 3  r 自14帯地

'ill.li 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代表)

点京都中央区八丁堀 4 丁目 11番 7 号

(神谷ビ ル)

抵 抗 東 京 (551) 8  0  4  1  (代表)

13 取. / 汗馬 ・宇 都 寓 ・ 君 iit

J: .1j 十H . ti ，¥ 岡・絞 111 ・高 校

所

a 8  

喜亘Z 新日本空調株式会社

、画ｾＮ

大 阪 支 j占大阪，j i -It Il ';;' :  1::，浜 ilfi l ー 2 5  ( 新大ピル)

'，11;;，[; ( 06)  344 - 6  0  3  1  (代 )

本社・東京支l汚 点京高 ＱＱＧＱＧ 央区日本紙本石田ＡＴ Ｍ Ｒ Ｈ 二 井ｾ :別館)

'rl1"i; ( 03)  279- 5  6  7  1  (大代 )

ｦ ， 占段 ・ Ｑｌ 州・広ｽＺ，ｾ ・札 帆・東海村 Ｎ ｾｴ＠ 1塗 ・ 大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 ト 14 T  E  L  0 6- 441 - 5  1  71 

支 l吉 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・神戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千 葉 ・横 浜 ・ 静 岡 ・ 高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 精 苔 膏 冷 機 臓 器 量 柱

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

(オ ー トセンタ ー ビル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 悶 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ビル 8 階) 郭便番号 102

11 l . 話東京( 03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

- 空 気 関 和 設 備 ・給 排 水 衛生 放 備 ・ 塗 装 設 備

V 大

，ー=

ヌ1 百土

( IH社名 建 材 社 )

本社 * ぷ支J.'; =車車問輯! i i 区西新triH(折t(i 住友ピ1; 12. 13F) @ (344)1851大代

大 阪 支 出= 大阪市北区中之ぬ 2 - 22 ⑧(203)3721 代

名古屋支I ? l = 名占屋市中区錦 2 - 2  - 13 ⑨ (211 )1535 代

出 張 所 =札 帆 . (111 台 ・盟 問 金 沢 神 戸 ー高 松

広 ｊＺｾ＠ . 松 山・福 岡. ｾ中 縄 ・パンコ， ?  



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

一 般 空 調 設 備 ・ 恒i星 慢 混 設 備 ・ 冷 凍 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境 改 善 設 備 そ の 他 上 記 に 附

- - 帯 す る 衛 生 、電 気 等 一 切 の 工 事 の 設 計 ・ 施 工

ｉｾ タ写本ＧＺＱ Ｗ ヲシト繍議室将
司ヨ宮ミ 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大 阪 市' 大淀区中出本; m l 丁目 2 告書地ホーコクピル

千 531 泡 活 大 阪 ( 06) 372- 5171( 代 必 )

東 京 郎 中 央 区 日 本 締 本 町 3 の 1 共[ 百l ピ ル

干 103 111: 結 束 京 ( 03 )242- 5521( {¥: 訟 )

福 岡 ー 才E 古 屋 広 J斗 牟L 帆 ・ ful

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11・2重大阪 ( 458) 3531 番

出張所］京都・広島 ・ 天理 ・ 筒 ｉｎｾ

l苫支

台
営 構 所

平' " 互業相会社@  

暖 ・冷房・空気温湿度調整装置

設 計 施

品主ｾ

-← 

工

妻子1
fi!!! 高回 衛 生 ・空気調和設備 ・設計 ・施 工

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北阪急ピル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  I  I  (代表)

東 京 都 千 代 田 区神間 駿河台 4 丁目 2 番地

大阪支庖

T  E  L  ( 441 )f付 1994 .  ( 443 )  (f り0331 大 阪 市 西 区 江 戸 沼 通 2 の 2

宇土本

空気調和・恒温恒湿・冷凍・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

ial 湿度調聾装置、暖房

冷房、水道、微送機設備

設 計 並 ニ 地 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

@ 不ニ熱学工業績捨粧

Ｎ ，ｉＮ ｕｴｾ＠ 261 - 2436(tり

fE訴 773- 123H{町

村1 J弓 削 | 判

大阪市南 区 ｊ ｉｉＨ ｕｾ IUT 2  - 5  0  

点京百11大田区内馬込 1 - 2 - 1

銀 l奄 ・ 浜 松 京 1111

本 庖

・東 京 支 庖

営 業 所

大 阪 市 北 区 制 111 町 3 0  従 訴 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 郎 千 代 間 区 九 ノ 内 3 - 3 - 1(新 米 京 ピ ル )

t包 括 ( 211 ) 8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

1tr ｾＧ 丹 ＨＲ Ｑ Ｉ 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 田T 3  - 6  

ft? .l oli ( 971 )  3  6  2  1  

仙 台 支 1苫

名 古 屋 支 1苫

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

C: : : : ID哩型堕コ

社

大阪，11 図 版 J;': wr 刷 1 r 目 6 2  ｾｴｬ ，活 Ｈ ＴＴＳ Ｉ 8161(大代点)

名 古 M ，fj 中村区本主田r 1 の 1 2 .，rt" fo( 541 )0966(551) 1655 

点点郎港区北汗山 3 丁1 ] 6 ー 1 8  

共同ビルディング '，I ( 山 3 階 oU，if; (409)  8  9  0  5  

神戸市生凹医北長狭通 7 r 目1の 1 ill ぷ (341 ) 1778 .  4386 

〈
云式株業エ田山

本 社

支 庖

出張所

東 洋 製 工 業 機 式 会 極 大 阪 安 倍

T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 鴻 4 丁 目

本 社 東 京 都 中 央区 京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 郎 市 南 区 西 九 条 笠 回 町 2 0 番 地 内 1

電話 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 備 筋 1 - 37l 天 満僑 北詰 )

電 話 (352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 国 西 末 広 町 包 括 ③7431 - 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

3宮市 栄 町 2 - 1  1  1  電 話 ③ 3 6  1  0  

設計施工

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各種プラント設備

会 社⑨ 

各種送風機・風力輸送装置

空調機器類・公害防止装置

ヰヰ土及京都支盾

設計製作

⑪ 

大 阪 支 1吉

四 日 甫 支 底

大 津 営 業 所

津 営 換 所

，，ｾｾシ株 式 盆 社

2舎町震局毎leJ
"'IIO. 

仙 田 四 郎

関西媛ぽT . 業ー株式会社

本 社 大阪市 住吉区万代東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672)1281( 大代)

営業所 東京・名古屋・京 都・ 広島 - 稲岡 工場 和泉・名古屋

テレ ックスー 本社 No. 562 ー 7688 和泉工場 No. 538 - 5898 

代表取締役

! 日社名

- . . . . . . . . . . . . . . . .  ｾｯｲ 可 ， ｉ ， ｉｕ ，Ｎ

ー・F 電曹司. . . .

③百途端=言語英; 証
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

陽 電 気 株 式

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大阪市北区中之 J:.¥3 の 3 朝日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 回 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 優 郡 葛 野 町 2 I 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

社

A

Q

一

A

朝

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

電 気 設備 の頁

6逮 社

A

Q

一

A
式株業栗 工原

社

本社営難所

本

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビル)

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大 代 )

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・舞 銭 ・大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・九州

信原、莱取 締 役 社 長

京都営集所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区間関紙五丁目 二八 番 地 屯 話 大 阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 回 区 西 神 田 1 丁目 4 番 地 5 号

支 社 札 眺 ・(111 台・丸 / 内 ・名 古 尾 ・ 稲 岡

出 張 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 横 浜 静 岡 ， ; ， 山

会 社

電 気 工 事 設 計 施 工

血i，、

代表取締役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ピ J レ7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 都 中 央 区 日 本橋箱 崎町 3 丁目 2 番 地

電 話 ( 671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一
一
一

株 式 会 社

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株

電 気 工 事
電 気 ・ 暖 冷 房 ・空 間 工 恵宮崎 十 施 工

S込 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市減東区野江東之町 3T El l1 電話大阪 (931)7004

奈良県御所市御園通 3 6 0  itt 話御所 ( 2 ) 0 1 2 2  

枚方市山之上西町 1の 1 電話枚方(43)8659 ・(44)9232

A

Q

一

A
式本 電中

本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O (堂 ピ J レ三 階)

包 括 ( 364) 1  4  7  1  (代 )

東京都 港区新 僑二 一一六( ニュー新橋ビ ル七1:皆) '

包 括 (504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

戸 - 堺 ・千 葉 ・宇 都 宮 ・熊

社

キ土

I苫

本

支

資 材 倉 庫

奈良営集所

牧方営業所

1芭支

本神営 業 所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 相 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川区西五反田6丁目 25番 11号( 福島 ビル )

電 話 東 京 (491 ) 1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 ar 2  3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

キ土

庖

本

支

社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 勝

取 締 役 社 長 平 木 究

大 阪 市 北 区 梅 ケ 牧 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 者11 ・草 津 ・静 岡 ・水 島 ・稲 岡

ヰ土本

営 業 所
支 宿

営業所 群出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社
社

A

S

A

 

事 株 式

電 気 工 事 設 計 施 工

藤太 陽 エエ

笑
出

ー

田
取締役社長郎四

ι

A

V

 

4

F

n

1

 

取 締 役 社長

大阪市西区 北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 )0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

杜本

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L (06)  452- 1  1  5  1 ( 代)

社本

大阪 市此 花区恩 Ｑｾ 南之 町 Ｗ 3  

T  E  L  (06)  462 - 1  3  0  1  (代 )

電力工事本部

営業所

A

Q

一

A

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

本 永 造

電気設備設計施工

高千語亀鱗械式会結
間

v

取締 役社長 山

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 ( 364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新橋 5 - 3 4 - 6 相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 ・( 431) 8435 

大阪商 ・札 幌 ・名古屋 - 四日市 ・松山 . 1恋山

社

東 京 支 庖

本

雄

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー I 0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358ー 1 1  7  1大 代 表

東 京 ・神 戸・ 九 州

久崎
山

石
取 締役 社 長

キ土本

所張出

営 業 所
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ソリジ ットスタイン

ヱ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

ヱ パ テ ッ ク ス

建設省J g定の防火材料

基材伺等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4号

基材同等 o  0  0  4号

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3- 54 電話 (06)702ー 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

内外装ホ一口一建材及スパンドレル( ヨドウォル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及 責任施工

ペ孟あ

てきY
サクラ建産株式会社

大阪市都島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 (922) 代 表4421- 3  

⑩ 
ト弓 1 ・ヒr ム宅

ペン手1，-9- ・ミンjf; ール

物 … 栓

三 幸 商 曾

年中見ていただける 皆様の見本室

σ3イ他( 7 ) 日

i 射ρ 后 [
!  *  f:t . . . .  

奉 仕 感

タイル工事施工|

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタロ グ進呈)

⑪ 
. . 戎

会事k ") l手窯零歳月S

本 キ土

姫路営業所

Standard 

大阪市西区靭本田T2 丁目 98番地(:靭本町バス停前 )

電 話 大 阪 06 (532) 代 o4  6  1  

姫路市北条ロ 126 量生地 ( 住友生命保険ピル 31者)

屯 話 姫 路0792 (82)  0  9  9  9  

ｾｬ＠

Board &Sl ate 

フ タ パ 曹 曇 本反

AM.  10.0 0 - P. M.  5. 00 

日曜 ・祝日は休館

|雲|

タイル

常 設 展 示 場

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

〆1
八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  ( 06 ) 364 - 2059 

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 : 大阪市東区間償問Tl - 12 日 生 ビ ル 企 (943)6571代 表

東 京 - 機 r兵・盛 岡 ・郡 山 ・水 戸 ・浜松・岡崎・名古屋 -g 山 ・大 津・京 都 ・堺 -神 戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市
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快適なオフィスの

環境づくりには

やっぱりすぐれた

製品が必要です;

品

且

ル

1
山

開

官

軍

記

3

事
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一士
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杭
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E
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E

E
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圃
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圃
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圃

ヨ

目
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間

凶
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Y

一
片
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凶

一

れ

認

J

E

 

F

所

ー

は

世

間

庖

品

市

営

売

日

域

開

-f. n  1:， o l n e  

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 鍛 工 所

L A F リミフトロードエT ーホイJ レファン C A F 直 流 式 静 音 送 風 機

L E F リミヅトロードアードファン V A F 可 変 式 軸 流 送 風 機

S A F ストリームラインファン T A F 軸 流 送 風 機

HA F タ ー ポ フ ァ ン J O Y 可 変 節 軸 流 送 風 機

営 難 品 目

P A F プ レ ー ト フ ァ ン

MA F 多 翼 送 風 機

マ ル チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

温 ピ 製 耐 般 送 風 機

本 社 ・工 場 干 536 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 2 丁 目 l 番 地

電 路 大 阪 ( 06) 9  3  1 ー 7 8  0  2  ( 代)

干 113 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 T 目 6 番 1 7 号

電 信 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代)

〒 81 2 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電 話 福 岡 ( 092) 2  8  1 ー 7 3 9 6 番

東 京 出 張 所

九 州 出 張 所

石 綿 セ メ ン 卜 の 最 高 水 準 を 行 く . グ

アスベストJω ャ
As bes t o Bar r i ev (硬 質 石 綿 板)

( 呈カタログ)

建 物 内 外 壁 、 間 仕 切 、 天 井 扉 、 電 気 室 、 発 電

所、配電室、製鋼、ガラス工場の壁、製糖、

製 油 製 薬 工 場 の 床 、 ス カ ー ト 壁 な ど に 最 適。

@  
泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

回阪 市 北 区 間 心11f T 1 の 11 電 話 ( 351) 344 2・4078

56 

' 70年 代 を リ ー ドする

J古舗づくりのノ f イオ ニア

|庖舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース 11電飾看板|

製 造 直 売 ・す べて工場渡しで奉仕する

Cスザ〈ーマーケッの- ぐ各種専門司

⑩芳村謀議崩 」 [i r

〒516 大阪な雪T51町村雲Zl i「ー4



4 竺

S i  "，. ".  

つ

社

ｾ＠
Z 玄

柏 原 涯

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  0  
2  4  

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場d

I

1

j

・'

ヤ

マ

ト謙

抑

お

吹付 … に 1 ， "  

塗付 … に l 王 材

| 石綿

完 全 耐 火 j

s，ZP2・スト- P

ワンタッチ・・ ・洗出し仕上・. .  

.. 

(旭化成ミューj レコー卜・セット品 )

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州I新 興 建 材 工 業 所

d騒

音 株 式

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材 唐 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

市 内 区 南 姻 江 通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 ( 538) 2951- 5・( 541)5757 - 9  

Ｊ京 ・ ｲ｜ Ｇ ｾ ｴＮ脱・明石・姫路 ・ 四国 ・ 中国
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コニ

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

イ 壬 施責由自色 彩物尺長

種

E ヨ

ロロ

燃 え な い

オコ才L るご、、

腐 ら な い
W ジ ャ ン ポ 波

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス t皮V i，皮S 大 波S ノj 、t皮f皮キ反走財宅E

途用

h

i

l
t

t

t

z

，

 
rllJ I !J 9  ｊｾ 弘明 ｴ 製造株式会祖

話

話

話

話

話

電

電

電

電

電

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ビ ノレ

埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川| 新 田 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町T 1 の 24 第 2 中経ビノレ

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 I吉 及 工 場

名 古屋 支 J吉 及 工 場

カ タ ロ グ 御請 求 下 さ い 。

ク、ソ
ロ自 然 石 状 積 ブ

セ メ ン ト 分 散 剤

コ ン ク リ ー ト 説 或7.)( 淘j許特

a

 

-

J

 

M

J

G

S

R

 

-

ン卜フク

型 枠 剥 離 剤

セハール

型 )

型 )

型 )

準

5皇

延

(標

(早

(遅

クツ三段ブ口! . 6! 2ニ. : J

建 設 材 料 全 般ト 二 次 製 品其 の 他 コ ソ ク リ ー

本土 神 戸 市 茸 合 区 熊 内 町 2 丁 目 8 8 帯 地

ｾｉｌ 話 ｯ 7  8 代表 ( 2 3 1 ) 1 4 2 1 ・6 9  5  6  

東京仰千代田区内神田 1 ー 12 - 12 美土代ピル

泣 訴 0 3 ( 2 9 4 ) 6 1 6 7 ・ 6 1  7  7  

稲 山 市 曙 田T 3 - 7 8 - 2

ｾ｛ｌ話 ＰＸＴＹ Ｈ ＵＳ Ｉ 2 0 2 7  
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アスフアルト防水は世界の主流

アスフガレト防水の

新しし、方向をめざして

東西アスの防水仕様が

変わりました。

‘，｡ＮＢｾ・，・ Ｕ
_.鮭・・・'

.... マ.，....，'T.-

めまぐるしく進歩し、発展する建築技術一一寸口

田島はつねに、それらの動きを鋭くみつめ、

とらえてきました 。アスフアルトによる本格

冷工法、ガム口ン防水や省力化工法を確立し

た強力アス口ンなどに、田島の姿勢が示され

ています。 このたび完成した防水仕様書は、

その集大成。防水革命とよぶにふさわしい快

挙として、はやくも話題をあつめています 0

・仕様書をお送りします 。雑誌名をご記入の上、お申し込みくださ L 、。

マ田島ル ーフインク株式会社

⑭東西アスフアルト事業協同組合

干101 東京都千代田区岩本町3- 1卜 13 電 話( 03) 862-8531

大阪 ・名古屋 ・札幌・仙台・広島・福岡

干10 1 東京都千代田区岩本町3- 11-1 3 電 話 ( 03)862-8531

干550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4 電話 (06)44 卜5951

大阪 ・名古屋 ・札幌・仙台・広島・福岡
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第

日

輯

第

8

号

ピサロンは、材料だけの販売 は い た し ま せ ん。全く新しい床タイルです

責 任 施 工 の 出 来 る 協 組員 が入念な仕上げをします。ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は製 法

定

価

四

百

円

(

送

料

き

現 代 の

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン に 要 求 さ れ る 個 性 的 な 床 造 り

には欠 か せ ま せ ん。東 京 浜 松l町 の 超 高 層 世 界貿 易

Ｏ ｾ ターン ｬ ま、三 星ピサロンの新しい色調、

これからはピサロンの時代です原 料 配 合 が全 く 遣 い ま す。塩 ビ の 他 に 最 近 開 発 さ

れ た 新 し い 共重 合体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た 画 期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に比 べ

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールに も、 使用されております。と三星 ピサロン と

は そ の 模 様 が フ ラ ン ス の 画家 ピサロのタ ッチ に 似

カ レ ン ダ 一 方 式 の 流れ模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサ ロンの持つ

エラスチックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

仕上り安定性がよく、

床 タ イ ル の 新 しい 世 界 を 開 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

褒

紙

・

き

り

え

加

蔵

• 
明

ていること か ら、名付けられたものです。

ヲ骨 規 絡ー 333. 3

女 色 数一 22色

* 価 格ー 2' ，悦n厚 品 2，100円 / m
2

( 300m
2

以上)

小部屋 ｾｉｾｉｊ￞ｾ . 階 段40% 高

耐 ｩｾ 工法は ＱＵＰ 円高

大阪市東区北浜3- 37 電話大阪( 06) 23卜9648 ・9649 ・9640 振替口座大阪39975番

9 枚 / m

2  

X  2 "¥んX 333. 3 三宅ｾＭＨＧＢ

匠E 自主
製 造 元= 田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電Z舌 ( 866) 6  1  0  1  

大飯/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電信 ( 441 )  5  9  5  1  

日本建築協会 干 541. ご入会のお申込および「建築と社会 J のご購読は ・社団法人

合

合

組
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業
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